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　お母さんは毎日、隙すきのない美しい身なりをしていた。

　そしてわたしにも毎朝、「今日はこのお着物にしようね。素す敵てきなものを身につけるとね、楽しくて素敵な気分になるからね」と言って、銘めい仙せんの花はな柄がらや幾き何か学がく模様の、色とりどりの着物を着せてくれた。

　色いろ半はん襟えりや刺し繍しゆう半襟、時にはレースの半襟を合わせて、可愛かわいらしく華はなやかに。明治という古い時代を脱ぬぎ捨てた、大正当世風のモダンな着こなしが、毎日を彩いろどってくれた。

　自分が派手派手しいものは身につけないぶん、娘むすめのわたしの着物で遊んでいたのだろう。いつもお母さんはきっちりと清せい楚そな装よそおいで、そうする必要がある、とも言っていた。

　お客様をお迎むかえするためだ、と。

　うちには時々、ふいに客人が来た。どんなお客様か知らないが、お客様が来るとわたしは必ず、家の奥で静かにしているように言いつけられて、お客様と顔を合わせないようにしていた。

　可愛らしい鮮あざやかな着物を着て、お客様とお母さんの、さざめくような楽しい笑い声を奥の座ざ敷しきで聞きながら、畳たたみの上でビー玉遊びをするのが好きだった。

　そんなときにはいつも一いつ緒しよに、真っ白なふわふわ毛皮の子こ狐ぎつねがいた。

　子狐はビー玉にじゃれることもなく、ただじいっと、わたしの手元を見つめていた。

　子狐がいてくれると安心した。真っ黒い瞳ひとみは落ち着いていて、わたしの言葉も思いも、全すべて分かっているような顔をしていたのだ。

　うまく転がらないビー玉に焦じれて、ふて腐くされて畳の上に転がると、子狐がわたしの顔を覗のぞき込む。あんまり近くに寄ってくるものだから、ふと悪戯いたずら心で鼻先と鼻先をくっつけてみた。子狐がきょとんとした目をしているので、わたしは面おも白しろくなってけらけら笑った。子狐の黒いビー玉みたいな目が、綺き麗れいだった。子狐が心配そうにわたしを覗き込むたびに、そうやっていたように思う。そして子狐はわたしのことが心配になると、顔を覗き込み、自分から鼻をくっつけてくるようになっていた。

　どんなにふて腐れていても、子狐の冷たくて濡ぬれた鼻がわたしの鼻先に触ふれると、ふっと笑い出したくなって気持ちが晴れていた。子狐はわたしの唯ゆい一いつの友だちだった。可愛くて大好きだった。




　　　　[image: ]




　冬の夜、浅あさ草くさの盛さかり場に置き去りにされた。

　置き去りにしたのは、お母さん。

　いつもは家から出ないようにと言っていたのに、その日のお母さんは、そわそわとわたしを家から連れ出して浅草の盛り場を引っ張り回した。すっかり暗くなる頃ころ、四歳だったわたしは疲つかれて寒くて、「もう歩けない。おうちに帰りたい」と泣き言を口にした。

　するとお母さんはわたしを、浅草公園四區くの、池の畔ほとりにある石に座らせた。

「ここで待っていて」

　それだけ言うと、妙みように急いだ様子でその場から立ち去った。

　池の向こう側には、空に挑いどむような背高のっぽの浅草凌りよう雲うん閣かく。

　この寒空、宵よいの口にも人波は途と切ぎれず、それどころか派手派手しい着物に白粉おしろいの香かおりが強い女たちの姿が、多くなってきた。彼女たちはわたしに見向きもせず、道行く男の人に声をかけていた。男の人たちも彼女らに声をかけ、笑え顔がおで言葉を交かわし、連れだってどこかへ行く。

　夜でも寂さびしくないとほっとしていたが、さすがに真夜中になると誰だれもいなくなった。

　怖こわくて、寒くて、わたしは泣き出した。

　お母さんが戻もどって来ない。わたしは待っているのに。

　心の中で、誰かが意地悪く囁ささやきはじめた。

『お母さんは、待っていてと言っただけで、戻ってくるとは言わなかったよ？』

　と。

　ますます怖くなって泣いた。

　冷え切った足先も指先も頬ほおも、感覚がないほど。雪もちらつきだし、凌雲閣の灯あかりも消えて、闇やみが濃こくなる。俯うつむいたわたしの頬を伝う涙なみだだけが熱かった。

　泣き疲れた頃に足音がした。

　やっとお母さんが戻ってきたと思って笑顔で顔をあげると、目の前に見知らぬ若い男の人がいた。

　黒い二重回しと、同じく黒のサキソニー生き地じの三つ揃ぞろい。綺麗な顔をした男の人だった。陶とう器き人形のようにするりとした白い肌はだに、軽く耳にかかる柔やわらかそうな髪かみ。くっきりとした二重まぶたの目が、わたしを見つめていた。

　見み惚ほれるほど美しい人だったが、わたしは思わず、袖そでで自分の鼻と口を押さえた。

　その人からは生なま臭ぐさい血の臭においがした。

　よく見れば、スタンドカラーの白襟に、どす黒い血がべっとりついている。それだけではない。三つ揃いもマントも黒く濡れているのは、血ではないだろうか。

　おののき、瞬まばたきすらできないわたしにその人は近づき、手を差し出した。白い指先にある爪つめの隙間が、黒っぽい赤に染まっていた。こびり付いた血だ。

「おまえの母親はもう、帰って来ない」

　低く落ち着いた声。氷の上を水すい晶しよう玉だまが転がるような不思議な余よ韻いんのある声だったが、それが恐おそろしかった。この世ならぬ者の声のような気がして。

「おまえは、一人だ」

　真夜中の町に、一人きり。助けはいない。怖い──喰くわれる。なぜかそう感じた。

「佐さ名な」

　さらに一歩、その人が踏ふみ出した瞬しゆん間かん。わたしは座っていた石から飛び降り、彼の傍かたわらを駆かけ抜ぬけていた。

「待て！」

　鋭するどい声と素早い手が、わたしの襟首を掴つかもうとしたが、身を低くして横に跳とんでかわし、全速力で駆けた。

　怖い。怖い。怖い。逃にげなきゃ。

　降り続く雪をかき分けるようにして、闇の向こうへ、懸けん命めいに走った。
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「命と尊厳以外なら、だいたい売り渡わたしてもいいよ」

　確かに、佐名はそう口にした。

　それは堂どう島じま琢たく磨まに嫁とつげと義父に命じられ、それを承しよう諾だくした日。十日前のこと。

　嫁ぐと知った同どう僚りようの奉ほう公こう人たちは口々に、なぜ断らなかったのかと佐名に訊きいた。

「いくら育ての親だといっても、旦だん那な様は横暴すぎる」

「育ての親とは名ばかり、佐名ちゃんはあたしたちと同じ、奉公人としてあつかわれているじゃない。あたしたちがもらう、盆ぼん暮くれのお小こ遣づかいももらえないし。奉公人よりひどい」

「しかも嫁ぐ先が、あの堂どう島じま骨こつ董とう商会の堂島琢磨だろう」

「次々に嫁よめが死ぬ、あの堂島よ」

「もう五人も嫁が死んでるんだぞ」

「そんなところに嫁ぐのを、どうして承知しちゃったの」

　お店の裏庭の井い戸ど端ばたで同僚たちに囲まれた佐名は、水みず桶おけを抱かかえたまま、何でもないことのように答えた。

「だって、断ったらお店を追い出されるよ？」

　裸足はだしの足先が冷たくて、足踏みしながら言葉を続けた。吐はく息も白い。

「他ほかのお店に奉公するための紹しよう介かい状ももらえずに、この広い東京市に放ほうり出されたら、飢うえ死にするか身売りするしかなくなる。だったら新しい奉公先だと思って、お嫁に行く。顔も知らない相手に嫁がされるなんて、普ふ通つうなんだもの」

　佐名は四つのときに浅草で母親に置き去りにされた。身なりが良かったらしく、ちゃんとした家の子どもだろうということで警察に保護されたが、身元はわからずじまい。

　結局、篤とく志し家かとして知られていた、日に本ほん橋ばしの呉ご服ふく屋・筒つつ乃の屋やの主人に養女として引き取られた。養女といっても、仲間たちも言うように奉公人と変わらない境きよう遇ぐうだった。十歳のとき、自分の姓せいが「野の村むら」で、筒乃屋の主人と同じ姓なのは、自分が戸こ籍せき上は主人の娘むすめだからなのだと知って、驚おどろいたくらいだ。

　この身の上では義父の命令に逆らえるわけはない。

　同僚たちもそれは承知の上で、それでも納なつ得とくできずに、やんやと騒さわぐのだろう。

「それでも、怖くないの？」

「嫌いやじゃないの？」

「哀かなしくないの？」

　矢や継つぎ早に問われた。

　さらに井戸端に座って暗い顔をしていた女が、佐名を見上げて憎にく々にくしげに言う。

『いい気味。泣きわめけばいいのに』

　その女だけは、他の仲間たちとは違ちがって半分体が透すけているし、佐名以外の人には見えていない──幽ゆう霊れいなのだ。

（おっと、珍めずらしい。喋しやべったね）

　この女の幽霊は、佐名が四つでこの店に来たときから、ずっとここに座っている。滅めつ多たに喋ることはなかったが、口を開けば憎らしいことしか言わない。当初は憎まれ口にもつきあって、あれこれと話しかけていたのだが、そのうちそれも止やめた。周囲の者が、佐名を気味悪がりはじめたからだ。それに気づいてからは、なるたけ返事はしないようにしていた。

　この女幽霊だけではなく、佐名は亡霊や異形の者、あやかしが見える。

　それを怖いと思ったことはない。

　なぜなら、物心つく前から彼らが見えるのが当然だったから。この性質は生まれつきのものだろう。見えて当然のものを、いちいち怖がれはしない。しかも彼らは、陰いん鬱うつな顔をしてそぞろ歩きするのがせいぜいで、こちらに干かん渉しようしてくることは滅多にない。だから怖くない。

　亡霊や異形の者、あやかしの姿は、佐名にとっては風景の一つ。道行く見ず知らずの人々と同じ。

　佐名は女幽霊に聞かせるように、明るい声で答えた。

「怖こわいし、嫌だし、哀しいけど。生きるためには仕方ない」

　運命に絶望し暗い顔をしても、落ち込んでも、神や仏を呪のろっても、どうしようもない。

　どうしようもないことに打ちひしがれて自分を哀あわれむのは、惨みじめだ。

　自分を可哀かわい相そうがって、めそめそぐずぐずと泣き言を口にして、暗い顔をして生きていても、誰だれも救ってくれない。皆みな自分のことで手て一いつ杯ぱいなのだから、佐名を救う余よ裕ゆうなどない。それはこの十五年で身に染しみて知った。

　惨めになるのは嫌だ。だから、できるだけ自分を可哀相がらないようにしたい。

　だからといって、哀しみも恐きよう怖ふも感じないわけではない。自分の中にひっきりなしに入ってくるそれらを、宥なだめていなすことができる、ということなのだ。

　自分の心に蓋ふたをする努力は必要だった。

「命と尊厳以外なら、だいたい売り渡してもいいよ」

　確かにそう言った。そしてこうも続けた。

「堂島琢磨だって、化け物じゃないでしょう。取って喰われはしないわよ」







　しかし。

　そう口にした暢のん気きで常識的な自分を、佐名は今、殴なぐり倒たおしたい。
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　結けつ婚こん式のこの日。

　大正十三年。師走しわすに入ったばかりの、酷ひどく寒い日だった。

　筒乃屋の養女である野村佐名は、骨董商の堂島琢磨に嫁ぐために、昼過ぎに堂島屋や敷しきに入った。十九歳という年ねん齢れいにしては小こ柄がらで、実年齢よりも二つ三つ幼く見えたし、肩かたにかかる髪かみも、ばさついて脂あぶら気けがない。手も荒あれている。堂島家の使用人も家人も、そのことを気にしている様子はなかった。彼女が養女とは名ばかりで、実際は奉公人として十五年間過ごしてきたことは、周知の事実だった。

　屋敷の北の離はなれに案内され、白しろ無む垢くに着き替がえさせられた。

　その後ようやく佐名は、夫となるべき堂島琢磨と初めて顔を合わせた。

　年齢は三十二歳と聞いていた。佐名よりも十三歳も年上だが、それほど老ふけた感はなく、細ほそ面おもてに切れ長の目が冷たそうな印象の男だった。しかし語り口は柔やわらかく、

「よく来てくれた。これからよろしく頼たのむ」

　と、静かに挨あい拶さつをした。

　娶めとった妻が五人も立て続けに死んだ男だ。実は妻を殺したのではないか、あるいは、妻が死にたくなるほどの酷い男ではないかと、町の噂うわさは散々だったが。

　実際に会ってみると、堂島の印象は悪くなかった。

　思ったよりは良さそうな人だとほっとして、「はい」と頷うなずく。堂島は頷き返すと、佐名の控ひかえる座ざ敷しきを後にした。

　白無垢姿で、裏庭に面した北の離れの座敷に一人残された。

　結婚式が始まるまで待てと言われて、ここに置かれている。

（白無垢って重いな）

　掛かけ下したと呼ばれる白い振ふり袖そでは、純白に花の地模様が織り出された絹で、光こう沢たくと肌はだ触ざわりは素す晴ばらしかった。その上に着せかけられている打ち掛かけも絹だが、ずっしり重い。地模様のように見える刺し繍しゆうが、銀糸で隙すきなくほどこされているせいだ。柄がらは七宝。

　普ふ段だんは織りの粗あらい木も綿めんの着物しか身につけないため、絹の感かん触しよくは慣れない。なめらかすぎて、くすぐったい。

　薄うすく化け粧しようもされた。鏡に映る紅をさした姿は、自分とは思えないほど女らしかった。

（これでわたしは、このお屋敷の人間になるんだ）

　純白の衣い装しようは清せい楚そながらも華か麗れいで、自分の姿を別人のように美しく見せる。しかしその美しさは、覚かく悟ごを強しいる緊きん張ちようをはらんでいる。

　結婚式は、どんなにめでたいと言われようが祝われようが、厳然とした儀ぎ式しき。人の妻となり、他人の家へその身を生しよう涯がい置くためにおこなわれる儀式だ。美しく華麗な花嫁衣装も、覚悟を問われる儀式に挑いどむ装よそおい。儀式には装いが必要であり、特別な装いをすることによって儀式に挑む者の心は整う。

　自分の姿が美しく見えれば見えるほど、緊張した。

　豪ごう華かな白無垢は堂島が準備したと聞いたが、大切にあつかわれるのは今日だけだろうと、佐名は考えていた。大おお店だなの養女とは言え、実質奉ほう公こう人だった娘を嫁よめに取るのだから、堂島が何を求めているかは推おして知るべしだ。

（まあ、なんとかなるでしょう）

　嫁入り、結婚式と言っても、嫁入り道具は一つもない、身軽なもの。

　相手の堂島琢磨はこれで六度目の婚こん姻いん。そのため結婚式は堂島家の屋敷内で、身内だけで質素におこなわれることになっていた。

　濡ぬれ縁えんに面した障子は開いており、冷たい風が吹ふき込んでいる。白無垢を着ているので、寒くはない。頬ほおに当たる冷気は、かえって気持ちいい。

　初めて訪おとずれたお屋敷の離れに、一人ぽつんと取り残されてふいに心細くなる。

　普通の嫁入りであれば母親がそばにいて、言葉をかけてくれているはずだ。そんなときは、どんな優やさしい言葉をもらえるのだろうか、どんな眼まな差ざしを向けられるのだろうか──。

　そんなふうに母親のことを考えそうになって、慌あわてて自分の心に蓋をする。

（そんなこと考えちゃだめだ。今のわたしには、どうでもいいことよ）

　佐名に母親はいない。かつてはいたかもしれないが、もういない。自分を置き去りにした人のことなど、どうでもいい。それらの言葉で気持ちにしっかり蓋を閉めた。幾いく度ども繰くり返してきた気持ちの封ふうじ込めは、今ではかなり完かん璧ぺきに近い形で成功するのだ。

　それでいつもの自分に戻もどれた。

（なんとか、なるなる）

　しゃんと自分を立て直し、一人頷く。

　裏庭の、築つい地じ塀べいの向こうに冬特有の真っ赤で大きな夕日が沈しずむ。日本橋區濱はま町ちようにある、広すぎるほど広い堂島の屋敷は、裏庭にも松や紅葉もみじが配され、綺き麗れいに掃はき清められていた。整えられた裏庭は黄昏たそがれに沈もうとしている。

　どういうわけか、夕暮れ時の結婚式だった。

　妙みような風習のある家だと思って視線を室内に戻したとき、閉まっていたはずの正面の襖ふすまが開いているのに気がつく。

（あれ？　あそこ、開いていたかな？）

　きっちりと閉まっていたはずだと思い、襖の隙すき間まから向こうの薄うす闇やみを見つめる。

　ふっと、いやな臭においが漂ただよってきた。

（何、これ。臭くさい）

　臭いに気づくと同時に、見えてしまった。流水を描えがいた襖の隙間にいる、異形の者の姿が。

　ふーす、ふーす、と。肉が腐くさったような吐と息いきを吐はき出しながら、異形の者は笑いを含ふくんだ嫌いやらしい目でこちらを見ていた。

　隙間から見えるのは、ぶよぶよした質感の巨きよ大だいな丸い顔。ぱんぱんに膨ふくれあがったその顔は、畳たたみの上から天てん井じように届く巨大さで、顔だけで襖二枚分はある。体はあるのかないのか、わからない。とにかく顔しか見えない。ふやけた大きな目玉が、ぎょろっと動く。

　にたっと笑いの形に歪ゆがんだ口には、小こ粒つぶな歯が並ぶ。

　異い臭しゆうがすさまじい。腐ふ敗はい臭しゆうが座敷に漂う。

『ああ、美味おいしそうねぇ』

　べろりと真っ赤な舌が現れた。ざらざらと畳を舐なめ、伸びてくる。

『いつ喰くおうか。今、喰おうか』

　唄うたうようにねっとりした声が言う。

『目玉だけを今喰って、すこおしずつ、すこおしずつ、指の先から毎日一本喰っていこうか』

　正座した膝ひざに置いた手指が、震ふるえる。

　恐きよう怖ふのあまり悲鳴もあげられず、喉のどがひくひく痙けい攣れんする。

（何、これ）

　襖の隙間からこちらを見る異形は、とてつもなく恐おそろしい。

（これが……これが原因だ）

　これが、堂島の妻たちが次々に死んだ原因だとすぐにわかった。

（このお屋敷には、こんなものが取り憑ついている）

　邪じや悪あくなものだ。

　こんな異形の者がこの世に存在すると、佐名は想像したことすらない。

　佐名が普段目にする亡ぼう霊れいや異形の者、あやかしたちは、陰いん鬱うつにそぞろ歩くばかりが常。井い戸ど端ばたの女おんな幽ゆう霊れいのように、憎にくまれ口をきくのがせいぜいで。彼らはただ道行く人々と同じで、佐名には見えているけれど他ほかの人には見えていないというだけの、風景の一つで──。

（殺される）

　それを悟さとった。

　嫁入りすれば佐名も、間ま違ちがいなく殺される。肌に触ふれる空気でわかった。

（『取って喰われはしないわよ』じゃない、莫迦ばか！　これは喰われるわよ！）

　十日前の自分を、震えながら佐名は内心罵ば倒とうしていた。

（堂島琢磨は確かに化け物じゃない。けれど、けれど。このお屋や敷しきには化け物がいる！）

　逃にげなければ殺される。いや、喰われる。

　全身から血の気が失うせていた。

『ああ、とっても美味しそう。若いわねぇ。ゆっくり、ゆっくり喰ってあげる。堂島の妻になってこのお屋敷に入ったら、もうわたしのもの。逃げられやしない』

　ざらざらざらと、舌が畳を這はってくる。

　近づいてくる。

（逃げる機会は今しかない。結けつ婚こん式が終わってお屋敷に入ってしまったら、終わり）

　これほどの異形の者が住む屋敷に、妻という形をもって入り込んだら最後。家と縁を結んだ呪じゆ縛ばくが異形の者に有利に働き、搦からめ捕とられ、逃げ出すことは不可能になるはず。

　覚悟の嫁入りだった。命と尊厳を取られなければ、耐たえて夫に仕えようと決めていた。

　しかし。

（このままじゃ、確実に命を取られる）

　命を捧ささげるつもりは、はなからない。

（嫌だ。死ぬのは、嫌だ。そうだよ。わたしは命や尊厳を捨てる気はない）

　真っ赤で大きなぶよぶよの舌が、佐名の膝を舐めそうになる。

（嫌！）

　跳はねるように、咄とつ嗟さに立ち上がって後ずさりした。恐怖に突つき動かされ、綿わた帽ぼう子しを取り打ち掛かけを脱ぬぎ捨て、掛かけ下しただけになって庭に飛び降りた。

（逃げなきゃ。このお屋敷から！）

　庭づたいに裏木戸に向かい、堂島邸ていを飛び出す。

　草ぞう履りもはかず、足袋たびのまま。しかも掛下という、純白の振ふり袖そで姿は異様なほど目立つ。それでもとにかく逃げたい一心で、道行く人の好こう奇きのまなざしの中を走った。

　人目の少ない路地を選び、北に向かう。

　あてがあったわけではない。南に下れば奉公先の筒乃屋があるし、見知った人も店も多いので、無意識にそれを避さけただけ。とにかく今はあのお屋敷──堂島邸から逃げなければ、必ず殺されるだろう、と、その恐ろしさばかりで駆かけていた。

　堂島邸のある日本橋區を抜ぬけ、柳やなぎ橋ばしを渡わたって浅草區へ。

　息があがる。

　縄なわ暖の簾れんをかけた、間口の狭せまい店が並ぶ細い路地に入った。人通りはまだ少ない。

（どこまで走ればいい!?　どこへ行こう。筒乃屋には帰れない）

　このままどこへ逃げるのか。逃げた後どうするのか。恐怖と一いつ緒しよに、不安が押し寄せる。

「待て！」

　鋭するどい声がした。ふり返ると、三人の男たちの姿が見えた。尻しりっ端折ぱしよりした着物は紺こんのお仕着せで、堂島骨董商会のもの。堂島邸の使用人たちだ。

　逃げ出したことを気づかれたらしい。

（連れ戻される。あの座ざ敷しきに連れ戻されたら）

　異形がいる、異形に喰われる。そんな世よ迷まい言を誰だれも信じはしない。無む慈じ悲ひに連れ戻された佐名は堂島の嫁よめになり、あの屋敷で異形に喰われて六人目の犠ぎ牲せい者しやになるに違いない。

（追いつかれる）

　目についた路地に飛び込み、さらにまた別の路地へと走る。

　追っ手をまこうと試みるが、掛下姿は目立ちすぎた。男たちは道行く人に、白い着物の娘むすめはどちらへ行ったと鋭く問い、問われた者が思わず指さす先へと走り、追ってくる。

　どこをどう走ったかは、わからない。あちこち曲がって、曲がって、路地に入り込み、また曲がって。

　路地から飛び出した先は大通りだった。

　日が沈みかけていたが、路面電車の軌き道どうが敷しかれた大通りには多くの人々がいた。掛下姿の佐名に驚おどろき、周囲の者が足を止める。

「おい、お嬢じようさん。どうしたんだよ」

　親切に声をかけてくれる人もいるが、助けを求められない。

　結婚式の直前に、逃げ出したのは佐名なのだ。しかもその理由が「嫁とつぎ先のお屋敷の化け物に喰われるから」だ。説明したところで、誰も納なつ得とくしないだろう理由。ここで下手に助けを求めたら、逆に堂島邸に連れ戻もどされるのは確実。非は佐名にある、と。

「なんでもありません。お願い、通して」

　集まった人をかき分け、別の路地に飛び込もうとした佐名の左手首を誰かが握にぎった。

「本当に、なんでもないんです。放してください……っ！」

　息が止まるかと思った。

　佐名の手を握ったのは、黒い二重回しと黒い三つ揃ぞろいを身につけた青年。顔は陶とう器き人形のように白く整い、くっきりとした綺き麗れいな目が佐名をとらえていた。

　動どう揺ようのあまり、視界が一いつ瞬しゆんぶれる。

　どくんと心臓が鳴った。

（そんなはずない）

　この顔には見覚えがあった。

　生なま臭ぐさい鉄に似た臭いと一緒に、四歳の佐名の前に現れた男だ。あれは十五年も前のこと。

　しかし青年は十五年前と変わらない、若々しく美しい顔立ちのまま。年を取っていない。

（嘘うそだ）

　どく、どく、どく、と。心臓がさらに速く打つ。

「佐名」

　不思議な余よ韻いんのある声で呼ばれた。

（わたしの名を知っている）

　ぞっとした。間違いない。この男は、十五年前の男だ。

　反射的に佐名は、男の手を力任せに引っ掻かいた。驚いたらしい男の力が緩ゆるむその隙に、相手の肩かたを突き飛ばし、路地に駆け込む。

（何が、どうなってるの!?）

　結婚式のはずだった。

　義父に決められた相手と粛しゆく々しゆくと結婚するだけで、多少不安はあるものの、新しい奉ほう公こう先に入るのと同じはずだった。

　そうだったはずなのに──堂島邸には恐ろしい異形の者がいた。命惜おしさに闇やみ雲くもに逃げ出したら、どういう巡めぐり合わせか、幼い頃ころに会った怖こわい男と遭そう遇ぐうするとは。

　しかもその男は年を取っていない。

　悪い夢でも見ているようだった。

　気がついたら、筒乃屋の奉公人部屋に敷かれた布ふ団とんの中で寝ねていて、隣となりに寝ている同どう輩はいに「寝ぼけてたわよ」と笑われるのかもしれない。そうであってほしいのに、足袋が蹴ける地面の感かん触しよくは硬かたく冷たく、痛い。これが現実と知らしめるように。

　路地の左右は煉れん瓦がの外がい壁へきで、背の高い建物が密集している。

　口で息をして走っていると、冷たい空気が喉のどを刺さす。

（夢なら醒さめて）

「待て」という、堂島の男たちの声が路地に響ひびく。

　逃げる方向を探して視線をあげると、建物の角に黒い影かげがある。さっきの男かとぎょっとするが、よく見れば墨すみ染ぞめの衣ころもをまとい、脚あしに脚きや絆はんを巻いた僧そう侶りよだった。

　騒さわがしさに気づいたらしい僧侶はこちらに顔を向け、目が合う。澄すんだ目をしていた。

　若い僧侶だ。右目の下にある泣きぼくろが目につく。錫しやく杖じようを手にした彼の周囲は、不思議なことにぼんやり仄ほの明あかるい。彼を中心に、その場の空気が浄じよう化かされているかのように。僧侶は佐名の姿と背後の男たちを交こう互ごに見て、眉まゆをひそめ、つっと手を差し出すような仕草をした。

「こちらへ」と、その口が動いたような気がした。

　その救いの手を取るべきか、取らざるべきか。

　迷いが生じるよりも先に、横合いから飛び出してきた誰かに抱だきすくめられた。強い力で抱きしめられ、全身を甘い香かおりが包む。これは安あん息そく香こうだ。

　驚き、自分を抱く者をふり返り、全身がそそけ立つ。

　黒の二重回しと黒の三つ揃い。白い肌はだと、整った目鼻立ち。あの男だ。

（わたしを喰くう気だ。十五年前に喰いそこねたから、今、喰う気だ）

　この男、間ま違ちがいなく人ではない。

（わたしなんて、そんなに美味おいしくないよ）

　そう口にして哀あい願がんをしたかったが、恐きよう怖ふのあまり声にならない。

「十五年もかかった。やっとつかまえた、佐名」

　耳元で囁ささやかれると意識が遠のく。耳じ朶だをかすめる吐と息いきは甘く、ぞくぞくした。

（ああ、わたしは喰われるんだ）

　そう思ったのを最後に、暗くら闇やみに落ちる。
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　掛下姿の少女を抱き、彼は十五年ぶりの安あん堵ど感かんを覚えた。

「これで、わたしは約束を守れる」

　気を失っている少女の頬ほおに軽く触ふれ、ふと眉をひそめた。

「これは」

　この少女が佐名であるのは間違いない。彼女の気配を覚えている彼には、間違いなく佐名だという確信がある。何しろ彼女の気配は、彼が記き憶おくしているままなのだから。

　しかし。それこそが問題だった。

「……こんなことが」

　身につけていてしかるべきものを、この少女は身につけていない。愕がく然ぜんとした。
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　若い僧侶は険しい顔で路地を見つめていた。大通りのほうから、掛かけ下した姿の娘を追ってきた三人の男たちも、唖あ然ぜんと僧侶と同じ場所を見ている。

　掛下姿の娘は三人の男たちに追われて路地に飛び込み、僧侶のほうへ走ってきた。

　追っている者たちの形相と、切せつ羽ぱ詰つまった娘の顔を見比べ、僧侶──純じゆん有ゆうは、娘に手を貸すことに決めた。

　事情は様々あるのだろうが、若い娘を、大の男が三人がかりで追いかけることそのものが、純有にしてみれば非道だ。

　かばってやろうと娘に声をかけた瞬しゆん間かん、白い影が娘に向かって走った。娘は白い影に包まれると、その場から忽こつ然ぜんと消えた。

　左右は煉瓦造りの壁かべ。逃にげる道も身を隠かくす場所もない。

「あやかしか」

　純有は呟つぶやく。

　現れる気配すら見せず、痕こん跡せきも残さず、まるで疾しつ風ぷうのように去った鮮あざやかさ。よほど妖よう力りよくの強いあやかしだろう。

　純有は浅草のざわめきに耳を澄ます。悲鳴は聞こえない。

　目の前であやかしが人をさらったことに、純有は少なからず衝しよう撃げきを受けていた。自分がそのような場に居合わせ、しかも指一本動かせなかったとは。表情はさざ波一つない湖面のように穏おだやかだが、内心は忸じく怩じたる思いだった。

「浅草には、よほどのあやかしが住むと見える」

　懐ふところから鈴れいを出し、一つ鳴らして目を閉じる。

（あの娘むすめ、助かれば良いが）
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　米を炊たく温かな香りがする。

（お腹なかがすいた）

　米が炊ける香りがするということは、朝ご飯の準備が始まっているのだ。寝ね過すごしたのだろう。まずい。早く起きなくてはならないと思うが、どうにも体が重い。

　顔に触れている布団の感触がなめらかで気持ちよく、体全体がぬくぬくとしていて、とても布団から出る気になれない。

　ぐずぐずしていたら奥様が不ふ機き嫌げんになる。それはわかっているが、なかなか目は開かない。

　奥様はきっちりと身なりを整えてから、朝ご飯の席に着く習慣だ。毎日違った装よそおいをしたがり、同月の中では、けして同じ装いをしないと決めている。身につけるものを毎朝準備するのが、佐名の役目の一つ。呉ご服ふく屋の奥様だ。手持ちの衣い装しようは、和服から洋服まで幅はば広ひろく膨ぼう大だいだ。その中から奥様に似合うものを選び出し、着こなしを決めて、毎朝揃そろえる。

　夫の目を常に気にしている奥様は、自分の身なりについて夫から何か言葉があろうものなら、大変だった。褒ほめられれば、佐名の頬を舐なめ回さんばかりに喜んだし、少しでもけちをつけられれば、恥はじをかかせたと言って佐名に平手打ちを食くらわせた。

（早く起きて、今日の奥様のお召めし物を準備しなきゃ）

　それでも佐名は、奥様のお召し物の準備が大好きだった。身につける衣装によって奥様の気分が変わり、旦だん那な様の反応が変わり、その日一日の空気が変わる。今日は奥様も旦那様も機嫌が良いいねと、同輩の奉公人たちが笑え顔がおになれば、嬉うれしかった。

　今朝は何を準備しようか。和服ばかりでは飽あきるので、そろそろ洋服も良い頃ころ合あいか。確か昨日も奥様は、黒くろ留とめ袖そでを身につけていた。

　そこまで考えて、はてと不思議に思う。どうして黒留袖だったのだろうか。しかも佐名は、それを準備した覚えがない。

（ああ、そうか。結けつ婚こん式だったから……結婚式!?）

　唐とう突とつに全すべてを思い出し、飛び起きた。

　八畳じようほどの広い座ざ敷しきの中央に、佐名は寝ねかされていた。

　自分が座っている布ふ団とんは綿がふかふかで、手て触ざわりが良い。

　周囲を見回す。格ごう天てん井じようには花や鳥ちよう獣じゆうの絵。部屋の四方を囲む襖ふすま絵えは、四季折々の花。畳たたみの縁へりは桜色に白い花が散る凝こったもの。贅ぜい沢たくな部屋だったが、天井の四よ隅すみには蜘蛛くもの巣があり、全体的にうっすら埃ほこりっぽい。ただなぜか懐なつかしい感じがする。

「……どこ、ここ」

　綺き麗れいな顔をした怖こわい男に捕つかまったのは、覚えている。そこから自分の身に何があったのだろうか。身につけているのは堂島邸ていを飛び出したときの純白の掛下で、乱れた様子はない。

　起き上がると、音を立てないように襖の一つを開けてみた。

　襖の向こう側は長い廊ろう下かだった。人の気配はなく、しんとしている。廊下の所々に行灯あんどんが置かれ、ぼんやりとした橙だいだい色いろの光を放っていた。

（あの男の家？）

　そうだとしたら、逃げなくてはならない。なんの目的で連れて来られたのかはわからないが、きっと碌ろくなことにはならない。佐名が寝ていると思って油断しているのだろうから、この隙すきに逃げるのが得策だった。

　細く開いた襖の隙間から部屋を出ると、足音を殺して廊下を進み、用心しながら角を曲がる。その先に、四枚の戸からなる格子戸の玄げん関かんが見えた。

　四枚並んだ格子戸は外へ向かって三層になっている。

　一つ目の格子戸を開けると三歩ほどの距きよ離りを置いて、また四枚の格子戸があり。そしてさらに三歩進むと、最後の四枚の格子戸があり。この最後の格子戸だけ白い紙が張られて、向こう側が透すけて見えない。

（あそこを出たら、真っ直すぐ正面に門がある）

　そう思った自分が不可解だった。どうしてそう思ったのか、と。

（わたしは、この家を知ってる？）

　三層になった格子戸には、どこか見覚えがある。

　ふいに、一番外側の格子戸が開いた。

　驚おどろいて飛び上がりそうになったが、開いた隙間から顔を覗のぞかせたのは、木も綿めんの着物を身につけた、いがぐり頭の見知らぬ少年。彼は、きょときょと珍めずらしげに中を覗いている。その視線が廊下の奥へ向かい、佐名と目が合った。しかし彼はそのまま視線を外して、佐名を無視し、そろそろと格子戸を開いて一歩踏ふみ込んでくる。

「誰だれか、いませんか」

　少年は怖々といった様子で細い声を出す。佐名は首を傾かしげた。

「坊ぼうや」

　声をかけたが、少年の視線は佐名に向かない。それどころか、無言で二つ目三つ目の格子戸を開き近づいてくると、履はいていた草ぞう履りを脱ぬぎ廊下にあがってきた。

「なんだ？　この家……。こんな家、近所にあったかな？」

　少年はぶつぶつ言いながら、玄関をふり返り天井を見上げる。どうやら迷い込んできたらしい彼は、佐名の数歩手前で足を止め、周囲を見回しながらまた言う。

「誰かいませんか」

　少年には、佐名が見えていない。

「ねぇ、坊や」

　そのことが気味悪くなり、一歩踏み出して少年の肩かたに触ふれた。少年が、ひゃあっと声をあげて尻しり餅もちをつく。

「誰かいるのか！」

「あの、ねえ。わたしのこと見えないの？　声は？」

　少年の手に触れると、彼はまた悲鳴をあげた。さらにぴょんと跳とび上がって、脱だつ兎とのごとく逃げ出すと、草履を履くのももどかしいのか、手に掴つかむ。そのまま家の外へ飛び出してしまった。

　あっけにとられて見送った。

　少年には、佐名の声も聞こえず姿も見えていなかったらしい。

（どういうこと）

　まさか自分が幽ゆう霊れいになったわけではあるまい、とは思うが、確信はない。あの男に自分は既すでに殺されていて、今の自分は幽霊だとしてもなんの不思議もない。

「参ったなぁ。死んでたら、どうしよう。どうしようもないけど」

　とにかくこの家を出て、自分が生きているのか死んでいるのか、そこから確かめなくてはならない。立ち止まっていても埒らちがあかない。

（頑がん張ばれ、自分）

　己おのれを叱しつ咤たする。今まで散々やってきた、自分を励はげます行こう為いだ。

（とりあえず生きてるときと今は、あんまり変わらないよ。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。とにかく逃にげなきゃ）

　ずいぶんな激げき励れいだと自分自身でも呆あきれるが、その程度しか励ましの言葉が見つからない。無む理り矢や理りに、「うん、その通りだ」と心の中で自分に頷うなずき返していると、手の甲こうを温かく柔やわらかい何かがかすめた。

　目に飛び込んできたのは、真っ白な、ふわふわの生き物。

　佐名の目の前にちょこんと座っているのは、くりくりした黒い瞳ひとみの、真っ白い毛皮の子こ狐ぎつねだった。尻尾しつぽがいやにふさふさしているのは、不思議なことに尻尾が九つあるから。ふわんふわんと、尻尾が揺ゆれている。

　濡ぬれたような黒い瞳は心配そうに佐名を見つめていた。

（この子……見覚えがある。まさか）

　曖あい昧まいな四歳以前の記き憶おくの中に、この白い子狐がいた。ビー玉で遊ぶ佐名の傍かたわらにいた子狐によく似ている。九つも尻尾があったかどうかは、覚えていない。ただ姿形はよく似ている。しかしあれは十五年以上前の記憶だ。普ふ通つうであれば、とっくに成せい獣じゆうになっているはずだった。

　おそるおそる手を伸のばし身をかがめると、子狐がちょんと、佐名の鼻先に自分の鼻をくっつけてきた。

「……あ」

　この子狐の仕草には覚えがある。間ま違ちがいない。

「あなたなの？」

　幼い佐名の唯ゆい一いつの友だちだったあの子狐に違いない。懐かしさがこみあげて、思わず子狐の頭を撫なでると、甘い香かおりがふわっと香った。安あん息そく香こうだ。その香りに佐名は、はっとして立ち上がった。白い子狐は佐名の怯おびえた目を見ると、身を翻ひるがえし、開きっぱなしになっていた玄関の外へと飛び出していく。

（あの男の香りだ。あの子は、あの男が飼っている？）

　だとしたら間違いなく、ここはあの男の家なのだ。十五年前とおなじく若々しい姿で現れた男があの子狐の飼い主だとしたら、男と同様に子狐も年を取っていないということ。

　しかしなぜ佐名の記憶にある子狐と、あの男が一いつ緒しよにいるのか。不可解ではあったが、それをつきとめるよりも、まずこの場から逃げたかった。しかし玄関の外へ踏み出すのは躊ちゆう躇ちよした。

　少年と白い子狐が飛び出していった玄関の外は、薄うす闇やみ。真っ暗闇ではないのに、奇き妙みようなことに外の風景が判然としない。まるでそこから先は、世界が滲にじんでしまったかのように。

　玄関の外は普通じゃない。

　逃げたいが、あの滲んだ世界へ飛び出して良いのか。逡しゆん巡じゆんする佐名の背後から、とととっと軽い足音がした。小さな生き物に違いないその足音は、黒い疾しつ風ぷうみたいに佐名の横を駆かけ抜ぬけると数歩先で急転回し、ぴょんと跳はねて佐名の前に止まった。

　その生き物は──子こ狸だぬき。

（狐の次は、狸!?）

　目を見開く佐名の耳に、甲かん高だかい声が聞こえた。

「ご主人様！」

「ご主人様」と呼んだらしいが、佐名の耳には「ごとぅでぃんたま」と聞こえた。舌足らずの男の子の声だ。

「え？」

　佐名は周囲を見回す。どこかに、子どもがいるのだろうかと。

「ご主人様。ご主人様。ここです、ここ」

　声は佐名の足元からする。まさかと思って視線を落とすと、子狸が口を開く。

「ご主人様、お目覚めですか」

「………」

「あれ、反応がないな。寝ねてるんですか？　寝ぼけてるんですかね？　おーい。おーい。ご主人様。寝るならお布ふ団とんへ行ってくださーい」

「……いや、ごめんね。起きてる」

「なんだ。良かった」

　いや、良くないと、佐名は内心反論した。

「あなた……喋しやべってる？」

「ぽん！　あ、間違えた。はい！」

「狸……よね？」

「いいえ。僕は茶ちや釜がまです」

「茶釜なの？　お茶を点たてるときに使う道具の、あれ？　動物の狸に見えるけど」

「道具にも化けられますけど、僕は道具じゃなくて、動物です。茶釜は名前です」

「じゃ、狸よね？」

「ぽん！　狸の茶釜です」

　なんと、ややこしい。しかし問題はそこではない。狸が喋っているのが大問題だ。しかもなぜか、自分をご主人様と呼んでいる。

　はははっと、乾かわいた笑いが漏もれた。

　きっと自分は悪い夢を見ている。住み慣れた奉ほう公こう先を出てからは、立て続けに佐名の中にある常識がことごとく通用しない。この世の常識が自分の周囲から一いつ斉せいに逃とう亡ぼうしたらしい。

　からからと格こう子し戸どが大きく開く音。滲む世界からすっと浮うき出てきたかのように、玄げん関かんに、黒い二重回しを身につけた綺き麗れいな顔の男が立っていた。

（見つかった……しまった）
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　血の気が引く。しかし。

（隙すきを見て逃げるか。あるいは、殴なぐってでも）

　十五年前の、非力な四歳のときとは違うのだ。そう自分に言い聞かせ、拳こぶしを固め、棒きれでもないかと周囲を目で探さぐるが、あいにく廊ろう下かには何もない。

　男は靴くつを脱ぬいで廊下にあがってくると、佐名の前までやってきた。無表情だが、殺気はない。

　子狸は鼻に皺しわを寄せてぐるるっと唸うなったものの、大人しく男に場を譲ゆずり傍らに控ひかえ、不ふ機き嫌げんそうに男を見上げた。

「目が覚めたか、佐名」

　うんともすんとも声が出ずにいると、男は返事を期待していないらしく、淡たん々たんと続ける。

「怖こわがることはない。危害を加えるつもりはない。わたしは、忽くつ那な青せい紀きという者だ」

　よく知っている名だった。よく知っているからこそ驚おどろき、佐名の舌はようやく動く。

「忽那青紀？」

　忽那青紀。

　その人物は今、日本で最も有名な作家の一人と言って良かった。幻げん想そう小説を得意とし、その幽ゆう玄げん奇き怪かいな描びよう写しやに惹ひきつけられて、若い女性がこぞって読み始めた。当初は彼の小説に否定的だった文ぶん壇だんの批評家たちも、人気があがると徐じよ々じよに論調を変えていき、今では誰だれもが絶賛している。要するに、当世を代表する人気作家なのだ。

「それが名だ」

「今一番もてはやされている、流行作家の名じゃない。幻想小説で有名な」

「幻想小説を書いているつもりはないが」

　男の返事に眉まゆ根ねを寄せる。

（まさか本物？）

　以前読んだ雑誌の記事で、忽那青紀が同じことを口にしていたのだ。

　それでもと、佐名は疑う。忽那青紀を詐さ称しようする準備に、彼に関する記事や小説を、この男が読み込んでいる可能性もある。ただそこまでして、有名作家を騙かたる意図は不明だが。

　警けい戒かい心しんをむき出しにして、佐名は忽那青紀と名乗った彼を睨にらむ。

「わたしをどうするつもり。喰くう気なの？　忽那青紀先生」

　本物かどうか怪あやしいものだが、嫌いやみで呼んでみた。精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいだ。

「喰いはしない。危害を加えるつもりはないと言ったはずだ」

「嘘うそだ。あなたは十五年前に、わたしを喰おうとした。覚えてるのよ。あなたは、血まみれの姿でわたしを追いかけた。今と変わらない若い姿だった。忽那青紀だなんて誤ご魔ま化かさないで。あなたは人間じゃない」

　男の目が異様に底光りする。背筋が寒くなり一歩後ずさると、伸びてきた男の手が佐名の肩かたに触ふれた。触れられた瞬しゆん間かんびくっと体が震ふるえたが、逃にげられなかったのは、男の発する威い圧あつ感かんのせいだ。怒ど鳴なるわけでも脅おどすわけでもないが、見つめられると身が竦すくむ。少しでも動いたら、何かが起こりそうだ。

　男の手は肩に乱れかかった佐名の髪かみを軽く整えた後、頬ほおに触れる。すべすべした手指は意外なほど温かい。安あん息そく香こうの香かおりが強くなる。間近に見つめられると、容よう貌ぼうの美しさにぞっとすらした。

　現実味がないほど綺麗すぎる男だ。細いペン先で描えがかれた繊せん細さいな絵姿が、すうっと紙の上から抜け出してきたかのようだ。頬の線も、さらりとした前髪のかかる額の形の良さも、人形のようなくっきりとした目も。

「そうだな。わたしは人の呼ぶところのあやかし。三百年生きている。この時代には、忽那青紀と名乗っているだけのこと。だが、重ねて言うが、おまえを喰う気で連れてきたのではない」

「喰う気でないなら、あやかしが、わたしになんの用があるの」

「おまえに願いがあって、ここに連れてきた」

「願い？」

　意外な言葉に、何度か瞬まばたきした。

「そもそも、ここはどこなの」

「浅草」

「浅草のどこ」

「おまえの家だ」

「わたしには家なんかないの」

　あやかし──忽那青紀は淡々と続けた。

「ある。ここは四歳まで、おまえが住んでいた家だ」

　呆ぼう然ぜんとした佐名の表情に、青紀は意外そうな顔をした。

「少しも覚えていないのか。この家のことを」

　確かに目覚めて部屋を見たとき、懐なつかしい感じはした。三層の格子戸を出れば、正面が門だと知っていた。それでも記き憶おくにはない。ただ感覚として、微かすかな何かがあるのみ。確信があるのは、白い子こ狐ぎつねがいたことだけ。その子狐は、佐名の目の前に現れたが。
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（ここが、わたしの家だった？）

　母親と住んでいた、あの家なのだろうか。

　毎朝母親に髪をくしけずって編んでもらい、華はなやかな着物を身につけていた。時々客人が来て、奥の座ざ敷しきでお客様と母親の楽しげな会話を遠く聞きながら、ビー玉を転がしていた。

　あの家なのだろうか。

（じゃあ、お母さんは）

　どこ？　と。そう続きかけた心の中の問いを、佐名は急いで追い払はらった。ぴしゃりと蓋ふたをして、心の声を封ふうじる。

「知らない。覚えてない」

　硬かたい声で答えた。

「なぜ」

「なぜって言われても困る。わたしは四歳のときにお母さんに置き去りにされて、それからずっと筒乃屋の奉公人だったんだもの。四歳以前なんて、そんな小さな頃ころのことを覚えている人のほうが少ないわよ」

「これだから人間は面めん倒どうだ」

　不ふ愉ゆ快かいそうに青紀は言う。

「覚えてなくとも、ここはおまえの家だ。だから、おまえが主あるじとなるしかない。主として、この家に住め。それが願いだ」

　ますます困こん惑わくした。

　あやかしにさらわれて来たのは、かつて自分が母親と過ごした家。さらにこの家に主として住めと、このあやかしは要求しているのだ。なぜそんなことをお願いされるのか理由がわからないし、そもそもなぜ佐名がかつて住んだ家に、あやかしや喋しやべる狸たぬきがいるのだろう。

「どうして？」

　様々な疑問が、ただ一言になって口から出る。しかしそれに答えはなく、あったのは命じる一言。

「ここに住め」

「嫌」

「逃げてきたのだろう？」

　反射的な拒きよ絶ぜつに対して、薄うすら笑いで青紀が言った。

　痛いところを衝つかれたのが表情に出たらしく、彼の目がさらに細まる。美しい顔に浮うかぶ邪じや悪あくな笑えみは、この青年があやかしだという証しよう拠このよう。

「連れ戻もどされたくはないのだろう。にもかかわらず、行くあてもないのだろう。そうなのであれば、ここに住むしかないのでは？」

　言葉に詰つまると、青紀はかさにかかって言葉を続ける。

「おまえは身寄りもなく、頼たよれる人もなく。力もなく、金もなく、信しん頼らいも信用もない、塵ちりに等しい小こ娘むすめだろう。誰もおまえのことなど助けてくれない。必要としない。ひとりぼっちだ」

　悔くやしいがその通り。佐名はひとりぼっちだ。奉ほう公こう先で平手打ちされても、慰なぐさめてくれる仲間はいても、誰も助けてはくれない。それはみんな自分の身が可愛かわいいから当然のことで、慰めてくれるだけ優やさしいし思いやり深い。

　母親に置き去りにされ、捨てられた佐名はきっと、塵みたいに不要な存在。ずっと、ひとりぼっち。そんなことは知っている。けれどそれをいなして、見ないふりをして、自分を哀あわれみたくないのに。このあやかしは、なんとずけずけと事実を口にするのか。

「自分の身の上を理解したなら、素す直なおに『ここに住む』と言ってみろ」

「意地悪！」

　思わず口を衝いて出た。

「あなたは底意地が悪い。意地悪よ、すごく」

「意地悪？」

　意外なことを言われたように青紀は眉まゆをつり上げたが、佐名の瞳ひとみに光る怒ど気きに、はっとした顔をする。子こ狸だぬきの茶釜が「青紀様は意地悪！　意地悪！　意地悪、極ごく悪あく、最悪！」と、嬉うれしそうにぴょんぴょん跳はねる。

「意地悪をしたつもりはない」

「いいえ、意地悪だ」

　言い張る佐名に困惑したように、青紀は視線を逸そらす。

「とにかく……この家の主になれ」

「なるもんか」

　即そく座ざに拒絶すると、青紀は鼻白んだように背を見せた。そのまま無言で玄げん関かんを出て行こうとし、去り際ぎわにふり返って、さらに意地の悪いことを言った。

「逃げようなどと思わないことだな、佐名。この家の外に出たら命は保証しない。それこそ、役に立たないおまえなど喰ってやる」

　後ろ手に格こう子し戸どを閉め、青紀の姿は見えなくなった。佐名は唇くちびるを噛かむ。

　あやかしの男に対する恐きよう怖ふよりも、腹立たしさのほうが大きくなっていた。

（あんな意地悪な奴やつの命令に、誰だれが従ってやるもんか）

　怒いかりに背を押されるように、さらに強く決意を固める。

（逃にげてやる、絶対）

　ぴょこんぴょこんと、茶釜が跳ねた。

「ご主人様、すごい！　あの極悪非道の獣けものを追い払った！」

　勢い余って胸に飛び込んできた茶釜を抱だき留めた。温かい毛皮のぬくもりに、佐名はようやくほっと息をつく。

「もしかして茶釜は、あの人にここに閉じ込められているの？」

「いいえ。青紀様から仕事をもらったので、喜んでここに住んでます。僕の仕事はこの家の修理や雑用と、お料理なんです」

「じゃあ、あの人の手下？」

「手下なんかじゃありませんが、極悪非道の野や獣じゆうは命の恩人です」

「あの人のこと嫌きらいなの？」

「ぽん！　そんな滅めつ相そうもない！」

「じゃあ、好きなのね」

「反吐へどが出ます！　感謝してます！」

「……えっと……」

　追求する気力が失うせるほど、きらきらした丸い目で答える茶釜の返答は、絶ぜつ妙みようにおかしい。「反吐が出ます」と「感謝してます」を、同じ嬉しげな調子で口にされると混乱する。

　なんとなく察したのは、茶釜は忽那青紀から仕事をもらい、命の恩人だと感謝しているらしいのだが──心底虫が好かないのだろう、ということ。

　自分がかつて住んだ家だとしても、ここは妙みような場所に違ちがいない。記憶にないのだから愛着も、執しゆう着ちやくもない。逆に、記憶があったらさぞやりきれないだろう。自分を置き去りにした母親と住んだ場所など、負の感情が渦うず巻まくに違いない。現に、家の記憶がない今でも、母親と暮らした家と聞かされると、逃げ出したい思いは加速した。

　出て行くにしても、身なりをどうにかする必要がある。掛かけ下した姿ではさすがにまずい。

「ねぇ、茶釜。わたしが着き替がえられるような、普ふ段だん着ぎの着物はある？」

「ありますとも」

　佐名の胸から飛び降りると、茶釜は「ついてきてください」と、廊ろう下かの先を歩く。

「嬉しいなぁ。ようやくこの家も、ご主人様をもてるんですね」

　それに佐名は答えなかったが、茶釜は独り合が点てんして、「嬉しいな、嬉しいな」と言っている。丸っこい尻尾しつぽをご機き嫌げんにふりふりする茶釜に、申し訳ない。佐名は身なりを整えたら、すぐにでも家を出ようと考えているのに、何も言わないのは茶釜を騙だましているのと同じ。

　だが正直にはなれない。この子狸は悪いものではなさそうだが、忽那青紀の仲間なのだ。

　黒光りする廊下を真っ直すぐ奥へと進み、それから角を曲がり、佐名が寝ねかされていた部屋とは逆方向に進む。

　廊下の左右には延々と襖ふすまが並び、それぞれ凝こった襖絵が描えがかれている。御ご所しよ車ぐるま、山野、深山、川。ある箇か所しよには地じ獄ごく絵えなども。それら襖絵が行灯あんどんに照らされ、ぼんやりと行く手を彩いろどる。

　随ずい分ぶん大きな家だった。堂島邸ていの母おも屋やも大きかったが、その比ではないだろう。

　廊下の最さい奥おうは蔵に続いていた。分厚い観音開きの蔵戸前は開かれている。板戸の引き戸は閉じていた。

　板戸も分厚く重そうだったが、茶釜が前足でちょいと隙すき間まを触さわると、するすると開く。

「この中から、好きなものを選んでお召めしになってください、ご主人様」

　先に中に入った茶釜が、すんすんと鼻を鳴らすと、鼻先にぽっと小さな炎ほのおが浮かぶ。これは狐きつね火びならぬ、狸火だろうか。

　狸火はその小ささにもかかわらず、蔵の中をほどよく明るく照らす。

「すごい」

　蔵の中を目にして、思わず声が出た。
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「筒乃屋の奥様の衣い装しよう部屋みたい」

　いや、と心の中で言い直す。それよりももっと豪ごう奢しやで多た彩さいだ。

　白い漆しつ喰くい壁へきの蔵の中には、衣い桁こうや箪たん笥すが所ところ狭せましと置かれている。

　涼すずしげに微かすかに透すける上じよう布ふ、緻ち密みつな花が裾すそ模も様ようにびっしりと描かれたぼかしの友ゆう禅ぜん、深い味わいのある濃こい色の紬つむぎ。それらが衣桁にかけられ、幾いく層そうにも重なっている。

　壁かべ際ぎわに寄せられた洋風の衣桁には、淡あわく柔やわらかな色味の、水色のローブデコルテ。若草色のビジティングドレス。レースがふんだんに使われた夜会服。

　半分開いた箪笥の抽斗ひきだしからは、真しん珠じゆのネックレスや、金糸銀糸の刺し繍しゆう帯。レースのショールなどが垂れていた。銘めい仙せんの着物が、ぎっしり詰つまった抽斗もあった。

　色彩や光こう沢たくが、空間を飾かざり立てる。空気の粒つぶが、きらきらと光るような錯さつ覚かくすら覚えた。

（素敵だ）

　目眩めまいがするほどたくさんの美しい衣装。どれを身につけようかと選ぶだけで、一日が終わってしまいそうだ。

「この家の主あるじの衣装部屋です。ご主人様が好きに使ってください」

「あの、もっと普通の着物はないのかな？」

　抽斗を開けながら、茶釜に問う。

「普通？」

「奉ほう公こう人が着るような普通の和服で、もっとこう、目立たない」

　開ける抽斗、開ける抽斗、色いろ鮮あざやかで上質なものばかり入っているのだ。佐名が身につけ慣れているような織りの粗あらい、地味な色いろ柄がらの木も綿めんの着物は、一枚も見当たらない。

「ありません」

「そうか。仕方ないよね」

　迷いに迷って、佐名は銘仙の花模様の着物を選んだ。佐名にとっては贅ぜい沢たくでも、比ひ較かく的てき安価で、中流家庭の若い娘むすめならば身につけてもおかしくないものだ。水色と紺こんと朱しゆと緑。それらを取り混ぜた、色の多い大だい胆たんな花模様を選ぶ。華はなやかなものを着慣れていないので、照れくさい。

（子どものとき以来）

　毎朝奥様のお召し物を準備していた癖くせで、華やかな柄を目にすると、つい半はん襟えりに凝ってしまう。半襟は黒の唐から草くさ模様にして、帯もそれに似た色を合わせる。寒いので羽織も着た。羽織には幾き何か学がく模様の地模様が織りこまれていた。

　乱れた髪かみは簡単に整え、抽斗の中にあったリボンで結ゆわえた。

　姿見の前に立ってみると、いつもの自分ではない誰かがそこにいる。

　いつもより自分が、幸せそうに見えた。

　身なりというのは不思議だ。身につけるもので人の雰ふん囲い気きは随分変わるし、身につけた人自身の気持ちも変わる。華やかな色柄の着物を身につけると、こんな状じよう況きようにもかかわらず、姿見の前でくるりと一回転してみたくなった。

　もしも母親に置き去りにされなかったら、この家でこんなふうに育っていたのだろう。

（ああ、だめ。また考えた）

　浮うかんだ「もしも」を、佐名は慌あわてて心の中から消す。

「もしも」を想像するのは、つらい。しかも無意味だ。

　母親なんて、今いま更さらどうでも良いい。なぜ置き去りにしたのかとか、母親は何を考えていたのかとか、そんなことを考えるのさえ、とっくの昔に止やめてしまったのだから。

　慣れたもので、すぐに心に蓋ふたができた。

　とにかく今は、忽那青紀を名乗るあやかしから逃にげ出して、自分が生きる方法を見つけなければならない。

　堂島から追われる身となったので、上方に逃げようか。ぐずぐずしていたら、連れ戻もどされて異形の者の餌え食じきになるか、飢うえ死にするか身売りするかしかない。

　青紀の命令通りこの家にとどまれば、当面は生きられるのかもしれない。ただそれで、いつまで無事でいられるのか。あやかしが佐名を、ずっと生かしておくとは限らない。

　人でさえ──母親でさえ信用できないのに、あやかしなど信用できるはずもない。

（逃げるに、しくはなし）

　決意を固めて蔵から出た。茶釜はとことこと佐名についてくる。

「お腹なかすいてませんか、ご主人様。僕、何か作ります。でもそのためには、お買い物に行かないとならないんです。今、材料も調味料も切れているものが多くて」

「ありがとう。でもわたしはこの家を出て行くから、必要ないわ」

「へー。そうですかぁ。だったら……えっ！」

　玄げん関かんまでやってきた佐名は、大島石の玄関に草ぞう履りを見つけた。黒の女物だったので借りることにした。それを履はいて一つ目二つ目と、次々と格こう子し戸どを開けていく。

　茶釜は佐名に追いすがり、着物の裾すそにしがみついた。

「待ってください、ご主人様。そんなひどい」

「わたしを誘ゆう拐かいした忽那青紀の方が、ひどいでしょう」

「そりゃもうひどいです。悪あく魔まです。悪あつ鬼きです。けど出て行かないで」

「昔ここに住んでいたから、主になれって言ってるみたいだけど、今更わたしは必要なの？　ここにはあなたたちが住んでるんだし、わたしなんか必要ないはず」

「必要ありありです」

「そうは思わない」

「あるんです。だってこの家の存在は、あなたなしでは成り立たないんです！　もう、ぎりぎりなんです。ご主人様がいなくなれば、近いうちにこの家は消えてしまう」

　最後の格子戸に手を掛かけた佐名は、茶釜の必死の言葉に動きを止める。今、子こ狸だぬきは妙みようなことを言った。

「消える？　家が？」

「ぽん！」

　茶釜が、こくこく頷うなずく。

「家が消えるってどういう意味？」

　こつこつと格子戸が鳴った。格子戸の振しん動どうにはっとし、手を放す。

　再び、格子戸の桟さんを叩たたく音がして、か細い女の子の声が向こう側から聞こえた。

「開けて。中に入れて」

　こつこつ、こつこつと音が続く。

「開けて、開けて」

　戸と惑まどっていると、声に泣き声が混じる。

「開けて。お願い。中に入れて、お願い。うち、もう疲つかれたの。お腹もぺこぺこ。もう、動けへんの」

　関西なまりのある幼い声。佐名と茶釜は顔を見合わせた。

「誰だれか来たわ、茶釜」

「お客様です」

　こくりと唾つばを飲み四し肢しを踏ふん張り、茶釜は緊きん張ちようした面おも持もちで格子戸に対する。

「お願い。開けて」

　声は弱々しく、哀あわれだ。

「格子戸を開けないの？　茶釜。お客様なのに」

「この家の主人は、ご主人様なんです。だからお客様が来たときには、ご主人様しか戸を開けられないんです」

「わたしは主人になった覚えはない」

「この家の中にいれば、ご主人様はこの家の主なんです」

「そんなこと言われても」

　しくしくと戸の向こうで、女の子は泣く。

「やっと逃げて来たんや。うち、もうくたくた。あんたが堂島屋や敷しきを逃げたから、あいつはあんたを追いかけて屋敷をちょっと離はなれたんよ。せやからその隙に、うちもやっと逃げられたん」

「堂島!?　逃げてきたって」

　そうと聞いては放置もできず、思わず格子戸を開く。

　そこには佐名の腰こしの位置までしか背せ丈たけのない、小さな女の子が立っていた。年は、五つか六つくらいだろうか。おかっぱ頭に、紺の縞しまの絣かすりの着物と焦こげ茶ちや色いろのちゃんちゃんこ。裸足はだしだ。手足は泥どろに汚よごれ、頬ほおにも茶や黒の得体の知れない汚れがこびり付いている。

　女の子の目線までしゃがむ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　堂島から逃げてきたって」

「うん」

　涙なみだを拭ぬぐいながら、女の子は頷く。何年もお風ふ呂ろに入っていないかのように、体から饐すえた臭においがする。着物もちゃんちゃんこも垢あかじみていて、染しみやほつれが目立つ。

「ひどい」

　怒いかりに眉まゆをひそめた。子どもにこんな仕打ちをするとは、堂島家はいったいどうなっているのか。この子は何者だろうか。堂島邸ていに奉ほう公こうしている、使用人の子どもだろうか。それとも親族の子か。まさか堂島琢磨の子ではあるまいが。

「中に入れて。お願い。もう歩けへん。休みたいのん」

　女の子の体は不安定にぐらついていて、今にも倒たおれそうだ。すぐにでも休ませる必要がある。

「どうしよう。ここに……」

　今まさに、佐名は家を出ようとしているのだ。

　当てもなく出て行くのだから自分の身すら危あやういのに、堂島邸から逃げてきたという、ぼろぼろに疲れた様子の子どもを連れて行っても守れない。かといって、この子だけをこの家に置いて出て行くのも躊躇ためらわれた。あやかしと喋しやべる子狸の住む奇き妙みような場所に、無責任に小さな子どもを一人残して、自分は知らないとそっぽを向くことはできない。

「わぁ、ひどい臭い。このお客様、すぐに洗った方が良いですよ。僕、お風呂を準備します」

　子狸が、無礼にも鼻をつまんで言う。

「この子、家の中に入れても良いの？」

「ご主人様が良いなら、良いんですよ？　この家の主あるじはご主人様ですから」

　子狸は基本的に害がなさそうだし、あやかしの忽那青紀も、今すぐ佐名を取って喰くう気はない。ただ、あやかしを信用することもできないので、すぐにでも逃げ出したかったのだが。

（でも、でも）

　女の子はふらついて、ことりと佐名の胸にもたれかかる。

「ああっ！　ええい、もう！　仕方ない。茶釜。この子を寝ねかせる部屋は、どこを使ったら良いか教えて」

　女の子を抱だいて、佐名は立ち上がった。格子戸に背を向け家の奥へと向かう。

（喰われたら、もうそのときよ）

　覚かく悟ごを決めた。




　　　　二




　女の子は、佐名が寝かされていた布ふ団とんに寝かせた。茶釜は不満そうで、布団が汚れるとか臭いが移るとか文句を言っていたが、聞かないことにした。

　女の子は眠ねむり続けた。

　その間に佐名は、茶釜に案内されて家の中を見て回った。

　家は大きな母おも屋やと、それにつながった蔵が一つ。周囲は築つい地じ塀べいに囲われている。

　長い縁えん側がわから庭を見れば、真冬だというのに花が咲さいていた。築地塀の近くには菜の花と桜が咲いているかと思えば、少し離れた場所には紫陽花あじさい、山法師、そして朝顔。さらに別の一角に目を移せば、桔き梗きようが咲いているといった案配で、四季折々の花が一気に咲いている不可解さ。

　さらに不可解だったのは、築地塀の向こう側だ。ぼんやりと、浅草凌雲閣の先せん端たんやその足元に並ぶ家並みなど、浅草の風景らしいものは見えるのだが、全体的に薄うす青あおい靄もやがかかっていて、景色そのものが揺ゆらぎ、まるで蜃しん気き楼ろうを見ているようなのだ。

　屋敷内の柱時計は三時をさしていた。堂島邸から逃にげ出して、丸一日経たっているわけはないので、おそらく夜中の三時。それなのに浅草の景色が、青い靄に包まれ揺らいでいるとは言え、暗くら闇やみに沈しずみもせずに見えているのが解げせない。ただ青い靄を通しても凌雲閣の上空に目をやれば、ほんのりと星の瞬またたきが見える。

　視線を頭の上にまで引き戻もどせば、佐名のいる家の上だけは真っ黒な夜空。鋭するどい星の光は鮮あざやかだ。

「わたし、こんな家に住んでたの？」

　揺らぐ浅草の景色を見つめて困こん惑わくする。

　幼い頃ころの記き憶おくはおぼろげで、家の奥おく座ざ敷しきでビー玉遊びをしていたことしか、はっきり覚えていない。

「そうみたいですよ。僕は知りませんけど、腐くされ外げ道どうの青紀様が、そう言ってました」

　足元で茶釜が答えた。

「お母さん、どうしてこんな所に住んでたんだろう」

　母親は何者だったのか。忽那青紀と知り合いだったのだろうか。そもそも彼は、なぜ佐名をこの家にさらってきて、主になれなどと命じるのか。十五年前は血まみれの姿で、佐名に襲おそいかかってきたのに。

　行方ゆくえの知れない母親に訊きくことはできないので、青紀に訊くしかないだろう。

　家の中を見て回ったが、一部屋、青紀の使っているらしい小さな座ざ敷しきがあった。

　六畳じようの質素な座敷には文ふ机づくえがあり、原げん稿こう用紙と万年筆が転がっていた。そこで佐名は、書きかけの原稿を手に取った。原稿の文体は、佐名の知っている忽那青紀のもの。しかもそれは新聞連れん載さいの続きで、佐名が知っている物語の先。

　あのあやかしは、忽那青紀本人に違ちがいない。

（人気作家が、あやかしなんて）

　作家には個性的な人が多いと聞くが、まさかあやかしまで交じっているとは。

　笑うに笑えない。

　溜ため息いきを一つ吐つく。何はともあれ、保護した女の子を回復させて、安全な場所に連れて行く。それが今の最大の目的だ。

「目が覚めたら、まず、あの子にご飯を食べさせてあげないと」

「お料理なら僕がしますけど、材料を買いに出ないといけません。ご主人様、一いつ緒しよに買い物に行ってください。僕、人間のお金の価値がよくわからなくて」

　驚おどろいて茶釜を見下ろす。

「わたし、買い物に出て良いいの？」

「ぽん」

「忽那青紀は、家の外に出たら喰ってやるって」

「あれは、逃げようとしたら喰うぞっていう脅おどしです。外へ出ても、帰ってくるなら平気です。今、青紀様は外出中ですし」

「買い物ついでに、わたしがそのまま逃げ出したら？」

「そしたら帰宅した青紀様に、僕は腹いせに喰われます」

　尻尾しつぽがしゅんと萎しぼむので、慌あわてた。

「逃げない！　逃げないから」

　眠り続けている幼い女の子と、喰われる子こ狸だぬきを置いて、いくらなんでも逃げ出せない。

　逃げないと約束すると茶釜は安心したようで、柱時計が七時をさすのを合図にして、お勝手に行って買い物に出る準備を始めた。

　お勝手は広い土間になっていて、竈かまどが二つあり井い戸どもあった。

　茶釜は買い物用の籐とう籠かごを持ち出し、風ふ呂ろ敷しきと財さい布ふを入れる。それから後ろ足で立ち上がり、くるっと後方へ宙返り。ぽんっと小気味良い音がすると、そこには七つくらいの男の子が立っていた。木も綿めんの着物は脛すねから下が出ていて寒そうだが、なぜか首には、ふかふかの狸の毛皮の襟えり巻まきがついている。

「襟巻きは不自然じゃないかな。それ、とったら？」

　子狸の変身能力には驚いたが、人間の子どもとしては妙みような格好だ。しかし茶釜は怯おびえた顔をする。

「おそろしいこと言わないでください。とれません。これ、僕の尻尾です」

「そこに尻尾？」

「ちょっと、おさめきれなくて」

「うん、まあ。じゃあ仕方ないか」

　家を出るときに座敷を覗のぞくと、女の子はよく眠っていた。

　格こう子し戸どの外は昨夜ゆうべと同じく滲にじんだ景色。茶釜が恐おそれげもなくとことこ出て行くので、佐名も籐籠を手に提さげて、ついていく。

　一歩敷しき居いから外へ出ると、草ぞう履りの足元にふわっと青い靄が立つ。気にせず歩を進めると、数歩先に細い格子の戸がつけられた小さな棟むね門もん。

　門をくぐると、ふっと空気の香かおりが変わり、突とつ然ぜん、ざわざわと雑ざつ踏とうの音が耳に入る。

　佐名と茶釜は、浅草の七區辺りとおぼしき、寺の本堂裏の墓地と、長屋の裏塀に挟はさまれた場所に立っていた。墓地の向こうには商店が並んでいるらしく、その辺りから人の声や往来の物音が響ひびく。

　路面電車のベルが聞こえた。視線を巡めぐらせると、南の方向には浅草凌雲閣の先っぽが見える。

　ふり返ってみると、出てきた棟門。路地の行き止まりに家の出入り口があるらしい。

（家の門を出た途と端たんに、変な感じがした）

　違い和わ感かんの正体がわからないままに、茶釜にせかされて商店が集まる界かい隈わいへ向かう。

「あの子に何を食べさせてあげようか」

　茶釜に相談すると、子どもに化けた子狸は、考え深げに腕うでを組む。

「そうですねぇ。疲つかれてるみたいなんで、ぎとぎと、ぎらぎらしたものは、美味おいしく食べられないでしょうから。消化が良くて、温かいものが」

「雑ぞう炊すいかな」

「卵としらすの雑炊にしましょうか。しらすがあるんです。卵と三つ葉があれば。あと、即そく席せき漬づけなんかを添そえたら」

「旬しゆんだから、即席漬けは白菜か大根か。柚ゆずの皮を刻んで入れたら」

「柚は家の裏に植えてあるのでちょうど良いです。じゃあ、まず八百屋さんですね」

　うきうきと跳はねるように歩く茶釜と一緒に、八百屋へ向かう。寒かったがよく晴れていて、気持ちが良い日だった。

（嘘うそみたいだ）

　八百屋の主人の景気よいかけ声を聞きながら、晴れた空を見上げた。

　異形の者に出会い、不可解な家に連れて行かれて、まるで悪夢の中にいるような心地ここちだったが。お日様の光の下に出て日常の空気に触ふれていると、重苦しい気分が去って、自分の置かれている状じよう況きようが純じゆん粋すいに不思議でたまらなくなる。今こうやって落ち着いた気分で野菜を選んでいるということが、最も不可解と言えば不可解だ。

　十五年間の、筒乃屋で過ごした奉ほう公こう人としての生活とあまりに違う。

　悪夢の一晩を抜ぬけ出したら、明るい色の銘めい仙せんを身につけ、のんびり買い物ができる身分になっているとは。この穏おだやかさこそが奇き妙みようこの上ない。

　視線を感じた。茶釜は真しん剣けんに大根を選んでいる。誰だれだろうと思い周囲を見回すと、道路を挟んだ反対側の歩道に、墨すみ染ぞめの衣ころもを見つけた。

（あれは、あのときの）

　右目下の泣きぼくろが印象的な、昨夕遭そう遇ぐうした若い僧そう侶りよだ。

　あのときは佐名に手をさしのべようとしていたふうに見えたが、今、彼が見つめてくる目には警けい戒かいと不ふ審しんが見て取れた。油断ならない者を監かん視しするように。

（怖こわい目）

　友好的な色ではない。

　八百屋で三つ葉と白菜、大根を買った後、生卵を買うために店を移動した。僧侶は道路を挟んだ向こうの歩道を、佐名と茶釜を追うようについてきた。

　卵を買い終わってから、茶釜が嬉うれしそうに鼻をひくひくさせる。

「ご主人様、今川焼きを買って帰りましょう。僕、あんこ大好き」

「わたしも好きだけど、早く帰った方が良いかも」

　茶釜の背に手を当て、急ぎ足で歩む。

「どうしたんです」

「よくわからないけど。お坊ぼうさんに、つけられてるかもしれない」

「え？」

　きょろきょろと茶釜が視線を巡らしていると、ふいに横合いから出てきた男とぶつかりそうになった。

「すみません」

　茶釜の肩かたを抱だいて引き寄せ謝ると、相手の男はにっと笑う。

「や、すまんすまん。俺こそ、申し訳ない」

　癖くせのある前まえ髪がみが、毛織りの鳥打ち帽ぼうからはみ出していた。若い男だ。フランネル生き地じのガンクラブチェックの上着。勤め人でも役人でもなさそうだが、商売人という感もない。強しいて言うなら遊び人か。がらが悪そうに見えるのは、口の端はじに火のついていない、ちびた紙かみ巻まき煙草たばこを咥くわえているからだろう。

「今日はさすがに掛かけ下したじゃねぇなぁ、お嬢じようさん」

「お嬢さん」という声には聞き覚えがあった。昨日、大通りを逃にげる佐名に、「おい、お嬢さん。どうしたんだよ」とかけられた声。その声と同じだ。

　昨日声をかけてきた男と、今日も偶ぐう然ぜん出会う。そんな都合の良いことを佐名は信じない。

（この人、何者）

　茶釜を背後にかばう。

「どちら様ですか」

「そう、警戒しなさんな。怪あやしい者じゃないから。ほれ」

　彼が胸ポケットから取り出したのは名めい刺し。受け取ると、そこにはこう書かれていた。

　探たん偵てい　桂かつら川がわ龍りゆう介すけ

「……………………探偵」

　職業が突とつ飛ぴすぎる。佐名は名刺を突つき返す。

「めちゃくちゃ怪しいです」

「ひでぇなぁ、おい」

　言いながら男、桂川龍介は、突き返された名刺を胸にしまう。

「俺は忽那青紀に頼たのまれて、あんたの居所を捜さがしてやったんだぜ。ちゃあんと報ほう酬しゆうも頂いた。あんたを忽那青紀に引き合わせてやった、いわば恩人だ。そうじゃなきゃあんたは、妻五人殺しの堂島琢磨の嫁よめになって、六人目の被ひ害がい者しやになってただろうよ」

「探偵さんに頼んでまで捜してた？」

　そこまで執しゆう念ねん深く佐名を捜していたのも驚おどろきだったし、あやかしである彼が、人間の手を借りなければならなかったというのも意外な驚きだった。あやかしも万ばん能のうではないのだろう。

「昔から捜しているが、手がかりがないってことでね。俺を頼たよったわけさ。忽那先生はあんたを捜し出して、近くに置くんだと言ってたよ。でもって特別優ゆう秀しゆうな俺が、見つけてやったわけ。ただあんたを見つけたのが結けつ婚こん式の前日でね。いちおう先生には知らせたが、あんたに接せつ触しよくできやしねぇ。こりゃ、どうしようかと思ってるうちに、あんたは堂島邸ていに入っちまうし。堂島に入ったら死んだも同然じゃねぇか。俺も忽那先生の手前、ちょっと焦あせったんだが」

　そこで龍介は、にやりと口の端をつり上げた。

「まさか、結婚式直前に逃げ出すとは畏おそれいった。あの後、忽那先生と落ち合ったんだろう？　俺の知らない間に、事前に示し合わせたんだな。そもそもあんた、忽那先生の何だい」

「わたしは、あの人の何でもありません。示し合わせてもいません。わたしは、わたしの意志で逃げ出したんです。それで、恩人の優秀な探偵さんが何のご用ですか」

「別にたいしたことじゃない。あんた今は忽那青紀と一いつ緒しよにいるんだろう。奴やつの家の場所を教えてくれないかな」

「探偵さんなら、流行作家の家くらい知ってるでしょう」

「それが、わからないのさ」

　にやにやしている彼の目に、油断ならない光が灯ともる。

「高名な作家先生なのに、あいつの家は、出版社の編集者だって知らないんだよ」

「それを知ってどうするんです」

「あんたには関係ないことだ」

　茶釜が佐名の袖そでを引く。

「ご主人様」

　不安そうな声。

　忽那青紀はあやかしだし、佐名を無む理り矢や理りさらったのだから、別に義理立てする謂いわれはない。ただこの桂川龍介なる探偵が、あやかし以上に面めん倒どうな人間でないとは言い切れない。

（面倒と言えば）

　ちらりと佐名は、道の向こう側を見る。そこには僧侶の姿。立ち止まってこちらを見ている様子から、間ま違ちがいなく佐名と茶釜を追っているとわかった。

　僧侶と探偵。妙みような人間に目をつけられているものだ。

　佐名はそろりと茶釜の体を抱き寄せ、身をかがめ囁ささやく。

「逃げよう、茶釜。走るわ」

　頷うなずいたのを確かく認にんし、佐名は茶釜の手を握にぎって駆かけだした。

「おい！」

　桂川龍介の脇わきをすり抜け、走る。視界の端で、若い僧侶も駆けだしたのを認めた。

（逃げ切れる!?）

　まともに走っているだけではすぐに追いつかれるので、路地に入り、彼らをまこうと試みる。しかし男の足は速い。ぐんぐん追いつかれていると感じた。

（どうしよう）

　焦ったそのとき、佐名が手を引いていた茶釜がぴょんと跳はね、前に出て、今度は佐名を引っ張るように走った。足元にふわっと青い靄もやが見えた。ふり返ると町の音が遠い。

　また視線を前に戻もどすと、いつの間にか家の棟むね門もんの前にまで来ていた。

　歩調を緩ゆるめ、茶釜が笑え顔がおでふり返る。

「良かった。逃げ切りましたね」

「うん。ありがとう、茶釜」

　門の内側に入ると、茶釜は宙返りして子こ狸だぬきの姿に戻った。

　茶釜が道案内をしてくれたから、逃げ切れた。それにしてもよく簡単に、大の男を二人も振ふり切れたものだ。敷しき地ち内に入ると立ち止まり、あがる息を整えた。

　門の向こうを見て不安な気持ちになった。

　あの僧侶は何者か。

　そして探偵だという桂川龍介という男は、何を目的にして忽那青紀の家を探しているのか。




　　　　三




（取り逃がしたか）

　しゃんと手にある錫しやく杖じようを鳴らして石いし突づきで地面を突くと、純有は立ち止まった。

　確かに昨日の娘むすめと、あやかし一匹ぴきは視界に入っていたはずなのに、路地の角を曲がって彼らの姿が一いつ瞬しゆんだけ見えなくなった。すぐに純有も角を曲がったのに、彼らの姿はなかった。忽こつ然ぜんと消えた。その先は行き止まりにもかかわらず。

　寺院の裏だろう。通りに面して生け垣がきがあり、その向こうには本堂の壁かべと墓地。道を挟はさんで逆側には、民家の板いた塀べいが連なっている。

（あやかしに拐かどわかされたと思っていたが。実は、あやかしの仲間だったのか、あの娘むすめは）

　あの娘が人であるのは間違いない。ただ、人でありながらあやかしの側そばに身を置く者どもは、古いにしえから存在する。人の世に背を向け、あやかしと結けつ託たくし妖よう力りよくを蓄たくわえる者たちが。

　彼女がその一員でないとは言い切れない。そうであれば人間であっても、あやかしと同類と見なし、滅めつするべき存在。

（ことに、ここは浅草。焔ほむらの一族の痕こん跡せきがある）

　鋭するどい光が純有の目に宿る。

（あの娘が一族の生き残りであれば）

「足が速いなぁ、坊さんよ」

　背後から声をかけられた。その男が純有の後を追っているのには気づいていたので、驚きはしなかったし、ふり返ることもしなかった。

　鳥打ち帽ぼうを被かぶったその男は、笑顔で純有に近づいてきた。純有よりも少し年長だろうが、ふらふらといい加減に生きている者のようで、態度が悪く言こと葉ば遣づかいもなっていない。

「あんた、あの娘の知り合い？　それとも見ず知らずだが、あの娘と話でもしたいのかな？　一ひと目め惚ぼれかい？　なんにしても協力してやってもいいぜ。俺はあの娘とはちょいと因いん縁ねんがあってね」

　馴なれ馴れしく肩かたに手を置き、男は純有の顔を覗のぞき込む。

「あの娘は何者だ」

「払はらうもの払ってくれたら、教えてやるよ」

「あなたは、あやかしの下僕か」

「は？」と、男はきょとんとした。

「違うようだな……」

　口にしたその瞬しゆん間かん、ぞっと背筋に悪お寒かんが走る。冷たい妖気。太陽の光が明るく降り注ぐ冬の空気が、純有の周囲だけぴたりと動きを凍とう結けつさせたようだ。

「桂川龍介」

　不思議な余よ韻いんのある低い声。声の方向を見やると、生け垣の向こうに一人の男が立っていた。黒の二重回しを身につけた青年を見て、純有は息を詰つめた。

（恐おそろしいほどの妖気。しかし……美しい）

　距きよ離りは三歩。これほど近付かれるまで気配に気づかなかったのは、周辺の空間全すべてを自らに同化させるように広こう範はん囲いに妖力を拡散できるためだ。よほど妖力が強いあやかしでなければ、ここまで力を制せい御ぎよできまい。

「これはこれは。忽那先生」

　あやかしから、桂川龍介と呼ばれた男は、大おお仰ぎように腰こしを折って芝しば居いがかった礼をする。顔をあげると不敵な笑みを見せた。

「先生を捜さがしていたんですよ。ちょっと、お宅に伺うかがいたくて。家の場所、教えてもらえません？」

「礼金は払った。その先の詮せん索さくは無用と言ったはず」

「先生の依い頼らいは終わりましたよ。けれど、俺は商売しているんでね。別の依頼もありまして」

「命が惜おしければ、わたしに関する依頼は断るべきだな」

　あやかしがうっすら笑うと、龍介の顔が引きつる。

「冗じよう談だんきついですよ」

「わたしは、冗談は嫌きらいだ」

　それから美しい瞳ひとみに純有の姿が映る。

「貴君は、見たことのない顔だ。しかしその殺気には随ずい分ぶん昔から覚えがある。代々受け継つがれる術の気配だな。妖よう狩しゆ寮りようの者か」

「帝てい都とに……おまえのような者がいるとは」

「わたしのような者？　言うではないか。わたしが何者かも、わかるまい？」

　余よ裕ゆうの笑みで彼は続ける。

「二人とも、わたしには関かかわらない方がいい」

　それだけ言うと身を翻ひるがえす。寺の本堂の陰かげへ消えた。

　龍介はぽかんとしていたが、純有も動けなかった。

　あやかしの隙すきのなさに動く機を逸いつしたのもあるが、それ以上に、あやかしの佇たたずまいと容よう貌ぼうの美しさに驚おどろいたのだ。あれほど、美しい姿のあやかしが存在するとは。古文書の中に残る、伝説のあやかしのようではないか、と。

（あんなものが、まだ、この地に存在するのか）

　純有は背後に立つ龍介をふり返った。

「あなたは、あの者が誰だれか知っているのだな。何者ですか」

　問われた龍介は顰しかめ面つらで答えた。

「忽那青紀だよ」

「忽那青紀？」

　聞き覚えのある名だが、どこで聞いたかは思い出せない。龍介は驚いたように声の調子を一段上げる。

「知らないのかい。作家の忽那青紀だ」

「ああ。聞いたことがあります」

　流行作家の名だ。純有のような修しゆ行ぎよう三ざん昧まいの人間にとっては最も縁えん遠どおい娯ご楽らく世界だが、名だけは時に耳にする。意外な驚きだった。あやかしが人として世に交じり生きることは多いが、世間で名を知られるようにまでなっている者には、滅めつ多たに会ったことがない。そうなるには、あやかしとしての妖力以上に、人の世を渡わたる用心深さと才覚がなければならない。

「作家。そうですか」

「あんたがなんのつもりで、あの娘を追っかけてたかは知らないが。あの先生の様子じゃ、手を出さねぇ方が無難だな。俺も、よけいなことをしない方が良いかもな。おっかないぜ」

　唾つばを吐はいて歩き出した龍介の背を見送り、純有は内心で「あなたは、その方が良い」と呟つぶやいた。だらしない感じの男だが、勘かんが鋭そうで、そのおかげで生き残っている種類の人間だろう。

　純有は、あやかしが消えた方向に再び目を向ける。

（強大な妖力のあやかしだ。人の形をしているが、本ほん性しようは、なんのあやかしであろうか）

　路面電車が軌き道どうを走る音が、冬空に響ひびいていた。

（忽那青紀、か）
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　茶釜がお勝手で出汁だしをとり、雑ぞう炊すいの準備をしている間に、女の子が目覚めた。

　眠ねむったことで元気を取り戻もどしたらしく、茶釜が準備した玉子雑炊をがつがつ食べた。茶釜の作った雑炊はなかなかのものだった。

　使い込まれた土ど鍋なべに、つやつやぽってりとした軟やわらかく炊たかれた米。昆こん布ぶ出汁で炊いてある。しらすを混ぜ込んでいるので、ほんのり磯いその香かおりがした。それを包むように半熟の溶とき卵が表面を覆おおう。真ん中に、しゃきしゃきとした三つ葉を刻んでのせてあった。

「美味おいしそうね」

　と褒ほめると、茶釜は三回宙返りして、「それほどでもないですぽん」と、照れていた。

　食事の後、女の子を風ふ呂ろに行かせている間、佐名は蔵へ向かった。女の子の着物があまりにもひどかったので、着き替がえさせるつもりだった。身なりを変えることで、ぼろぼろで逃にげてきたという女の子の気持ちを少しでも明るくできるはずだ。

　見つけ出したのは、おそらく佐名が幼い頃ころに着ていただろう着物。子どもらしいきっぱりした赤地に、白い格こう子し模様。帯は溌はつ剌らつとした黄色。

　風呂上がりにそれを着せ、髪かみをくしけずると、見み違ちがえるほど可愛かわいらしくなった。

　頬ほおはふっくらとして、にかっと人なつこく笑うとえくぼが出る。笑え顔がおは、やんちゃそうにすら見えた。

「可愛いおべべ。ありがとう」

　女の子はくるくると、畳たたみの上で二回転ほどして、袖そでがひらひらと揺ゆれるのを楽しむ。

「似合うわ」

「うち、ずっと昔から、赤いおべべが欲しかってん」

　疲つかれがとれて腹も膨ふくれ、清潔になったこともあるだろうが、それ以上に女の子は、赤い着物が嬉うれしそうだ。頬を上気させている。

「喜んでくれて、よかった」

「うん、うん！　生まれ変わったような気分やわ。可愛いわぁ」

　安心と心地よさを手に入れた上で、さらに重ねられた喜びを感じて、佐名も嬉しくなる。女の子の仕草も表情も、見違えるように溌剌としていた。

（たかが身なり、されど身なりね。表情まで違うもの）

　自分が選んだ着物が女の子に似合っていることに、満足した。

「馬子にも衣い装しようですね！」

　茶釜が、褒めているのか貶けなしているのかわからないことを口にする。

「あ、茶釜……。その、この子は」

　子こ狸だぬきが喋しやべり出したら、女の子は驚いて飛び上がるのではないか。佐名は慌あわてて女の子をふり返ったが、彼女は驚きもせず、にっこりした。

「この子、喋れるんやね。偉えらい子狸やな。玄げん関かんでも喋っとった気もするけど、うち、あんときはふらふらやったさかい、こんな偉い子やと思わへんかった」

「喋れるどころか、料理もお掃そう除じもします。ちなみに雑炊を作ったのも僕です」

　後ろ足で立ち上がりふんぞり返る茶釜に、女の子は「そら、おおきに」と頭を下げた。

「驚かないの？」

　佐名の方が、女の子の反応に驚いた。

「うん、別に。だって狸は化けたり化かしたりするのが普ふ通つうやん」

　そんな剛ごう胆たんなことを言う。

　廊ろう下か側の襖ふすまが開く。青紀が来たのかと身構えたが、細く開いた隙すき間まからするりと入ってきたのは、真っ白な九きゆう尾びの子こ狐ぎつねだった。茶釜が嫌いやそうな顔をしたが、子狐は茶釜など無視して佐名と女の子の傍かたわらに来て、ちょこんと座る。

「この子、この家の子なのよね、茶釜」

　訊きくと茶釜は、鼻の付け根に皺しわを寄せる。

「品のない、可愛らしくもなんともない、ぽんこつ狐は、この家に住んでます」

「仲悪いの？」

「狐ですよ!?　兎うさぎよりはましですけど。僕、兎を見るとどんな兎でも、泥どろ舟ぶねにくくりつけて川に流してやりたくなるんです」

「かちかち山ね……気持ちはわかるけど、やっちゃだめだよ」

　女の子は畳に正座すると、子狐に向かって深々と三つ指をつく。

「お邪じや魔ましております」
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　なぜか丁てい寧ねいな挨あい拶さつをする。応こたえるように子狐が、ふぁさふぁさ尻尾しつぽを振ふる。

　佐名は子狐を抱だきあげて、胸に抱かかえた。茶釜が、ますます嫌そうな顔をして「ご主人様。毛まみれになって、ばっちいです」と注意する。

「ありがとう。この子にもご挨拶してくれて」

「当然やん」

　顔をあげた女の子の前に、子狐を膝ひざに抱いて座る。背を撫なでられる子狐を横目で見て、茶釜が「嫌らしいなぁ」とぶつくさ言っていたが、子狐はつんと澄すまし顔だ。しかしあまりにも茶釜の不平たらたらの呟きがうるさかったのか、すぐに佐名の膝を下りて廊下へ出て行った。

「昔から狸と狐は仲悪いて決まってる、相場通りやな」

　女の子は面おも白しろそうに、きゃらきゃら笑う。

「あなた、名前はなんていうの？」

「童わらしって呼ばれとるよ」

「それは名前じゃないよね。『坊ぼうや』とか『お嬢じようちゃん』って呼ばれるのと一いつ緒しよだから。あなた自身の名前は？」

「名前は、ない」

「そうなの？　お父さんとお母さんは？　堂島邸ていにいつからいたの？」

「お父ちゃんもお母ちゃんも、知らん。ずうっと昔にはいた気もするけど、覚えてへん。堂島屋にはな、昔から住んでたんや。堂島が上方にいた時から一緒にいて、東京にも一緒に来たから」

「上方？」

　堂島家の先祖は江え戸ど時代には堂島屋と号し、大阪で小間物の商あきないをしていたと聞いている。それが御ご維い新しんとともに東京に移り、骨こつ董とう商となり、明治末期に堂島屋から堂島骨董商会に屋号を改めた。

　この女の子は、上方から堂島と一緒に東京に来たと言う。しかも堂島家の屋号を、今は誰だれも使わない堂島屋と呼ぶ。

　さらに喋る子狸に驚おどろきもせず、当然のように受け止めた。

（まさか）

　佐名は目の前の女の子を見つめる。
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　この子は人ではない。あやかしだ。確信した。

　家に憑つき、童と呼ばれる、幼い子どものあやかし。

「あなた……もしかして座ざ敷しき童わらし？」

「うん。そう呼ばれることもあるで」

　この女の子は、堂島家に代々憑いている座敷童だ。そうとわかっても、驚きはさしてなかった。堂島邸に住む異形の者や忽那青紀や、喋る子狸の存在を知った後では、座敷童がいても当然。逆に、世の中によく知られているあやかしだけに、親近感さえわく。

「いらっしゃいませ」

　耳に心地ここちよい響ひびきの声がして、廊下側の襖が開く。そこに黒の和服を身につけ端たん座ざした、忽那青紀の姿があった。傍らには盆ぼんがあり、金平糖を盛った皿が載のっていた。彼はその場に指をつく。

「さきほどはご挨拶頂きましたが、お返事も叶かなわず申し訳ない。ご丁寧な挨拶いたみいります」

（ご挨拶？）

　座敷童と青紀が挨拶を交かわす時間など、あっただろうか。座敷童の方も初対面ではない様子で、ぴょんと飛び上がるようにして居住まいを正し、頭を下げた。

　青紀は顔をあげた。喰くってやると人を脅おどす意地悪なあやかしだが、和服姿の佇たたずまいも洋装とはまた違ちがった赴おもむきで端たん然ぜんと美しく、佐名でさえも息をのむ。

「どうぞ、お楽に。わたしはこの主あるじに仕えている身なので。主のお客様は、わたしのお客様でもあります」

　青紀は盆を手にして立ち、今度は佐名の隣となりに腰こしを下ろす。

　目をぱちくりさせて、佐名は青紀の横顔を見やる。

「この主に仕えてる？　喰ってやるって言わなかった？　あなたは主を喰うの」

「無論」

　綺き麗れいに微笑ほほえみ、青紀は佐名に向き直った。

「役立たずの主ならば、喰う」

　茶釜の背中の毛がぞわっと逆立つ。佐名も薄うすら寒いものを感じたが、怯おびえていると思われるのは業ごう腹はらで、「悪あく食じき」とだけ答えた。

　青紀は盆に載っていた金平糖の皿を、座敷童の前に押し出す。

「どうぞ、召めしあがれ」

　ぱっと座敷童の顔が明るくなった。それを見た青紀の口元に、あるかなきかの笑えみが浮うかぶ。

（わたしは喰うって脅すのに。あやかしの子どもには、優やさしいんだ）

　座敷童は金平糖を光に透すかし、一ひと粒つぶ一粒の綺麗さを確かめながら口に運ぶ。随ずい分ぶん、お菓か子しの類たぐいを口にしていないのだろう。含ふくむと、甘味に打たれたようにぶるっと肩かたをふるわせた。

「甘いなぁ。甘いものなんか久しぶりや」

「甘いものも食べられないの？　堂島は、そんなに酷ひどいところなの？」

「昔は良かったで。いい家やった。けどあそこに、怖こわいものが住みはじめよったから」

　いじけた表情で、座敷童は畳たたみの目を指でなぞる。

「怖いもの……。それ、わたしも見た。ものすごく怖い、……」

　あやかしと言いかけて、言い直した。

「異形の者」

　青紀や茶釜や座敷童と、堂島家にいたものは同じではない。明らかに異なる存在だと感じた。

　座敷童は、面白そうな顔をした。

「へぇ。姉ちゃん、あれが違ちがうてわかるんやな」

「違う？」

「うん、まあ、ええねん。とにかくそいつや。ものすごく怖いんや」

　目が真しん剣けんみをおびる。

「堂島みたいな古い一族の家には幽ゆう霊れいとかあやかしなんか、いっぱい住んどんねん。あれも最初は、そんな怖いものやなかった。けど、だんだんおかしくなりよって。力も強くなって。あれは、いっぺん家に入ったものは人間でも幽霊でもあやかしでも、絶対に外へ出さへんと決めたみたいで。うちは、あの屋や敷しきから逃げられんようになっとってん。逃げたくても、逃げられへんかった。けどな、あんたが逃げて、あいつはあんたを追っかけてちょっと屋敷を離はなれたんや。それでその隙に、うちは外へ出た」

　小さな掌てのひらが、佐名の胸に触ふれる。心臓の辺りだ。

「そんでな、あんたのここから出てる光る粒つぶがあってな。蝶ちよう々ちようの羽の粉みたいなやつや。それが町の中に、ふわふわ光っててな。それが濃こい方へ濃い方へ、一いつ生しよう懸けん命めいに走ったら、ここに来られたんや」

「光る粒？」

「そうや。この光るもんを追っかけたら、休める場所に行けるて思った」

　無意識に自分の胸に手をあて、佐名は首を傾かしげる。そんなものが出ているのだろうか、と。出ているとしたら、それはなんだろうか。

　座敷童は立ち上がった。

「ゆっくり休んで元気になれた。ありがとう。赤いおべべも、ありがとう。うち、もう行くわ」

「行くってどこへ？　堂島家へはもう帰れないでしょう」

「帰らへん。どこか居い心地ごこちの良いい家を、見つけなあかんけど」

「あてはあるの？」

「そんなもんないけど、なんとかなる」

　にかっと笑うと、座敷童は大おお股またに歩き出す。

「お客様はお帰りだ、主。お見送りを」

　青紀に促うながされ、佐名も座敷童とともに玄げん関かんへ向かった。茶釜もついてくる。

　座敷童の草ぞう履りは、買い物に出たときに新調していた。茶釜がいそいそ持ち出してくると、赤い鼻はな緒おのそれを履はいた座敷童は、嬉うれしそうにつま先をとんとん鳴らす。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　あやかしとはいえ、小さな女の子が一人出て行くのが心配でたまらない。思わず問うと、彼女は力強く頷うなずく。

「うん、大丈夫や。けど、疲つかれたらまた、この家に来てもええ？」

　返答に窮きゆうした。ここの主になれとは命じられているが、それを受けるつもりはなく。それどころか、座敷童が出て行ったら、自分も出て行こうと思っているのだ。

　しかしこの小さなあやかしに、「それは無理」とは言えなかった。ちらっと青紀を見やる。佐名の戸と惑まどいを察したのか、冷たい声で彼は言う。

「主はおまえだ。おまえが答えろ」

　茶釜が期待を込めた目で見上げている。

「うん、多分……いいよ」

　この子が再びやってきたとき、たとえ佐名がいなくても大丈夫だろう。青紀は彼女には優しく接していたので、邪じや険けんにはしないはずだ。

「ありがとう。これでうちは安心や」

　小さく息を吐ついた座敷童だったが、ふと何かを思い出したかのように眉まゆをひそめる。

「うちは安心やけど、心配は堂島や。堂島みたいな客商売は、店の主の評判が第一や。嫁よめもおらんような主は信用ならへんと言われかねんよって、必ずまた、嫁をどっかから連れて来よるよ。あんたは逃げられたけど、それじゃ終わらへん。また新しいお嫁さんが来て、あいつに殺されるんや」

　胸むな先さきに刃は物ものを突つきつけられたように、どきりとした。

（わたしは逃げたけど。その代わりに別の人が犠ぎ牲せいに）

　青ざめた佐名の顔色を知ってか知らずか、座敷童は明るく手を振ふる。

「ほなね」

　手を振り返したが、佐名の頭は堂島邸ていで遭そう遇ぐうした異形の者のことで一いつ杯ぱいだった。座敷童が格こう子し戸どを出て行くと、しばらくその場に立ち尽つくす。

（わたしは逃げられた。けれど、また別の人がお嫁に行って、わたしの代わりに。わたしが逃げたから、また別の人が）

　佐名があのまま堂島家にいても、喰い殺されるのが関の山。佐名が死んだ後にはまた、新しい嫁が来て、殺される。その繰くり返しかもしれない。

　しかし佐名は異形の者を見ることができた。だから逃げられた。異形の者がいると知り逃げられるなら──、佐名はあのまま堂島の嫁になり、異形の者を鎮しずめるために奔ほん走そうすることもできたのではないか。

　それを考えもせず、ただ恐きよう怖ふに駆かられ、命惜おしさに逃げ出した。

　その結果、別の人が死ぬ。

（そんな）

　冷水を浴びせられたような気になる。

「ご主人様？　どうしました、ご主人様。顔色が急に」

　心配そうに茶釜が首を傾げた。

「別になんでもない。平気」

　そう答えた声は上の空だった。

（わたしは、どうしたら良いんだろう）

　青紀は、何もかも見み透すかしたような静かな瞳ひとみで佐名を見ていた。







　座敷童が出て行くのと同時に出て行こうと、佐名は考えていたのだが──青紀の目があり実行できなかった。

　しかも自分に突きつけられたものに困こん惑わくし、行動を定められなかったのだ。

　夜になると茶釜は、「ご主人様の部屋です」と、家の西側、蔵へと続く廊ろう下かに並ぶ部屋の一つに佐名を案内した。そこには友ゆう禅ぜんの布をかけた鏡台があり、桐きり箪だん笥すがあり、ステンドグラスで作られたシェードが美しいランプも置いてあった。若い娘むすめのために整えられたらしい六畳じよう間は、襖ふすま紙がみも幾き何か学がく模様のモダンなもの。

「寝ねる」と茶釜には言い、佐名は部屋に引きこもった。

　茶釜によると、青紀は仕事をすると言っていたらしいので、彼も自室に入ったようだ。

　普ふ通つうであれば嬉しいはずの可愛かわいらしい調度類も、今の佐名の目にはほとんど入らない。

　部屋の中央に端たん座ざして視線をさまよわせていた。

　丸窓の障子がぼんやりと明るい。花模様の透かしが入った障子紙が、綺き麗れいだ。窓の外は庭のはず。今は夜だが、満月の明かりがあるかのように、家の周囲は常に仄ほのかに明るいらしい。青い靄もやが家の周囲から暗くら闇やみを払はらっている。

（わたしは異形の者の存在を知っているのに、それを誰だれにも知らせず、自分だけ逃げて。それでまた、お嫁さんが死んでしまう）

　このまま何もしないのは卑ひ怯きようだ。

　堂島家の誰も、異形の者の存在に気づいていないのだろうか。そうだとすれば知らせなければならない。存在を知って認めれば、堂島も手をこまねいてはいないだろう。なんらかの手を打つはずだ。

　だが、逃げ出した堂島邸にのこのこと顔を出せば、当然捕つかまる。

　筒乃屋の奉ほう公こう仲間の誰かに知らせて、その人経由で堂島に知らせるか、とも考えた。

　しかし「異形の者が家に取り憑ついている」などと荒こう唐とう無む稽けいな話をまた聞きで聞かされても、堂島が真に受けるとは思えない。逃にげ出した佐名が、下手な言い訳をしているのだろうと、そんなふうに思われるのがおちだ。佐名の名を伏ふせて知らせたらなおのこと、妙みような言いがかりをつけるなと、伝えてくれた人が叱しつ責せきされる。

　佐名の名を隠かくし、匿とく名めいで手紙を出すことも考えたが、たちの悪い悪戯いたずらだと無視される可能性が高い。

　結局、方法は一つだけのような気がした。

　捕まるのを覚かく悟ごで、佐名が堂島琢磨に面会を申し込むことだ。心を尽くして、堂島家に取り憑く異形の者の存在を説き、手を打つべきだと説得する。それが最も確実だ。

　だが堂島琢磨が佐名の話を信じなければ、全すべてが終わる。佐名は捕まって嫁になり、異形の者に喰くわれ。堂島家にはまた新しい嫁が来て、また喰われて。その繰り返しは止まらない。

　佐名の訴うつたえが受け入れられるかどうかは、堂島琢磨の考え方や人ひと柄がらいかんに、かかっている。堂島琢磨の人となりを、詳くわしく知る者に話を聞きたい。あるいは誰かに、堂島の人となりを調べてもらうか──。

　調べるというところまで思考が転がると、ふと思い出す。

（探たん偵てい）

　桂川龍介と名乗ったあの男は、青紀に頼たのまれて佐名を捜さがしたと言っていた。佐名を発見したのは、堂島に嫁とつぐ前日だとも。

　佐名が堂島に嫁ぐと知れば、嫁ぎ先のことを多少なりとも調べている可能性はある。もし調べていなくとも、東京市で手広く商売をしている堂島骨董商会の主あるじの情報が、探偵ならではのつながりで耳に入ってはいまいか。

（桂川龍介に会ってみようか。それから、どうするかを考えよう）

　何をするにしても、まずはこの家を出なければならない。

　そうと決めてしばらく眠ねむった。随ずい分ぶん深く眠ったような気はするが、やはり気がかりがあるせいか、障子窓の向こうがほんのり明るくなる頃ころに目が覚めた。

　箪笥の上にある舶はく来らいの置き時計に目をやると、時計は六時をさしていた。明け方だ。家の中では物音一つしないので、茶釜も青紀も眠っているのだろう。

　今が絶好の機会だ。

「行こう」

　決意して立ちあがる。音を立てないように襖ふすまを開き長い廊下を通り抜ぬけ、玄げん関かんへ。

　今一度、誰の気配も周囲にないのを確かめてから、草ぞう履りを履いて格子戸に手をかけたそのとき。

「どこへ行く」

　耳朶みみたぶに息がかかるほど近く、真後ろから声がした。

　びくんと飛び上がってふり返った佐名の腰こしに腕うでが回され、体を捕とらえられる。睫まつげが一本一本はっきりと見えるほど近くに、青紀の顔があった。安あん息そく香こうの強い香かおりが全身を包む。

「放して」

「どこへ行くと聞いているのだが？」

　青紀の瞳はこちらの心の内など見透かすかのような、一言で形容しがたい色だ。黒よりもなお底の深い色。平へい坦たんな色しき彩さいではなく、中心点へ向けて収しゆう斂れんしていく艶つややかな黒。

（誤ご魔ま化かしがきかない）

　あやかしの目は、うわべの言葉などに惑まどわされないだろうと直感する。

「出て行く。わたしは、この家の主になるつもりはない」

　はっきり告げた。

「それに堂島家に憑いている異形の者の存在を、わたしは知ってる。知ってるからには、次の犠ぎ牲せい者しやが出るのを黙だまって見ていられない。だから行く」

「なぜ堂島の異形の者が気になる」

「当然でしょう。誰かが犠牲になるのに」

「人間がどうなろうが放ほうっておけばいい」

「何言ってるの!?　誰かが死ぬのを、放っておけない」

　まずいものを喰わされたように、青紀は眉まゆをひそめた。

「おまえは、やはり違ちがう」

「何が違うの」

「今までの、わたしが知っている主たちとは違う。おまえは、人間の娘のようだ」

「わたしは人間よ。なんのことを言ってるのか、わからないし、もしわたしの何かが違うっていうなら、それこそわたしをここから解放して」
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　しばし睨にらみあう。

　恐おそろしくて目を逸そらしたくなったが、堪こらえた。ここで弱気を見せたら、佐名はあやかしに利用されるだけだろう。

「ここを出て生きられるのか」

「なんとかする。新しい奉公先を探す。筒乃屋も堂島も関係ない、上方にでも行って」

「奉公するつもりがあるならば、わたしの願いを受け入れても良くはないか？　この家の主におさまって、主としての役目を果たせば同じではないか？」

「全然違う」

　きっぱり言った。

「あなたは『願い』と言ったけど、わたしを簡単に喰ってしまえるあなたの願いは、わたしにとっては『強要』になる。怖こわくてけして逆らえない者の下にいることは、奉公するのともお嫁よめに行くのとも違う」

　養女とは名ばかりの奉公人として成長していく中で、あきらめるもの、なくすものは、たくさんあった。親の愛ははなからあきらめるしかなかったし、学校もしかり。未練がましくとっておいた四歳のときの着物は「古くて汚きたない」という理由で奥様に捨てられた。

　あきらめることを知り、なくすことに慣れた。

　そんな十五年の中で佐名は、何をなくしたとしても、最低限の大切なものだけはあきらめず、護まもろうとした。彼女が考えた最低限のものは、命と尊厳。それだけは護りたい。

　逆に言えば、護れるものといえば、それだけだったのだ。人として最低限のもの。自分のみならず、誰にとっても大切な最低限のもの。だからその最低限のものは、誰のものでも護りたい。

「ここにいたら、こんな綺麗な着物を着て、しばらくは生きられるのかもしれない。でもいつなんどき、あなたがわたしを喰う気になるかわからない。実際に、役に立たない主は喰うと言った。そんな状じよう況きようにおびえ、びくびくしながらこの家にしがみついたとしたら、わたしは人の尊厳を失う」

　絶対的な強者の支配を受け入れたら、それは奴ど隷れいだ。

「役に立たなければ、喰うとは言った。だが無む闇やみに喰うことはしない」

「信じられない。人ですら信じられないのに、ましてあやかしの約束ごとなんて」

「強ごう情じような娘むすめめ」

　低く言うと、青紀はさらに強く佐名を抱だき寄せて彼女の首筋に顔を近づける。甘い香りと一いつ緒しよに吐と息いきが肌はだに触ふれ、体が強こわばる。唇くちびるを首に触れさせて彼は囁ささやく。

「出て行くなら喰う。こうして首を噛かみちぎる」

　恐ろしさに膝ひざが震ふるえた。それでも拒きよ絶ぜつした。

「いやよ」

「拒絶は許さない。この家の主になるのは、おまえの義務だ。以前は、おまえの母がこの家の主だった。だから彼女の代わりに、おまえが主になる義務がある」

（お母さん？）

　怯おびえばかりが強かった心に、突とつ然ぜんぱっと火花が散ったような小さな怒いかりが跳はねた。

（お母さんの代わりに、わたしが？）

　ここは佐名が母親と住んだ家だ。そこに無む理り矢や理り連れてこられて、否いや応おうなく母親のことを考えさせられる。

（考えたくもないのに。何度も、何度も。お母さん、お母さんって！）

　十五年間うまく蓋ふたをしていた。けれどそれはひどく脆もろい箱に蓋をしているようなもので、何度もこじ開けられたことで、箱そのもののたがが緩ゆるみ、崩くずれる。

（何度も）

　蓋をするのには十年以上もかかったのに、箱そのものが崩れるのは一いつ瞬しゆんだった。

（お母さんって！）

　反射的に答えた声は、我われながら冷れい淡たんに聞こえた。

「じゃあ、お母さんが戻もどってきて、また主になれば良いいじゃない」

　唐とう突とつな声こわ音ねの変化に、青紀は上うわ目め遣づかいに佐名を見る。佐名は頑かたくなに宙の一点に視点を据すえて、続けた。

「お母さんは、どこよ。捜さがして、あなたが連れてくればいい。わたしがお母さんの代わりをする理由なんかない」

　視線を下げて青紀を睨ねめつける。

「あなた十五年前に、お母さんは帰ってこないって言ったわ。お母さんがどこへ行ったか知ってるから、ああ言ったのよね。この家とわたしを放り出して逃にげたんじゃないの？　じゃあ、連れ戻してくればいいじゃない。あやかしなんでしょう？　わたしを脅おどかすみたいにお母さんを脅かしたら簡単じゃない。連れ戻して。あの人は、どこなのよ!?」

　力ちから一いつ杯ぱい、青紀の胸を突つき放す。意外にも青紀の力が緩んでいたらしく、彼は佐名から手を放すと、数歩背後によろけた。

「連れてくればいい、お母さんを」

　恐きよう怖ふが燃料になって、怒りが燃え上がったかのようだった。肩かたを怒いからせ、佐名は声を高くした。

「お母さんはどこなの!?」

　それは青紀に再会してから、心の奥底で、ずっと問いかけたかった言葉だ。意識すらしていなかったが、こうやって言葉にしてようやく自覚した。

　佐名は何をおいても、母親の居場所を訊ききたかったと。

　その思いを封ふう印いんしていたのは、十五年の歳月の間に積もりに積もった、哀かなしみと困こん惑わくと、絶望。今いま更さら、母親のことなど考えても無む駄だだ。母親がいた事実すら無視して、自分は自分の道を歩まなければと、そんなふうに言い聞かせてきた。だから蓋をしていた。

　そして前向きに、と自分を叱しつ咤たして明るく振ふる舞まった。元気なふりをした。ふりが、もはや本当になりかけていた。

　そうならざるを得なかった。

　幼い頃ころ。当初は、母親が自分を置き去りにしたのは、やむにやまれぬ事情からで、けして捨てられたわけではないと思っていた。しかし筒乃屋の主あるじや奥様や、意地の悪い年配の客などは、聞こえよがしに噂うわさしていた。

『浅草公園に置き去りですって。あんな盛さかり場に』

『どうせ母親は商売女だ』

『でもあの子の身なりはそれなりよ』

『なら、金満家の愛人か何かだったんだろう。新しく羽は振ぶりの良い旦だん那なに乗り換かえるのに、前の旦那との間にできた子が邪じや魔まになったのさ。よく聞く話さ』

　そんなはずはないと、幼い佐名は必死に心の中で否定していた。母親にはやむにやまれぬ事情があり、迎むかえに来られなかったのだと。だからいつか、佐名を捜しあててくれると。

　一年経たち、二年経ち、三年経ち。迎えは来ずに、意地悪な囁きはことある毎ごとに聞こえる。

　そのうち、佐名は母親を信じられなくなった。意地悪な囁きが本当のような気がしてしまった。十年過ぎる頃には、母親は自分を捨てたと確信していた。

　そして母親の存在に蓋をした。あの人はもう自分とは関係ない、と。

「連れ戻すことはできない。おまえの母親は十五年前にこの家を離はなれた。二度と帰って来ない。その代わりに、おまえを主にしろと言った」

　静かに青紀は答えた。その冷静さにさらに苛いら立だつ。

「お母さんが、わたしを代わりにしろって言ったの？　身勝手だ。自分は家を離れて、代わりを、わたしになんて。わたしを置き去りにして捨てた人の代わりなんて、絶対にしない！」

　叫さけぶと、身を翻ひるがえす。三つの格こう子し戸どをたて続けに乱暴に開き、青い靄もやが沈ちん殿でんする外へと駆かけ出る。靄を蹴け散ちらすようにして棟むね門もんをくぐった。

　肌に触れる空気が変わり、急に町の音が鮮せん明めいに聞こえる。

　生け垣がきの向こうに墓場のある裏道に出た。佐名はそこからさらに表通りへと走った。
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（……逃がした）

　走り出した背中に爪つめを立て、引き戻し、首を喰いちぎることなど、青紀の能力からすれば簡単なはず。それなのに一歩も動けなかった。佐名が母親に向けた憎にくしみと憤いきどおりに驚おどろき、どうしてそんなことを考えるのかと唖あ然ぜんとしたのだ。

「この、あんぽんたん───っ！」

　立ち尽つくす青紀の後ろ頭に蹴りが入った。たいした衝しよう撃げきではなかったが、油断していたので直撃を免まぬかれなかったし、そのせいでわずかによろける。

「極ごく悪あく非道でくされ外げ道どうなだけでなく、莫迦ばかですか!?　青紀様は！」

　見事な蹴りを命中させて、青紀の足元に四本足で着地して喚わめいたのは、茶釜。

「わたしが莫迦？」

　目をつり上げても、茶釜は恐おそれる様子もなく喚く。

「莫迦です！　なんでもっとちゃんと話さないんです。その頭は帽ぼう子しの台ですか。極悪非道の莫迦たれなんて、最悪です」

「茶釜。おまえはそれほど、わたしが嫌きらいか」

「感謝してます、恩人です！　好きじゃないけど、大嫌いの一歩手前です！」

「嫌いなんだな、それは」

「ぽん！　いや、それはそれとして。とにかく、ご主人様を連れ戻してください。この家が消えちゃいますよ。連れ戻して話をするんです」

「約束がある。話せないことは、話せない」

「じゃあ、この家は消えますよ！　前のご主人様がいなくなって十五年でしょう？　前のご主人様が残したこの家を保つ力も、もうほとんど残ってないでしょうに」

　言葉に詰つまる。

　青紀にはいくつかの約束がある。どれも大切な約束だ。だが全すべての約束を守っていては、一番大切な約束を破ることになりかねない。

（これだから人間は困る）

　顔をしかめた。矛む盾じゆんすることを約束させるから、自分は困ったことになってしまう。

「ご主人様を連れ戻してください。変な連中もうろついてるし、行ってください」

　昨日遭そう遇ぐうした若い僧そう侶りよ。あれは、あやかしを狩かる妖狩寮の者だろう。見たことのない顔だったが、油断ならない気配をしていた。

　あの僧侶は、佐名が青紀とかかわりがあると察しているはずで、そうだとすれば彼女はあやかしと同等に見なされている。彼らは容よう赦しやしない。たとえ相手が人間の娘むすめでも、迷いなく滅めつしにかかる。

（妖狩寮の者に佐名が見つかったら、ことだ）

　動きづらい和服のままだったが、着き替がえる時間は惜おしい。

「茶釜、羽織を！」

　命じられると茶釜は素す早ばやく奥へと駆け、羽織を咥くわえて戻ってきた。茶釜はそれを、青紀に向かって投げつけた。

「行ってください！　腐くされ狐ぎつね！」

　どさくさに紛まぎれて、とことん悪口を言う茶釜に青紀は、

「覚えていろ」

　と吐はき捨て駆けだした。背中に「忘れましたっ！」という人を食った返事が当たったが、舌打ちするだけでそのまま玄げん関かんを飛び出す。

（佐名）

　彼女があやかしであれば、見つけるのは簡単だ。妖よう気きをたどって行けば良いので、造作もない。しかし佐名は人間。人間の行方ゆくえを捜さがすのは、人が人を捜すのに似て、あやかしにとっても困難だ。

　だから佐名を捜し出すのに十五年もかかった。

　当初は自分の力だけで捜そうとしたが、時間が過ぎるばかり。あやかしと違ちがって、人の時間は短く早い。あっという間に四歳の子どもは大人になり年老いてしまう。そこで当世のことを学んで人の世界に交じり、佐名の痕こん跡せきを求めた。それでも手がかりは得られず、ようやく桂川龍介という男に巡めぐり会った。

　あの男に佐名の居所捜しを依い頼らいしたのは、二年も前。彼は辛しん抱ぼう強づよく調査を続け、彼女を見つけ出したのだ。

　見失ったら、また何年も見つからないかもしれない。

　焦あせり、苛立ち、青紀は歯は噛がみする。

（また見失うのか、わたしは）

　大通りに出る。夜明けの薄うす暗くら闇やみの中で、路面電車の軌き道どうが硬かたく凍こおっていた。東の空は藍あいと紫むらさきに滲にじみ始めていたが、まだ夜の気配が濃こく人通りはない。

　その通りの真ん中に、鱗りん粉ぷんに似た金色の光が、ふんわり帯のように伸のびていた。

「あれは」

　光る粒つぶ。座敷童が言っていたのを思い出す。

（佐名の胸からは光る粒が出ていて、それを追ったと）

　光はとてつもなく頼たよりない。あるかなきかの細かな光の集合体なので、人が行き交かえば攪かく拌はんされてすぐに見えなくなる。座敷童の指し摘てきを聞いていなければ、見えていても無視したかもしれない。現に青紀は、佐名の胸からそんな光が出ているのを認にん識しきしていなかった。

　あの光はなんなのだろうか。幼い日の彼女には、そんなものはなかったように思う。それとも、生まれながらにあったにもかかわらず誰だれにも認知できないほどに微かすかだったのか。それが成長とともに見える形になったのか。

　光の鱗粉は夜明けの寒風に吹ふき流され、今にも霧む散さんしそうに儚はかない。

　だが今はまだ見える。それが空気に混じって消えないうちならば、追える。
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　闇雲に走り、疲つかれてとぼとぼ歩き出す頃ころには、浅草の町も目覚めて活気づいてきた。

（逃にげ出せたのかな？　わたし）

　青紀が追ってくる気配はない。安あん堵どしたが、それよりも腹の底にたまった不快感がなんともやるせない。

　十五年前母親は家を出て、佐名を浅草に置き去りにした。そのうえで、自分の代わりに佐名を家の主あるじにしろと青紀に言ったというのは、随ずい分ぶん身勝手だ。人を喰くうと脅おどすあやかしに、自分の娘を放ほうり与あたえたようなものではないか。

　佐名をさらってあの家の主になれと強要するのは、あやかしにそれを許した、母親にこそ責任がある。

（いやだ、やめよう、考えるのは。とにかく、あやかしのもとから逃げ出せたんだから）

　頭を振ふった。考えれば考えるほど嫌いやな感情が渦うず巻まくばかりで、進歩もないし役にも立たない感情にとらわれたくない。

　日曜日の朝とあって、浅草オペラの熱ねつ狂きよう的な愛好者であるペラゴロらしき学生や婦人たち、映画やカフェーが目当ての紳しん士しらが、停車場に止まった路面電車から降りてくる。客を迎むかえる店も板戸を開き、店の前を掃はき清め、暖の簾れんや看板を出し、準備に余念がない。

（それよりも、堂島にいる異形の者をどうすればいいのか、考えよう。知ってしまったんだから放っておけない。まずは、あの探たん偵ていさんを捜すべきね）

　路面電車が通り過ぎざま巻き起こす風を頬ほおに感じながら、賑にぎやかな大通りを、佐名は思案に暮れて歩く。

「番地を覚えておけば良かった」

　昨日、桂川龍介が差し出した名めい刺しには、事務所の住所も書かれていたのだ。番地は忘れてしまったが、浅草七しち軒けん町ちようまでは覚えていたので、とりあえずそこへ向かう。

　路面電車の軌道に面した七軒町界かい隈わいは俗ぞくに元浅草と呼ばれ、楽山堂病院という大きな病院と芝しば居い小屋の開かい盛せい座ざがあった。小商人の多い町で、なぜか古着屋が多く、さらにカフェーや牛めし屋などもあるので、盛さかり場とまでは言わないが、そこそこ繁はん華かだ。七軒町の町内はさほど広くない。くまなく歩いてみれば、桂川の表札か探偵事務所の看板が出ているかもしれない。

　それから随分とうろついて、お昼を過ぎてしまった。

　朝から何も食べていなかったので、出汁だしの鰹かつお節ぶしの香かおりにひかれて蕎麦そば屋やの前で立ち止まった。蕎麦屋の軒のきには、蒲かま鉾ぼこ板いたがぶら下がっている。蒲鉾板には墨すみで上向きの矢印が描かかれ、その下に「探偵やり〼マス」とある。

（探偵？　これ、まさか）

　見上げると二階の窓に張り紙があり、「桂川探偵事務所」と書かれていた。雑すぎる事務所に驚おどろいたが、それが探していた場所に違いなかった。

　蕎麦屋はひっそりしている。お昼を過ぎて、人の出入りが絶えたのだろう。

　引き戸を開けて中を覗のぞくと、蕎麦屋の老主人が布ふ巾きんで卓たくを拭ふいていた。「桂川龍介という人を捜しているんです」と声をかけると、心得たように手招きし、二階へ上がる急な階段を示して「上だよ」と言った。佐名が頭を下げて奥へ向かうと、店主は調理場の方へと姿を消した。

　階段を上がりきった所にある板戸の前で、声をかける。

「桂川さん。こんにちは。突とつ然ぜんすみません。野村佐名です。伺うかがいたいことがあるんです」

「野村佐名!?」

　中からどたんと重いものが倒たおれる音がして、「ちょっと待ってくれよ」と焦った声が続く。そしてバタバタと物音がしばらく続いて、ようやく戸が開く。

「よう、お嬢じようさん。驚いたぜ、まったく」

　慌あわてて身み支じ度たくしたらしく、上着は身につけているが下のシャツの襟えりはよれていて、髪かみも寝ね癖ぐせが酷ひどかった。

「お願いがあるんです。話を聞いてもらえませんか」

「なんの話だか知らねぇが、喜んで。しかし、ここじゃなんだ。近くにミルクホールがある。ついて来な」

　龍介は先に立って階段を下りる。佐名は緊きん張ちようしながらも、彼について行った。







　ミルクホールに入ったのは初めてだった。

　椅い子すに張られた天鵞絨ビロードはけばけばしい赤色で、おそらく安物だろう。電灯の笠かさも大きいが錆さびの浮うきやすそうな混ぜ物の多い鉄製だし、窓のガラスは純度も低く、外の景色は微び妙みように歪ゆがむ。

　それでも一見華か麗れいなしつらえは、今まで縁えんがなかった佐名にはまぶしい。

　店内には、学生や若い婦人たちの姿がある。さして混んではいない。

　温めたミルクは一杯ぱい四銭。他ほかにもコーヒーや紅茶、カステラや食パン、あんパンなどもある。

　龍介はおごりだと言って、ミルクとコーヒー、さらにカステラを二つ頼たのんだ。

「さて、さて。昨日はとっとと逃げたお嬢さんが、今日は俺にお願いがあるって？」

　一口コーヒーを飲んだ龍介は、面おも白しろそうな顔で訊きく。

　温かなミルクは、空腹の身には甘くて美味おいしかった。しかしそれを味わうほど心の余よ裕ゆうはなく、カップを卓に置く。

「知っていたら教えてほしいんです。堂島琢磨がどういう人ひと柄がらなのか」

「逃げ出した、今いま更さらにかい？　それを聞いてどうしようって？」

「堂島家に関して、堂島の人に伝えなければならないことがあるんです。あの家にとって、とても大切なことです。堂島琢磨が人の話をちゃんと聞いてくれる、考えが柔じゆう軟なんな人だったら、直接会って伝えようと思うんです」

「伝えなければならないことってのは、なんだい」

「それは……あなたに言っても信じてもらえない」

　口ごもると、龍介は揶や揄ゆする。

「俺が信じないことを、堂島琢磨が信じるって？」

「人柄によっては、聞いてもらえるかも」

「やめときな。とっ捕つかまるぜ。堂島琢磨がどんな人柄だろうが、堂島家にも体面てやつがある。花はな嫁よめに逃げられたなんざ、体面丸つぶれもいいとこだ。たとえ堂島琢磨が仏のような人間で、俺も信じないようなあんたの話を信じてくれたとしても、堂島の家人は黙だまっちゃいない。へたしたら簀す巻まきにされて隅すみ田だ川に放り込まれる」

　龍介は当然のことを言っていて、佐名もわかっている。わかっていても放置できない。

「それでも伝えなきゃ。わたしが助かっても、次にお嫁よめに行く人は死んじゃう」

「断言できないだろ。六人目の嫁は達者に暮らして、大往生するかもしれねぇ」

「いいえ。絶対に死ぬ」

　コーヒーのカップに伸のばそうとしていた手を止め、龍介は目を光らせた。

「あんた、堂島の嫁が次々に死ぬ原因でもわかったのか？」

「信じてもらえません、きっと」

「へぇ。て、ことは。あんたが堂島琢磨に伝えなければならないことってのは、次々に嫁が死ぬ原因だってことだ。それを堂島はわかってない。けど、あんたはわかった。そういうことか」

　察しがいい。不ふ真面目まじめな遊び人のようななりをしていても、さすがは探偵か。佐名の沈ちん黙もくを肯こう定ていと解かい釈しやくした龍介は、卓に肘ひじを突ついて身を乗り出す。

「よぉ、取引しないかい」

「わたしとですか？　どんな？」

「俺は今、三つのゴシップ雑誌から忽那青紀の家を調べる依い頼らいを受けてる。奴やつこさんたち、人気作家の私生活を暴あばいて記事にしたいらしいんだ。先生からあんたを捜さがす依頼を受けてたから、先生の家は自然とわかると思って、雑誌の依頼を引き受けたんだ。けど、なんだかしらねぇが先生の家はわからない。なおかつ、先生はえらくご立腹で脅された。こりゃあ、割に合わない仕事だと、俺は今思い始めてる。忽那先生ってのは、どことなくおっかない。俺の勘かんからすると、怒おこらしちゃならない人だ」

「ゴシップ……呆あきれた……」

　龍介が佐名に声をかけ、青紀の家の場所を聞き出そうとしたのは、そんな理由だったのか。しかし彼は呆れた人だが、勘は良い。確かに忽那青紀を怒らせたら、命を取られかねない。

　軽けい蔑べつされたにもかかわらず、龍介は嬉うれしそうな顔をする。

「ま、それでだ。ゴシップ誌からの依頼を中断するにしても、相手さんには別のネタを差しあげなきゃ、今後仕事を回してもらえなくなる」

　そこまで聞くと、龍介が何を言いたいのかわかった。

「堂島の嫁が次々に死ぬ原因をわたしから聞き出して、忽那青紀の情報の代わりに雑誌に売りつけるんですね。堂島骨董商会は東京市中じゃ三本の指に入る骨こつ董とう商だし、そこのお嫁さんが次々に死ぬのは、そこそこ知られた話だから」

「ただとは言わない。ネタが売れたら礼金は三分の一やるよ。それに堂島琢磨の人となりや、生おい立ちから現在までの情報を教える」

　膝ひざの上に置いた両手を佐名は握にぎり合わせる。

（お金。必要だ）

　佐名は一文無しだ。上方に逃にげるにしても、いや、今日のご飯にありつくのさえも、今の佐名には困難。何をするにしてもお金は必要なのだ。しかし堂島家の異形の者の話を、ゴシップ誌に売ったらどうなるか。

　面白いネタなのは確かだ。ゴシップ誌の記者は、その話を信じようと信じまいと、面白おかしく、おどろおどろしく書きたてるはず。堂島家の尊厳は滅め茶ちや苦く茶ちやにされるだろう。

　五人の嫁を殺した家だと思えば、致いたし方ないと言う人もいるかもしれない。しかし堂島が望んだことでなければ、堂島も異形の者に取り憑つかれた被ひ害がい者しやだ。

「すみません。それは、できません」

　佐名は立ち上がった。

「自分でなんとかします。ミルクごちそうさまでした。美味しかったです」

　頭を下げると、ミルクホールを出た。

「おい、待て待て」

　勘かん定じようを払はらい終えたらしい龍介が、慌てて追ってきた。北へ向かって歩く佐名に並ぶと、歩調を合わせる。極力、彼の方を見ないように前だけ見て歩く。

「どうする気だ、あんた。堂島琢磨の情報、知りたくないのか」

「知りたいです。でも堂島のことをゴシップ誌には売りたくないです。自分でなんとかして、人が死ぬのを止めます」

「まさか堂島琢磨に会いに行く気か。言ったろ。簀巻きにされるぞ。俺に情報を売る気がないのは、それでもかまわねぇが、莫迦ばかな真似まねはするなよ。堂島なんかにかかわらず、忽那先生に甘えてろ」

「忽那青紀の家は出てきました。もう、関係ありません。それに堂島を放ほうってもおけないんです。絶対に、また人が死ぬから」

「さっそく先生と喧けん嘩かかい」

　からかう声を無視して、足を速めた。龍介は大おお股またについてくる。

「どうして絶対に死ぬって言えるよ」

「知ってるから。原因を」

「それなら警察にでも訴うつたえろ」

「訴えても信じてもらえない。だから自分でなんとかするしかないんです」

「絶対に死ぬのか」

「絶対です。そうじゃなきゃ、こんなことしてない」

「まったく、よぉ」

　頭を掻かいて龍介は眉まゆ根ねを寄せ、突とつ然ぜん、佐名の二の腕うでを掴つかみ歩みを止めさせた。二人は寺町の路地に入り込んでいて、ひとけがなくなっていた。

「何するんですか」

「わかったよ。話してみろ、堂島の嫁が死ぬ原因ってやつを」

「売るんでしょう」

「売らねぇよ。あんたを手助けできるかもしれねぇから、聞くんだ」

「手助け？　話を売るって言ってた人が、突とつ然ぜん宗しゆう旨し変え？」

「変えてねぇ。俺の信念は、取れるときにゃ迷わず金を取る、だ」

　胸を張り、自じ慢まんにもならない信念を口にする。

「今は『取れるとき』じゃ、ないかもしれねぇ。あんたのその様子じゃ、破れかぶれで堂島琢磨の所へ乗り込んじまうだろうが。それで簀巻きだ。寝ね覚ざめが悪いことこのうえねぇし、おそらくあんたが簀巻きにされたら、堂島の次の嫁も死ぬんだろう。二重に寝覚めが悪い。雑誌には売らないと約束する。これを約束しなきゃ聞かせてもらえねぇなら、そうする。金が取れるときは逃のがさず取りてぇが、寝覚めの悪い真似はごめんなんだよ。俺だって、嫁とつぐ女が次々死ぬ原因がわかったと知って、『へぇ、そうかい。でも金にならないんじゃ、知らねぇよ』とは言いたくない。五人も女が死ぬってのは、ちょっと死にすぎだ」

　龍介の表情にふざけた様子はなく、真しん摯しな目をしていた。簡単に信じてはいけないと自分に言い聞かせようとしたが、あることに気がついた。

（そういえば、この人）

　彼は青紀からの依頼を終えた後、やろうと思えば、堂島に佐名の居所を教えることも可能だったろう。芯しんから悪あく辣らつであれば、そうしても不思議ではない。佐名が忽那青紀という作家と一いつ緒しよにいると知らせれば、堂島は礼金を出す。そうすれば彼は双そう方ほうから金をせしめられるのに、それをしていない。

　それどころか佐名に、堂島家に行くのは止やめろと忠告した。

　ある種の筋は通す人かもしれない。

　そのとき。

　しゃん、と。金属が擦こすれ合う音が響ひびく。

　音と同時に、遠く聞こえていた路面電車が軌き道どうを走る音や、吠ほえ立てていた犬の声など、周囲の喧けん噪そうが消えた。足元から冷たいものが吹ふき上がり、瞬しゆん時じに広がったような感覚。

　顔色を変えた佐名に、龍介が首を傾かしげる。

「おい、どうした急に」

「その娘むすめから離はなれなさい」

　冷たい声が聞こえた。佐名の背中に当たるのは殺気。

　龍介は眉まゆを上げ、機き嫌げん悪そうな顔で佐名の肩かた越ごしに声の主を見た。

「この子を口説いてる良いいところなんだよ。邪じや魔ましないでくれねぇか……おっと、あんた。昨日の坊ぼうさんか」

　おそるおそる、佐名はふり返った。

　五間ほどの距きよ離りを置いて、右目の下に泣きぼくろのある若い僧そう侶りよが錫しやく杖じようを手に、こちらを無表情に見つめている。無表情ながら彼の全身からは、佐名に対する冷厳とした殺気が発せられていた。

「離れなさい。用があるのは、そちらの娘です」

「横取りかい？　そりゃマナー違い反はんってもんだ」

　冗じよう談だんめかしながら、龍介は佐名の前に何気なく出る。口元は笑いの形を作っているが、目は笑っていない。彼も僧侶の殺気を感じたのだろう。

「離れなさい。でなければ巻き添ぞえになります」

　僧侶が錫杖を軽く一回転させると、石いし突づきの先から鋭するどい水すい晶しようの突とつ起きが出現した。彼は錫杖を槍やりのように構え、水晶の突起を佐名の心臓に狙ねらい定める。

「坊さんのくせに物ぶつ騒そうだな。人を呼ぶぜ」

「どうぞ。ただ誰だれも来ませんが。結界を張ったので、半刻は誰もこの近辺に近づけませんし、近づこうとしても、見えない幕に阻はばまれます」

　龍介の表情が強こわばり、真しん剣けんみを増す。

「あんた誰だ」

「妖狩寮少しよう属ぞく、純有」

　純有というのが僧侶の名だとわかったが、彼が名に冠かんした身分らしき呼び名は、耳に馴な染じみのないもの。

「あなたは焔一族だな」

　僧侶、純有が佐名に視線を据すえて問う。問われた意味がわからず、佐名は瞬まばたきした。

「焔一族？」

「知らないのですか」

　純有はすこし驚おどろいたようだったが、すぐにまた殺気を取り戻もどして錫杖を構え直す。

「知らなくとも間ま違ちがいないでしょう。あやかしとともに、いたのだから」

「あやかし？　何言ってるんだ坊さん。修しゆ行ぎようのしすぎで妄もう想そうでも見るようになったか」

　龍介が茶ちや化かす。

「いちいち、うるさい。口を閉じなさい。そして離れなさい」

「どっちも嫌いやだね」

「では──どうなっても知りません！」

　鋭い風だ。錫杖を構えた純有は身を低くし、黒い疾しつ風ぷうとなって迫せまった。

　瞬またたく間のことだったが、佐名には純有の動きが見えた。このままでは龍介が巻き添えになると悟さとり、咄とつ嗟さに彼を横に突つき飛ばす。龍介は土の上に尻しり餅もちをつく。

　それが精せい一いつ杯ぱいだった。避よけきれない。水晶の槍が繰くり出される。

　きんと耳鳴りに似た音。水晶の槍が佐名の心臓に突き込まれる寸前に、目の前の空間が鉤かぎ裂ざきのように歪ゆがんだ。

　景色が破れた。そんなふうに思えた。

　純有の槍先がわずかに鈍にぶった。既すでにほとんど胸に届いていた槍先が、佐名の体から離れる。

　自分の体が背後に移動したのだと、咄嗟にわからなかった。全身を包む甘い香かおり。

（安あん息そく香こう!?）

　体を抱だきかかえられていた。佐名を抱いてかばったのは、忽那青紀。その姿を見た純有の目に闘気が輝かがやき、ぐんと槍との間合いが詰まる。繰り出す水晶の槍が、青紀の脇わき腹ばらに届く。
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　佐名は悲鳴を吞のみ込む。

　青紀は佐名を抱かかえたまま跳はねて、純有から六間以上の間合いを取った。

　純有は錫杖を回転させ、構え直す。

　震ふるえながら、佐名は青紀の顎あご先さきを見上げる。濃こい血の臭におい。黒い和服の脇腹が濡ぬれていた。足元に鮮せん血けつが落ちる。白しろ足袋たびに真っ赤な色が散った。白い頬ほおにも血しぶき。

「……血が……」

　それだけ声に出せたが、ひどく震えていた。

「捜さがした」

　ちらりと佐名を見た目に浮かぶのは、安あん堵どか。

　青紀は再び純有に視線を据えた。血の気の失うせた青白い顔。その姿は凄せい艶えん。

　尻餅をついていた龍介も蒼そう白はくになっていた。

「血、血だ。忽那先生、あんた、死んじまう」

　純有は隙すきなく錫杖を構え続ける。

「現れましたね、忽那青紀。驚きました。作家だとか？　大だい胆たんにも人の世に堂々と立ち交じっているとは、たいした能力です。その能力もその娘があってこそですか？　その娘、焔一族ですね」

「だったらなんだと」

「我われら妖狩寮の滅めつするべき、あやかしの同類です」

　ふっと、あやかしは鼻で笑う。

「なるほど。おまえに頭は必要ないらしい。そんな頭ならば、わたしが胴どうから切り離してやる」

　不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた純有に、さらに青紀は言葉を続けて微笑する。

「律にのみ則のつとり、自分で考えることなく行動するなら、その頭はただの飾かざり。必要ない」

「侮ぶ辱じよくは許しません」

「侮辱ではない。事実おまえに、わたしとこの娘を滅する理由が、妖狩寮の律以外にあるか」

「律は必要だからこそ、あるもの」

「そこで思考を止めるなら頭は必要ない、と言ったんだ。間ま抜ぬけめ！」

　声とともに青紀が腕うでを振ふるった。

　再び耳鳴りに似た鋭く高い音がして、純有との間にある景色が歪む。

　佐名の体を抱きあげた青紀は、信じられない跳ちよう躍やく力で背後に跳とび、さらに上へ跳んだ。

　寺の本堂の屋根に着地した彼は、佐名を抱え、屋根から屋根へ軽々と飛び移って駆かける。

　目が回りそうだった。

　激しく上下して浮ふ遊ゆう感かんが襲おそい、最後には目を開けていられなくなった。青紀の首にしがみつくと、目を閉じた。そうするしか目眩めまいを止める方法はなかった。
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　　　　一




「てめえ！　この人殺しめ」

　その場を立ち去ろうとする純有の胸むなぐらを、地面から跳ね起きた桂川龍介が掴つかむ。

「手を放してください」

「放せるか！　警察に突きだしてやる。人を刺さしやがったな」

「人は刺していません」

「しらばっくれるな。俺はこの目で見てたんたぜ。悪党が」

「あれは人ではありません。あやかしです」

「坊ぼうさんよ、あんた頭は大だい丈じよう夫ぶか」

「あなたこそ大丈夫でしょうか？　わたしが忽那青紀を刺したと仰おつしやるが、その後彼が、どうやって逃にげたか覚えてませんか」

　胸ぐらを掴む力が緩ゆるみ、龍介の表情が呆ぼう然ぜんとしてくる。純有の攻こう撃げきと忽那青紀の流血に興奮し混乱した思考が、指し摘てきされたことで正常になったらしい。

「あれは……いや。まさか。あんなのは、軽かる業わざ師しにだってできやしねぇ」

「あやかしです」

　手を放させると、純有は乱れた襟えりをなおした。

「忽那先生が？　まさか。莫迦ばか莫迦しい」

　笑おうとした龍介に、純有は軽けい蔑べつを込めた眼まな差ざしで言う。

「では、あれはなんだと？」

　龍介は沈ちん黙もくした。

「あやかしなのです。一いつ緒しよにいた娘むすめも、その仲間です。わたしには、あやかしから人を護まもる勤めがあり、それに従っているまでです。あなたも、あのような者どもがこの東京市に巣くっていることを覚えておいた方が良いいでしょう。わかりましたか。人を悪党呼ばわりする前に、事実を知ってください」

　きびすを返して歩き出そうとした純有の背に、龍介の低い声が当たる。

「いや、あんたは悪党だ」

　悪意のこもる言葉を、無視しようと思えば無視できた。

　だが「悪党」呼ばわりは聞き捨てならない。純有は人の世の秩ちつ序じよを護るために、幼い頃ころから厳しい修行に励はげみ、自身を律しながら生きているのだ。見るからにいい加減な生き方をしていそうな男に、悪党呼ばわりされるのには苛いら立だつ。

「事実を理解していないのですか？」

　ふり返ると、龍介の真しん剣けんな目が純有を真っ直すぐ見つめていた。

「理解してるさ。忽那青紀はあやかしかもしれねぇし、あの娘むすめはその仲間かもしれねぇ。あやかしとその仲間だってなら、信じてやっても良いし、信じるしかねぇ」

「それを理解しているのなら」

「だからって、忽那青紀を刺したら悪党だろうが」

「あやかしです」

「あやかしでも、人でも、あの先生やあの娘が、あんたや世間様に何かしたのかい。俺には何をしたようにも見えなかった。それを刺すのは悪党だ」

「あやかしは、人と相あい容いれぬ存在。人に害をおよぼし」

「人間の中にもなぁ、他ほかの人間と相容れない、害をおよぼす奴やつはいるぜ」

　相手の言葉を意図的に遮さえぎる龍介に、純有は眉まゆをひそめた。失礼な奴だ。

「時には、そのような人もいるでしょう」

「だったらあんたは、人も刺すわけか」

「刺しません。人とあやかしは違ちがいます」

「どう違うよ」

「あやかしは人に害をおよぼすと、先ほど」

「全部のあやかしが、そうなのかい!?　全部の人間が善人じゃないのと同じで、全部のあやかしが悪さするってわけじゃねぇだろ。それとも、全部が全部悪いのか。俺は忽那青紀に仕事を頼まれて、ちゃあんと報ほう酬しゆうまで払はらってもらった。いい客だったぜ。成果が出るまで二年もかかっても、あの娘を見つけたときには褒ほめてくれた。それにあの娘は、四つのときに親に捨てられて奉ほう公こう人になって、苦労しっぱなしで大人になった。しかもそのあげく、次々に嫁よめが死ぬ家に嫁とつがされそうになったんだ。忽那青紀は陰かげで何か悪さしてんのかもしれねぇが、俺は知らない。あの佐名って娘については、人に害をおよぼすなら、とっくの昔に奉公先の主人をぶっ殺すか、店を傾かたむかせてるぜ」

「それは」

　反論を試み、純有は言葉を探しあぐねた。

　──あやかしは人に害なす存在

　──あやかしは滅すべし

　──焔一族は、人でありながらあやかしの力をあやつる、邪じや悪あくな者たち

　──焔一族は一いつ掃そうするべし

　妖狩寮の律の中に言葉を探そうとした。

　しかし龍介の言葉を覆くつがえす答えを見つける前に、今度は龍介の方が純有に背を見せた。

「これ以上、悪党と話なんかできねぇ。口が腐くさる」

　錫しやく杖じようを握にぎる拳こぶしに力を込めた。常に平へい坦たんな純有の心に、怒いかりに似たものが芽生えた。これは、自分に対する侮辱だと。

「ぼんさんの、負けや」

　ふいに頭上から聞こえた、幼い女の子の声。

　純有は錫杖を構えて飛び退のき、上を見た。

　寺の境けい内だいから道へと張り出している大きな柿かきの木の枝に、赤い着物を着たおかっぱ頭の女の子が座って、足をぶらぶらさせている。

「あやかし」

「せや。人から童わらしとか呼ばれるで。たまには、童様とかな」

　気負わず答えた女の子はにかっと笑う。

「うちは、人に悪させえへんで。悪戯いたずらはするけどな。人の家が気に入ったらそこに住んで、ええこといっぱい連れてきたるんや」

「座敷童か」

　あやかしの正体を察し、純有は構えをとく。

「あやかしでも、うちは悪させえへんよ」

「あなたは特とく殊しゆでしょう。そのような例もあると、知っています」

「うちのことは刺せへんの」

「あやかし滅めつすべし、が我々の律です。しかしあなたは例外ですから」

「せやから、ぼんさんの負け。悪さするのは、あやかし全部ちゃうやんか。あの兄ちゃんのが正しいで」

　純有は溜ため息いきを吐つき、ものの道理が理解できぬらしい幼いあやかしを諭さとす口調で告げる。

「わたしは、妖狩寮の律に従っているのです。天子様をお護りするために存在する我々は、天子様の律に従っている。それが間違いだと？　律はあなたのような例外のことを、事細かく定めていないだけで、間違いではないのです」

「きまってないことが、あるんやね。それは大変や」

　何が大変なのだろうかと問い返す前に、座敷童は枝の上に立ち上がると、両りよう腕うでを広げ、着物の袖そでを見せびらかすようにした。

「ええやろ。可愛かわいい、赤いおべべ」

　急な話題の転てん換かんに、純有は苦く笑しようした。苦情を言う気にもなれない。

「ええ、可愛いですね」

「これ、ぼんさんが殺そうとした姉ちゃんが着せてくれてん」

　そこで座敷童は、その幼い姿にそぐわない理知的なものを瞳ひとみに光らせた。

「ぼんさん。よう、知っとき。お天道様だって間違うことはあるんよ。姉ちゃんよりも、退治せなあかん怖こわいものはぎょうさんおるで。堂島の異形の者はもう五人もお嫁さん殺しといて、これからもずっと殺し続けるんやから」

　とんと枝を蹴けると、座敷童は本堂の向こうへ飛んで行き姿を消した。

（お天道様が間違う？　不ふ遜そんなことを）

　見送った純有の胸には、不快感に似た得体の知れないものが渦うず巻まく。

（しかし聞き捨てならないことを言っていた。五人も殺した異形の者がいると）







　大政奉ほう還かんがなされ、江戸から明治へと。古い時代から新しい時代へ移るとき、権力中ちゆう枢すうの組織も変わっていった。国の柱である帝みかどを霊れい的てきに護る陰おん陽みよう寮りようは、時代にそぐわないという理由で、政権を握った維い新しんの士たちの手により廃はい止しされたが──。

　公く卿ぎようたちは霊的に帝を護る必要性を、千年の長きにわたり実感していた。そこで密ひそかに陰陽寮に替かわって帝を守護するための組織を作った。

　それを妖狩寮という。

　陰陽師のみならず、密みつ教きよう僧そうや修しゆ験げん者じやも含ふくめて作られた妖狩寮の最大の目的は、帝を護り奉たてまつること。そのためには旧時代から残り続け、人に害をおよぼす胡う乱ろんな者たちを掃そう討とうする必要がある。妖狩寮に属する者は、あやかし、異形の者、怨おん霊りようを滅する。帝てい政せいの霊的な番犬と呼んでさしつかえない。

　純有も、番犬の一人だった。
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「わーん！　青紀様、青紀様！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　怪け我がをなさるなんて、なんてへっぽこ野や郎ろうなんですか」

「……黙だまれ。殺すぞ」

　血まみれで家に戻もどった青紀の姿を見た茶釜は、駆かけ寄ってきて裾すそに取りすがり、わんわん泣きながらひどいことを言う。心から心配しているのは、泣きわめく様子から明らかなのだが、どういうわけか口からは毒が飛び出す。

　佐名を玄げん関かんに下ろすと、青紀は力ちから尽つきたようによろけた。彼の体を支えると、焦あせり慌あわてながらも茶釜にお願いした。

「茶釜。床とこを延べて、その上に綺き麗れいな布を敷しいて。それから湯を沸わかして、傷の手当てができそうなものを、なんでも良いいから持ってきて。できればお医者様を呼んでもらえたら」

　泣きながらも茶釜は「はいっ！」と勇ましく返事をし、駆けだす。

　朦もう朧ろうとしているらしい青紀を支え、彼の部屋へ連れて行き床に寝ねかせると、着物の前を広げる。

　なめらかな脇わき腹ばらはぬめった血にまみれ、傷そのものすら確かく認にんできない有様だった。

　茶釜が用意した湯に布をひたし、血を拭ぬぐうと、ようやく傷が見えた。

　傷の大きさはさほどではないが、深そうだ。傷の近く、胸の下辺りには古い傷きず跡あとがあった。真横に、ぎざぎざに切り裂さかれたらしく、かつての傷がどれほどのものだったかを想像すると、ぞっとした。

「こんな傷を」

　思わず声が出ると、茶釜が佐名の手元を覗のぞき込む。

「それは十五年前の傷だと聞いてます。命に関かかわるような傷を負ったって。それに比べたら今回の傷は、まだ軽いです。うん」

　自分を励はげますように、茶釜は言う。

（十五年前？）

　思い出すのは、四歳の佐名の前に青紀が現れたときのこと。彼は血にまみれていた。

（まさかあのとき）

　あのとき、いったい何が起こっていたのか。それについて考えを巡めぐらせる暇ひまは、今はなかった。目の前の傷の手当てが先だ。

　血は止まっているらしかったので、傷口に布を強く押し当て、茶釜に手伝ってもらって包帯を巻く。

　傷を洗う間、青紀は痛そうに顔をしかめていた。されるがままに包帯を巻かれ、着き替がえをさせられると、彼は再び横になり目を閉じて眠ねむり始めた。

　長い睫まつげが作る陰いん影えいが目の下にかかり、顔色を一層不ふ吉きつなほど青く見せる。彼の眠り方は呼吸音すらしない静かさなので、死んでいるように見えた。

「茶釜。お医者様は来ないの？」

　枕まくら元もとに座った佐名は、隣となりにちんまり座っている茶釜に問う。

「ぽん。昔はあやかしを診みてくれる医者もいたそうですが、今はいないんです」

　しょんぼり項うな垂だれ、目元を拭う。

「でもでも。へっぽこでも、ぽんこつでも、青紀様は青紀様ですから。死にはしません。大丈夫です。そんじょそこらの、雑魚ざこあやかしとは格が違ちがいます」

　彼の額に手を触ふれると、ひんやり冷たい。呼吸も浅い。心配でたまらず、枕元を離はなれられなかった。長い時間、眠る青紀を見守った。

　真夜中を過ぎる頃ころ。茶釜が舟ふねをこぎ始めたので、「わたしが見ているから寝ておいで」と、子こ狸だぬきは自分の部屋に帰らせた。

（わたしのせいだ。あの純有という僧そう侶りよからわたしをかばって、こんな怪我を）

　申し訳なさがこみあげて、いたたまれない。今すぐ言葉を尽つくして謝罪し、感謝したいのに、青紀は死体のように眠ったまま。このまま彼が目覚めなかったらどうしたら良いのだろうかと、不安が大きく、まんじりともせずにいた。

（喰くうって、脅おどしたくせに）

　出て行くなら首を噛かみちぎるとまで言ったのに、彼は噛みちぎるどころか、体をはって佐名を護まもったのだ。

　矛む盾じゆんする言葉と行動、どちらを信じるか。そんなとき佐名は、言葉よりも行動を信じるべきだと知っていた。口ではどれほど酷ひどいことを言っていても、実際に助けてくれたことが、彼の心を示してくれる。

　青紀は、佐名を喰うつもりなど毛頭ない。喰うの噛みちぎるのと口にするのは、ただの脅し。心にもないことなのに、佐名をこの家につなぎ止めるために口にしていたのだろう。

　そのやり方は、ひどく不器用だ。

（あやかしだからなのかな？）

　布ふ団とんの上に投げ出されている手に触れる。

（この人の目が覚めたら、ちゃんと話を聞くんだ）

　突とつ然ぜんこの家に連れてこられたうえに、青紀の意地悪な言葉に腹を立て、ろくに話も聞こうとせず、とにかく逃にげだそうとばかりしていた。怖さと、青紀への腹立たしさとともに、この家にかつて住んでいた母親を厭いとう気持ちがない交ぜになって、佐名を頑がん固こな拒絶に走らせていたのだ。

　だが、こうして傷を負ってまで佐名を護った姿を見せられては、頑かたくなな気持ちは、砂のお城のようにさらさらと崩くずれてしまう。

（お願い。目覚めて）

　青紀の手を持ちあげて、両手で柔やわらかく握にぎり胸に押し当てる。

　純有というあの僧侶は、なぜこんな真似まねをしたのだろうか。なぜ佐名を狙ねらったのだろうか。

　堂島から逃げ出した日、佐名の姿を見かけた彼はこちらに手をさしのべ、助けようとしてくれた、と思う。

　しかし次に出会ったときには、怖い目をして追ってきた。

　そして今日は佐名を焔一族と呼び、殺そうとまでした。

　焔一族とは、何か。そしてなぜ純有に命を狙われるのか。

　疑問が多すぎる。

　ランプの灯あかりを小さく絞しぼって、薄うす暗ぐらくした室内で佐名はずっと座っていた。
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　青紀は夢を見ていた。

　二百年前の夢だった。この地がまだ江戸と呼ばれていた頃の、遠い昔の記き憶おくの夢。長い年月を生きた彼の記憶は膨ぼう大だいすぎて、多くは忘れてしまうのだが、その記憶だけはいつまでも鮮せん明めいで、ことある毎ごとにこうして夢に見る。

　──はぐれ者同士よね、わたしたち。

　江戸の町で出会った少女はそう言って、傷ついて動けなかった青紀──そのときは、また別の名だったが──に手をさしのべた。「家を作らない？」と彼女は微笑ほほえんだ。「はぐれ者が、安心して眠れる家よ」と。

　彼女の名は、菖蒲あやめと言った。

　生を受けて百年。術者に故郷を追われてから、あのときにようやく安らげる場所を得た。

（菖蒲）

　菖蒲と作った家を護り続けたい。それが青紀の願いであり、そして護り続けることが菖蒲との約束だ。彼は何人もの主あるじと、いくつもの約束をしているが、その中で最も大切なものが菖蒲との約束だった。

　懐なつかしくて愛いとしい、最初の主。

　あれから何人もの主に仕えてきたが、菖蒲ほど青紀を安心させてくれる主はいなかった。特別に印象深い主もいなかったのだが。

　佐名。

　十五年間、捜さがし続けた少女の名が浮うかぶ。新しい主となるべき少女の名は、その姿を見失った日から青紀を不安にさせる呪じゆ文もんのようだった。彼女はいつ見つかるのか。見つからないのかもしれない。そうなったとき、青紀はどうするのか。

　必死に捜して、見つけた。しかし見つかった主は、青紀を安心させてくれるどころかますます不安にする。

（あれは、ただの人間の娘むすめだ。あんなものを、どうすればいい）

　主としての威い厳げんも、信念も、知識もなく。ただふんわりとした気配を漂ただよわせる、普ふ通つうの娘。どんな経験をしてきたのか、強気で明るい表情をしているくせに、目の奥に哀かなしみがある。

　それを見ると、胸がざわざわした。

　そのときふと、自分の傍かたわらに柔らかい感かん触しよくを覚える。温かい空気を抱かかえているような心地よさに、正気づく。この温かさはなんだろうかと、ぼんやり目を開く。

　自分の傍らに丸まっている、佐名の姿があった。すやすやと眠るその顔は幼く見える。

（わたしのそばに、主がいる）

　青紀を不安にさせても、頼たよりなくとも、主は主だ。

「佐名」

　名を呼んだ。




　　　　二




　翌日も青紀は眠り続け、佐名も彼の傍らを離れなかった。

　三日目の夜になると、青紀の顔色も回復してきた。彼が目覚めないまでも多少は安あん堵どしたし、同時に気が緩ゆるんで体の限界が来たらしい。座っていても、ふっと意識が遠のくことが幾いく度どもあり、とうとう座ったまま寝ねてしまった。

「佐名」

　呼ばれて目を開けると、とんでもなく綺き麗れいな顔が目の前にあった。

　夜が明けたらしく、彼の長い睫に、遠えん慮りよがちな柔らかな光がまといついている。

（ああ、綺麗）

　ぼんやりと見つめていると、相手は冷めた声で問う。

「なぜ、わたしと一いつ緒しよに寝ている？」

「一緒に……？　……わぁ！」

　飛び起きた。

　いつの間にか寝ていたのは致いたし方ないとしても、座ってうたた寝していたはずが、無意識に心地よさを求めたのか、青紀の布団の端はしに添そい寝するように丸くなっていたのだ。

「ごめんなさい、ごめんなさい！　悪気はなくて、つい！」

　壁かべ際ぎわまで尻しりで後ずさって青くなる。青紀は億おつ劫くうそうに体を起こす。

「起きて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「傷口は塞ふさがった」

　前合わせをくつろげて、脇わき腹ばらに巻かれた包帯の上から手を触れる。そろそろと佐名は、布団の傍らに這はい寄った。

「本当？」

「塞がっている。深かったので少々痛むが、二、三日で痛みは引くはずだ」

「良かった。目覚めなかったら、どうしようかと思ってた」

　気が抜ぬけて畳たたみにへたり込んだ。安堵が全身を弛し緩かんさせ、涙なみだぐむ。涙ぐんだのを見て、青紀は意外そうな、珍めずらしいものを見たような顔になった。

「この程度の傷で死にはしない」

「ずいぶん血が出ていて、心配したの。水を飲む？」

　枕まくら元もとに置かれていた水差しから湯飲みに水を注ぎ手て渡わたすと、彼は素す直なおに受け取って何口か飲んで息を吐つく。

「お腹なかすいてない？　何か食べられそう？」

「さして食欲はない」

「でも、好物だったら食べられるかも。好きなもの、言ってみて。作れそうなものなら茶釜に頼たのんでみる」

　しばし考えた後、青紀は答えた。

「きつねうどん」

「うどんなら消化も良いいし、茶釜に相談してくるわ。待ってて」

　弾はずむようにして、佐名は部屋を飛び出した。

「茶釜、茶釜！　あの人の目が覚めた！」

　嬉うれしくて、安心して、涙がこぼれた。

　青紀が目覚めたのを知って、茶釜も大はしゃぎだった。きつねうどんなら青紀は食べられそうだと告げると、「任せてください」と、お勝手へ走って行った。

　そして。

　茶釜が作って部屋まで運んできたのは、たぬき蕎麦そばだった。







「あの狸たぬきめ。報復してやる」

　青紀はぶつくさ言いながらも、結局、自室でたぬき蕎麦を完食した。佐名は食後の茶を淹いれて卓袱ちやぶ台だいに置く。身なりを整え、きっちりと和服を着た青紀は、怪け我がの余よ韻いんを感じさせない。さすがにあやかし、と言うべきか。

　湯飲みに手を伸のばす青紀に、佐名は頭を下げる。

「ごめんなさい」

　熱い茶を吹ふき冷ましながら、彼は平へい淡たんな声で答えた。

「たぬき蕎麦は茶釜の責任だ」

「たぬき蕎麦のことじゃなくて、怪我させたこと。ごめんなさい。怪我をしたのは、わたしのせいだ」

「おまえのせいじゃない。おまえが狙ねらわれるのは、わたしがこの家に連れてきたからだ」

　茶を一口飲むのを待ってから、佐名は姿勢を正して問う。

「どうして連れてきたの、わたしを」

「おまえをこの家の主にするため」

　青紀は最初からこう言っている。それを聞いても佐名は拒きよ絶ぜつばかりしていたが、今は違ちがった。

「お母さんの代わりに、でしょう？　そう言ってたわよね」

　膝ひざの上に置いた手に目をやる。

「お母さん」と口にすると胸が苦しい。だからといって耳を塞いで良いとは、思えない。青紀がなぜ佐名を護まもり、この家の主にしたいのか。そこまで彼が家にこだわる理由は、訊きかなければならない。

「そもそもこの家は何？　どうしてわたしが、家の主あるじになる必要があるの？　なぜお母さんは、わたしを代わりにしろと、あなたに言ったの？　話して、全部。全部聞きたい」

　湯飲みを卓袱台に置き、青紀は立ち上がった。窓辺に寄り障子を開ける。

　外は昼間の明るさだったが、家の周囲だけは光の質が柔やわらかくなっている。常に薄うす青あおい靄もやがかかっているからだろう。靄の向こうに浅草の滲にじんだ影かげ。

　風が吹き、青紀の前まえ髪がみを揺ゆらす。

「おまえが怖こわがっているのも、嫌いやがっているのもわかっていた。詳くわしく事情を話すべきだった。だがそうすると、わたしは幾いくつかした約束の一つを破ることになる。だから言えなかった」

「約束？」

「おまえの母──雪ゆき野のとした約束だ。ただ」

　ふり返り、青紀は静かに告げた。

「その約束の一つを破らなければ、大きな約束も破ることになる。だからわたしは、雪野との約束を破ろう」

「大きな約束？」

「菖蒲という女とした約束だ。永久にこの家を護り続ける約束。わたしは二百年間この家に住み、この家を護っている」

「二百年？　じゃあ、あなた、二百歳？」

「おおよそ三百歳だ。前にも言ったが。ともかく、わたしは二百年前にした菖蒲との約束を守るために、雪野との約束は破らなければならない。そうせず、おまえを納なつ得とくさせられないなら、この家は消える。主をなくして十五年、よく持ちこたえたがそろそろ限界だ」

　吹き込む風は冷たく、佐名の傍らにある火ひ鉢ばちの熱すら感じられない。冬の風の香かおりは、鼻の奥に枯かれ木の匂においに似たものを運ぶ。

「お母さんとした約束って、何」

　沈ちん黙もくの後に、彼は静かに口を開く。

「自分が死んだことを、佐名には教えないでくれ、という約束だ」

　佐名は目を見開く。

「死の間ま際ぎわ、そう約束してくれと彼女は言った」

「死んだ？」

「死んだ。殺された。十五年前だ」

　言葉が出なくなった。

（殺された？）

　青ざめて言葉もない佐名に、青紀は淡々と続けて言う。

「十五年前。おまえを浅草公園に置いて、自らは囮おとりとなって殺された。死の間際、意識が途と切ぎれる寸前に、彼女はわたしに、自分の死を佐名に知らせるなと願った」

「……どうして」

　掠かすれた声が、それだけ出た。

「『わたしが死んだと知ったら、佐名は泣くから』。そう言った」

　強い風が吹き抜け、窓の障子が、がたがた音を立てる。

「わたしが、……泣く？」

「『あの子は泣き虫だから』と。それが最後の言葉だ」

　肺に空気が入らないような苦しさを覚え、呼吸が浅くなる。

「あの日、わたしは東京にいなかった。雪野はおまえを連れて外へ出たらしい。狙われていると知っていたはずなのに、何かよほどの事情があったのだろう。わたしは家に戻もどり、おまえたちが家を出たのを知り、急いでおまえたちの姿を捜さがしたが……助けられなかった。わたしも怪我を負った」

　そこで青紀は無意識にだろう、自分の胸の下辺りを押さえた。無残な傷きず跡あとがそこにあるのを、佐名は知っている。

「おまえを浅草公園に置いて術で隠かくしたと雪野は言っていたから、その後に迎むかえに行った」

　雪のちらつく真夜中まで、四歳の子どもが一人ぽつねんと座っていて無事でいられたのは、おそらく母親が施ほどこした術とやらのおかげだったのだ。

　そして、真夜中。現れた彼が血まみれだったのは、自らが血を流していたから。

　おぼろげだった遠い記き憶おくが呼び覚まされ、色や音が鮮せん明めいになってくる。

「お母さんが殺されたって。どうしてそんなことに」

　細い声で問う。

「それを説明するためには、おまえの一族の話をする必要がある。おまえは焔と名乗る一族の血を引く」

「あのお坊ぼうさん、純有っていう人も、わたしに訊いた。焔一族かって」

「少なくとも戦国の世から、その一族はいるのだと聞いている。あやかしの姿を見て、声を聞く血筋で、あやかしの仲間だと恐おそれられたらしい」

　戦国の世。佐名は絵物語の中でしか知らない時代だが、今よりもずっと過か酷こくで、恐ろしい時代だったと想像はつく。死が身近で、理り不ふ尽じんも多く、残ざん虐ぎやくな時代。人々は強い怯おびえとともに生きていただろう。わずかな油断が死を招くような時代に、あやかしの姿を見て声を聞く者たちは、どんなふうに見えただろうか。

「焔一族は人でありながら人に追われた。結果彼らは、一族に害をなす人間たちから身を護るために、あやかしに協力し、その見返りにあやかしの力を借りた」

「協力って……？」

「あやかしを休ませる家を準備した。永えい劫ごうの未来を代だい償しようにして血に呪まじないを施し、あやかしが憩いこえる家を作る能力を一族に与あたえた。それによって焔一族の者は、あやかしが憩う家を作る。各地に家を作り、自身もそこに住み、人間どもから身を隠す。人に恐れられ術者に追われ、仲間同士の闘とう争そうに疲つかれたあやかしは、その家で傷を癒いやし、疲れを癒やす。あやかしは対価として家に妖よう力りよくを授さずける。家には妖力が凝こごり、焔一族の者もその家も、妖力によって護られる」

　共生。そんな言葉が、佐名の頭をよぎる。

　焔一族と呼ばれる者たちは、人ながらに人に追われ、同じく人に追われるあやかしとともに生きるのを選んだというのだろうか。

「焔一族の者が主となり家にあれば、そこはあやかしが憩える家になる。逆に、その家から焔一族の主がいなくなれば、いずれその家は消しよう滅めつする。焔一族の者が主を務めるその家を、人間どもは『まよいが』と呼ぶ」

　まよいが──迷い家。

　それは古い伝承の一つ。全国に散見する伝承ながら、ことに関東から東北にかけて多く語られ、地域によって多少の違いはあるものの大筋は似ていた。

　道に迷った者が人ひと里ざと離はなれた山奥に、立派な屋や敷しきを見つける。屋敷は無人だが、手入れされた馬がいたり、漆うるし塗ぬりの器うつわがあったりと裕ゆう福ふくそうな様子で、しかも今し方まで誰だれかがいたかのごとく、囲い炉ろ裏りに火があり、湯が沸わかされたりしているという。

　屋敷の中にあるものを持ち帰る、あるいは後日、屋敷があった川の上流から流れてきたお椀わんなどを手に入れると、その者は富む。ただしその者も、その者から話を聞いた者も、どこをどう探し歩いても二度とその屋敷へは行けない。

「焔一族はその家をあやかしのために作るのだから、人間は入れない。しかし何かの拍ひよう子しに、迷い込む者もある。主の招きなく迷い込んだ者は、主の姿を見ることは叶かなわないし、無論あやかしの姿も見えない。迷い込んだ人間たちの話が広まり、まよいがの伝承になった」

「まよいがのものを持ち帰れば、富を得られると聞いたことがあるわ」

「ああ」

　嘲ちよう笑しようするように青紀の口元がつり上がる。

「あやかしの力が宿る家の品物だ。持ち帰れば、多少の幸運が舞まいこんだりするだろうが、その反対もまた多いはず」

「じゃあ、この家は昔話なんかに出てくる、まよいが？　でも昔話のまよいがとは、少し違ちがう……。ううん、そうか。逆だ。昔話が、まよいがの存在を正確に伝えていない、と言う方が正しいのかも」

　本来人が来るべきでない家を覗のぞいた人間が、断だん片ぺん的に語ったものが昔話になったのならば、まよいがの実態は、まさに青紀が語った通りなのだろう。佐名がこの家で目覚めた直後、一人の少年が迷い込んできた。彼には佐名の姿が見えず、驚おどろき怯え、逃にげていった。きっとあんなふうにして迷い込んだ人間が、人に語ったことが昔話になっているのだ。

　まよいがは、焔一族と呼ばれる人たちが身を護まもるためにあやかしと結び、あやかしが憩うために作った家。そういうことなのだ。

　佐名は焔一族。

　あやかしと結び、まよいがの主あるじとなるべき者。

　そして、佐名の母親も。

「十五年前はお母さんがこの家の主で、あやかしたちを迎えていた？　焔一族の者だから。そういうことよね」

　彼は頷うなずく。

「あなたも、もしかして、わたしやお母さんと一いつ緒しよにこの家に住んでたの？」

「一緒にいた。わたしは代々、まよいがの主に仕える身だ」

　様々な事実を聞くのが怖こわい。しかし事実から、あやかしや喋しやべる子こ狸だぬきが飛び出して、佐名を驚かせ怯えさせたとしても、それは佐名が受け止めなければならない運命。

　素す直なおにそう思えたのは、目の前の綺き麗れいなあやかしが、身を挺ていして佐名を護ってくれたからなのだろう。彼に報むくいるべき義務があるように思う。

「二百年前、この地に来てまよいがを開いた焔一族の女が菖蒲。その女に恩があって、わたしはこの家を永久に護り続ける約束をした。見返りにわたしは、この家に凝っていく妖よう気きを喰くい育つのを許された。だからこそわたしの傷も、この家で休めば早く治る。おまえの母、雪野は、菖蒲の何代か後の主人だ。だが妖狩寮の者に見つかり、殺された」

「妖狩寮って、純有って人が言ってた」

「奴やつは妖狩寮の者だ。彼らはあやかしを滅ほろぼすことを目的として暗あん躍やくする、帝てい政せいの霊れい的てき守護者の集団と言って良いい」

「帝政って……お上。帝みかどってこと？」

　重々しく青紀は頷く。

「まよいがの主、焔一族は多くのあやかしを招き入れ、妖気を凝らせ利用する。さらにあやかしは、まよいがの主に恩義を感じる。あやかしは恩義によって焔一族に力を貸す。かつて焔一族はその力で、徳とく川がわ家いえ康やすに力を貸し、天下統一の一助となったと伝えられている」

　江戸、徳川家。その権力集約に手を貸した一族が、維い新しん後の今、置かれる立場は──国こく賊ぞく。

　佐名の母親は焔一族であるがゆえに、お上に殺された。佐名が命を狙ねらわれたのも同じ理由。

「ということは。焔一族のわたしも、国賊ってこと？」

　そんな莫迦ばかなと思った。

　この身に流れる血で国賊とされるならば、佐名にはこの国に生きる場所がない。

「そのはずだが」

　言い淀よどみ、青紀は難しい顔になる。

「妖狩寮が焔一族を狩かり、まよいがを消しているのは間違いない。実際二百年前は百近くあったまよいがが、今は数すう軒けんしか残っていない。ただまよいがは人にとって……利用価値がある」

「利用価値？」

「焔一族はまよいがの力で天下統一を助けたほどだ。今の人間たちが、その力を利用しようと考えないとは、思えない」

　彼の目が鋭するどさを増す。

「焔一族は国賊であり、同時におそらく、帝政が欲ほつする者でもありえる」

　国賊であり、同時に帝政にとって利用価値のある者。そう言われても、佐名には自分が焔一族である実感がない。自分が国賊という大それた存在だとも、帝政に欲せられるほどの者だとも、感じない。

「そんなの、自分のことだと思えない」

　小声で言って、俯うつむく。

「そう思えなくとも、事実おまえは、まよいがを作り営む焔一族の娘むすめということだ。この家はおまえを主として受け入れているから、座敷童も招き入れられた。主以外の者はこの家に客を招けない。だからおまえは雪野の代わりにこの家の主になる必要がある」

「でも」

「でも、なんだ。嫌いやか。なぜだ。やりたいことでもあるのか」

　首を横に振ふる。

「ない、そんなもの。でも……」

　戸と惑まどいばかりが大きくなった。青紀は小さく溜ため息いきを吐つく。

「なぜ躊躇ためらう。わたしには、おまえが義務を拒きよ絶ぜつする理由がわからない。おまえの考えていることが、わたしには、よくわからない」
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（佐名の気配は、焔一族のものではない）

　戸惑い俯く佐名を見つめ、青紀もまた困こん惑わくしていた。

（ふわふわしている。まるで赤子のように）

　佐名が生まれたときから四歳で見失うまで、青紀はずっと彼女と一緒にいた。まよいがの主はその子に引き継つがれることもあれば、新たに焔一族の者がやってくることもあった。

　焔一族の者は気配が皆みな似ていた。体の芯しんから発せられる硬こう質しつな気配だ。それは人よりもあやかしに近い。

　雪野もそうだった。

　ただ焔一族も物心つくまでは、ふわふわとした気配をまとっていて、青紀はそれを可愛かわいいと思っていた。しかしそんな可愛らしい赤子も、成長すれば焔一族らしい硬質さになる。

　四歳で見失うそのときまで、佐名もふわふわとした気配をしていて、青紀は可愛らしいと思っていた。そしてこの可愛い子どもの気配も程ほどなく硬質なものに変わると思うと、すこし残念でもあったのだ。しかしそうでなければ、焔一族とは言えまい。そして、そうでなければまよいがの主など、務まらない。

（それなのに佐名の気配は、ふわふわと赤子のままだ）

　人として十五年過ごしてしまったせいで、彼女は焔一族らしくなくなってしまっていた。

　それがまよいがの主になったとしたら、どうなるのか。青紀にはわからない。

（雪野のことも、わたしと一緒にいたことすら、忘れてしまっているこの娘を。わたしはどうすれば良い）

　ふと、寂さびしさを覚えた。あんなに可愛らしく青紀に笑いかけてくれていた子どもが、成長し、こんなふうに戸惑って視線をそらしている。




　　　　三




　青紀から聞かされた話の衝しよう撃げきで、頭の中が飽ほう和わし、ぼんやりしていた。食欲もないので茶釜に「食事は必要ない」と遠えん慮りよした。まとまったことを考えるのも困難で、かといってじっとしているのも嫌で、佐名はふらふらと蔵に入った。蔵に入ればたくさんの衣い装しようがある。それらを眺ながめ触ふれているのは、じっと座っているよりはましだ。

　綺麗な着物や装そう飾しよくが、好きだ。つらいばかりの奉ほう公こうを続けていたときも、奥様の衣装部屋で素敵な和服や洋服を眺めていると、その間は気持ちが明るく軽くなったものだ。

　蔵にランプを三つも持ち込んで、できるだけ全体を明るくした。たった三つのランプでも、白しろ漆しつ喰くいに光が反射して蔵の天てん井じようまで見えるほどだった。

　友ゆう禅ぜんの裾すそ模も様ようを眺め、紬つむぎに触れて感かん触しよくを確かめ、帯に施ほどこされた刺し繍しゆうを光に当て輝かがやきを眺める。数えるのが嫌になるほどの枚数がある、大だい胆たんかつモダンな銘めい仙せんの柄がら。真しん珠じゆの艶つや。レースの編み目。絹の光こう沢たく。それらに囲まれて座っていると、まとまらない思考の中から、ぽかりと浮うかんでくるものがあった。

　──今日はこのお着物にしようね。

　母親の声だ。

　ふっと、思い出す。

（一度だけ、お母さんに促うながされてお客様の前に出たことがある）

　その日は確か、綺麗な振り袖そでを着せてもらった。

（そうだ。袖を通したことのない綺麗な振り袖を着せてもらって、お姉さんになったみたいで、得意になってた）

　徐じよ々じよに記き憶おくがよみがえる。

　お客様が来るといつも奥の座敷にいなさいと言われていたが、その日は、客間に呼ばれた。客間の襖ふすまを開くと、目の前にはらはらと桜の花びらが散っていた。

（思い出した。客間が、桜の森になってたんだ）

　襖の向こうには、鮮あざやかな緑の下草が広がり、幾いく百ひやく本ほんもの桜の木々が並んでいたのだ。見上げれば薄うす紅べにの桜の花が、薄青い空の下で満開になり、はらはらと花びらが舞まっていた。桜の木の下には母親と、お客様らしい和服の老人がいた。そこで母親は佐名を促した。「お客様にご挨あい拶さつなさい」と。

　佐名は事前に教えられていた通りに、その場に三つ指を突ついて言ったのだ。

　──お招きします。主あるじの娘、佐名です。

　それを見て老人は目を細め、母親は小さな声で「よく言えたわね」と笑え顔がおで囁ささやいた。

（お母さん、雪野って名前なんだ）

　名すら覚えていなかったことに、申し訳なさがこみあげた。

（毎日素す敵てきな着物を選んで、可愛くしてくれたのに。すごく可愛がってくれてたはずなのに）

　佐名は雪野のことをほとんど忘れてしまっていて、あげく、置き去りにされ捨てられたと思い込み、哀かなしみ、憎にくみ、母親という存在そのものにすら、蓋ふたをした。

（最後の最後に言った言葉が、わたしが泣き虫だって）

　佐名が泣くのが、雪野は可哀かわい相そうで仕方なかったのだろう。だから青紀には、自分が死んだことを知らせるなと言った。息が絶える瞬しゆん間かんまで、自分の恐きよう怖ふや後こう悔かいや無念ではなく、雪野はただ佐名のことを思っていたのに。

　佐名は、雪野の顔すら忘れてしまっている。

（ごめんなさい、お母さん）

　佐名の幼い日々。毎日ここに来て、雪野は佐名に着せる着物を選んでくれたのだ。可愛くしてあげよう、と。可愛くして気分を明るくして、楽しい一日にしてあげようと。

　衣い桁こうにかけられていた、花はな車ぐるまの裾模様の友禅に触れる。微かすかにだが、これを雪野が好んで身につけていたような記憶がある。おそるおそる撫なでる。甘え慣れない子どもがおずおずと甘えるように、触れる。

（お母さん）

　視界が滲にじむ。

（捨てられたんじゃないって信じ続けられなくて、ごめんなさい。顔を忘れてしまって、ごめんなさい。何も知らなくて、ごめんなさい。死んだことすら知らなくて……ごめんなさい）

　ふいに、我が慢まんできなくなった。嗚お咽えつが漏もれて両手で顔を覆おおう。

「……お母さん」

　捨てられたのではなかったと知った、嬉うれしさ。それと同時に、最後の最後まで佐名を心配していた雪野を忘れようとしていたことへの、罪悪感。雪野の顔すら思い出せない申し訳なさ。色々なものが胸の中で絡からみ合う。

　佐名は何も知らなかった。けれど知ってしまった今、これからどうすれば良いのか。

　雪野の望みに従って、青紀が望むように、まよいがの主になるべきなのだろう。それを雪野が最も望んでいたとしたら、そうするべきなのかもしれない。それより他ほかに道はないのかもしれない。

　しかし佐名に、あやかしたちがやってくる家の主など、務まるのか。

　そもそも佐名は、あやかしを家に迎むかえたいなどと、思ってもいないのに。

（思ってもないことを、できないよ）

　やりたいことでもあるのかと、青紀に問われた。問われてさらに困った。

　四歳のときから今まで、日々を切り抜ぬけるので一いつ杯ぱい一杯だった。命じられたことをこなして、怒ど鳴なられないように気を配り、明日の準備をして。佐名にとっての未来はせいぜい明日で、それ以上の未来を考える余よ裕ゆうはなかった。自分の身の上は重々承知していたので、浮うわついた考えもできない。

　夢や希望や将来の展望は、佐名にとっては贅ぜい沢たく品ひんだった。

　手を触れたこともない贅沢品を目の前に置かれて、「さあ、使え」と言われても、怖こわさや不安のほうが大きくて、竦すくんでしまう。

　どうすれば良いのだろうか。

（お母さん）

「どうして泣く」

　蔵の出入り口からふいに青紀の声がした。両りよう掌てのひらから顔をあげた。いつからそこにいたのか、青紀はこちらを見つめていた。表情は乏とぼしいが、目には気き遣づかわしげな色がある。

「なんでもない」

　嗚咽を吞のみ込み、笑った。泣き止やむのは得意だ。ぐっと嗚咽を喉のどの奥でこらえ、無理に笑ってしまえばいい。そして心を一杯に満たしているものから意識を引きはがすために、別の話をするのだ。筒乃屋ではいつもそうしていた。

「ちょっと、思い出したことがあって。昔、ここにお客様が来たときに不思議なものを見たの。客間が桜の森になってたの」

「ああ、それか。それは、わたしだ」

　蔵の中に入ってくると、青紀は左手の人差し指で佐名の肩かたに触れる。一方、右手の人差し指で空中に文字を書く。さらさらと指先が文字を綴つづると、佐名の周囲の景色が靄もやがかかったように揺ゆらぎ、白はく濁だくして、そのうち足元に緑の下草が見えた。

　佐名は目を見開く。すると下草の上に、ひらりと薄紅の花びらが落ちる。はっと視線をあげると、周囲は桜の森。

「これ」

「わたしの術だ。おまえが見たものを言葉にして空中に書いて、出現させた」

「言葉にするって？」

「言葉は呪しゆだ。わたしの書いた言葉が幻げん影えいを作る」

　そこで青紀は苦く笑しようする。

「それをペンで書いて文字に起こせば売れる。わたしが当世の人の世でできる、唯ゆい一いつの商売だ」

　舞まい散る桜の花びらを掌に受けとめ、佐名は呟つぶやく。

「そうか、幻げん想そう小説」

　彼は小説家として名をはせている。それは彼が言葉をあやつり幻影を出現させる術を習得しているからで、それを世よ渡わたりに利用したということなのだろう。

「わたしの言葉が、おまえの見たものを的確に表現できているなら、おそらくこの景色は、おまえが見たものと同じだ」

　同じだった。たった今思い出したものが目の前にあり、はらはらと桜の花びらが散る。遠い昔には、そこに雪野がいた。そして言ったのだ。「よく言えたわね」と。

「うん。同じ……」

　答えかけたが、ふいに喉の奥が震ふるえた。堪こらえていた嗚咽が飛び出す。

（お母さん）

　この桜の森に座って微笑ほほえむ雪野。微笑んでいたのは思い出せるのに、なぜか顔は曖あい昧まいで。懐なつかしくてどうしようもなくて、顔を見たいのに、見えるのは口元だけ。切なくて胸が詰つまる。

　再び涙なみだが溢あふれる。

　泣き止むのは得意なはずだった。なのに、一いつ旦たん堪えた涙が溢れて、もうどうしようもなかった。

「佐名」

「ごめんなさい」

　反射的に謝ったのは、十五年間で身についた癖くせだ。泣いていても、溜ため息いきを吐つかれるだけ。うんざりした顔をされるだけ。だからすぐに謝って、涙を吞み込む必要があるのに。

　それがうまくできない。

　青紀は佐名を抱だき寄せた。恋こい人びとを抱き寄せるような甘やかさはなく、ふて腐くされながらも慰なぐさめようとするような、乱暴で雑な動きだった。

「泣くな。雪野はおまえを泣かせたくないと言ったのに、これでは、わたしは雪野との約束を徹てつ底てい的に破ることになる。どうすればいい。どうすれば泣き止む。言え」

　首を振ふった。甘い安あん息そく香こうの香かおりが佐名を包む。仕草も、言葉も、甘くもないし丁てい寧ねいでもない。しかしぶっきらぼうな仕草や声が、頭を撫でられるよりも優やさしく感じた。

「わたしは約束を守りたい」

　このあやかしは、どうしてそんなに約束にこだわるのだろう、と思う。死者との約束だ。約束を破って怒おこる人は、既すでに土の下だ。それなのにどうしてだろうか。

「どうして、約束を守りたいの？」

「約束は守るからこそ、約束だ。守らない約束は、ただの嘘うそだろう。約束したからには必ず守りたい。守りたいと思わなければ、わたしは約束などしない」

「あやかしなのに」

「あやかしは、人よりも義ぎ理り堅がたい」

　誇ほこる響ひびきがあった。ただ続く声にはわずかだが不安が滲む。

「この家の主あるじになるのが嫌いやで泣くのか」

「嫌で、泣くんじゃない。でも、わたしはお母さんの望みでも、それしか道がないと言われても、この家であやかしを迎えようなんて考えたこともないし、できるかもわからないし、迎えたいとも思えない。そんなわたしが主になんかなれない。なって良いいとも思えない」

「なって良い悪いではない。おまえは、この家の主となれる血を持っている」

「それだけでいいの？　主らしくする気もないのに。それじゃあ、主のふりをしているだけと、同じ」

　沈ちん黙もくの後に、静かに彼は答えた。

「そうだな。たとえ主がいても、あやかしたちが、『来たい』と思わなければ、この家は成り立たない。彼らは敏びん感かんだ。主がお飾かざりでは、早晩訪おとずれなくなるだろう。そうなればこの家の妖よう力りよくは目減りし、主があろうが力は弱まり、ただあるだけの廃はい墟きよになるかもしれない」

　心底落らく胆たんし、困ったような声。しかし佐名を突つき放すこともなく、不器用そうに抱きしめていた。

　はらはらと幻まぼろしの桜が散る。
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（泣かせてしまった）

　部屋に帰って休めと命じると、佐名は悄しよう然ぜんと自室へ引っ込んだ。

　青紀も自室に帰り机に着き、原げん稿こう用紙を前にしたが、万年筆を手に取ることもなく白い原稿を眺ながめつつ、頬ほお杖づえを突いて途と方ほうに暮れる。

「喰くう」と脅おどしても、佐名は頑かたくなになるばかりで、挙げ句の果てに逃にげ出した。

　あそこまで意志がはっきりしていると、ただ脅すだけではだめだった。雪野との約束を破ったのは仕方がない。そうしなければ佐名は納なつ得とくせず、闇やみ雲くもに反はん抗こうし、必ずまた逃げ出す。佐名がいなくなれば浅草のまよいがは、程ほどなく消しよう滅めつする。それは菖蒲との約束を破ることになるので、やむを得ず雪野との約束を破ってしまったのだが。

　仕方ないとわかっていても、雪野にすまないと思う。

　そしてさらに申し訳ないと思うのは、雪野との約束を破ったのに、この家がまよいがとしてあり続けられると、未いまだに確信が得られないことだ。

「あんな主は初めてだ……」

　愚ぐ痴ちめいた呟きが漏もれる。菖蒲がまよいがを開いて以来、代々当然のように焔一族の者たちは主の座を引き継ついできた。

　しかし佐名は十五年間、何も知らずに成長してしまった。そのために主となることを当然とも受け止めないし、困こん惑わくしている。主となる気構えや方法を教育されるべき時間を、ただの人として生きてきたために、それらが欠落している。

　佐名は、焔一族の血を受け継いでいるが、本当の意味で一族とは言えない。ただの人間の娘むすめだ。ただの娘をこの家に連れてきて、主にすえるというのだから──考えただけで憂ゆう鬱うつになるほど面めん倒どうだ。

　佐名も指し摘てきしたように、もし彼女がこの家にとどまっていても、「主のふり」をしているだけでは、おそらくまよいがは衰すい弱じやくする。まよいがは、この家を訪れるあやかしがあってこそ、その妖力を与あたえられ、存続できるのだ。焔一族の血だけでは、たちゆかない。あやかしが訪れなければ、家の形はあったとしても廃はい屋おくのようになるだろう。

　どうすれば佐名を、本当の意味で主にできるのだろうか。

　こんなことを考える必要に迫せまられたのは、二百年来初めてだった。

　相手の気持ちや意図をくみ、その心を自分の望む方向へと導くなど、最も不得意だ。

　菖蒲はもちろんのことだが、代々の主たちからは「言葉が足りない」「気き遣づかいが足りない」と言われ続け、雪野からは「顔が怖こわいから、あなたを見たら佐名が泣く」とさえ言われた。「そんな怖い顔をしていたら、話しづらい」とも言われた。そんな自分が佐名をどう導くのか。

　自分の頬に触ふれてみる。

（この顔は人にとってそれほど怖いか。赤ん坊ぼうの頃ころの佐名は、当初はわたしを見て泣いていたか。いや、思い出した。だからわたしは、いつも本ほん性しようの姿で、一いつ緒しよにいられるようにしていた）

　あやかしとしての本性はもちろんあるのだが、彼は常に人の形をとっている。茶釜と違ちがってなんにでも変身できるわけではなく、あやかしとしての本性が力を得て、人の形を取るようになった。いわばもって生まれたものが、このような形を作った。化けているわけではないので顔容かんばせは変えることができない。

　この怖い顔でなければ、佐名はもっと心を開き、様々なことを語るのだろうか。そうすれば青紀は、佐名を主にするために、彼女の気持ちを導くことができるのだろうか。

　ふと思いつき立ち上がった。

　目を閉じ、意識を自分の体の中心の一点へ集約させる。己おのれの本性を見いだす。体の一点に本性を見いだせば、その点へと向かってさらに、気合いとともに鋭するどい意識を投げる。くるりと、体の表と裏がひっくり返るような感覚。

　青紀は、あやかしとしての本性を現していた。
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　もう、逃げだそうとは思わなかったし、自分には義務があると言われた理由もわかった。

　この家は佐名が継ぐべき場所。青紀は家を護まもり続けることを約束しているので、佐名を捜さがし出して主にすえようとしたのだ。

　ただ佐名の不安は青紀も認めた。家の主として自覚も覚かく悟ごもなく住んでも、けして家は、まよいがとしてあり続けられないだろう、と。

　ぼんやり畳たたみに座り込んでいると、襖ふすまが開き、青紀の飼っているらしい、真っ白い九きゆう尾びの子こ狐ぎつねがするするっと部屋の中に入ってきた。黒くて丸い瞳ひとみ、白くふわふわの尻尾しつぽと毛並みを見ると、触さわりたくてたまらなくなる。子狐は襖を背に立ち止まり、何か問いたげにこちらを見つめる。

「どうしたの？　遊び相手でも探しに来たの？　おいで。撫なでさせて」

　手招きするとちょこちょこと寄ってくる。膝ひざに抱いて撫でると、甘い安息香の香りと、ふわふわの手触りに心が安らぐ。じっと見つめると、子狐は自分の鼻先を、ちょんと佐名の鼻にくっつける。くすぐったくて、佐名は小さく笑う。それで気持ちが随ずい分ぶん和やわらぐ。

「やろうと思ったこともないことを、突とつ然ぜんやれって言われたら、どうしたらいいのかな？」

　子狐が答えてくれるわけはなかったが、独り言で口にした。子狐は佐名の顔を見上げる。この子狐も尻尾が九つもあるのだから、あやかしだろう。佐名の言葉はわかっている気がする。そうであれば返答はないにしても、愚痴を聞いてもらえるだろう。

「主のふりでもいいから、主になるべきなのかな？　それとも……わたし以外の焔一族の人を見つけて代わりをしてもらって、わたしは出て行くとか」

「主のふり」が一番簡単だ。

　佐名は住む家を得て、青紀も茶釜も安心する。

　でもそのうち、彼らは知るだろう。佐名は主のふりをしていて、この家が彼らの望むような場所ではなくなっていくと。彼らを落胆させるくらいならば、保身のために「主のふり」などしないほうがいい。

「わたし以外の焔一族は、どこにいるのかな？」

　訊きいてみないことにはわからないが、見つけるのは佐名を迎むかえる以上に困難なのかもしれない。簡単なことであれば、青紀は十五年も主不在にしなかったのではないか。

　彼が家を護ると約束したのが大きな約束だとしたら、佐名の母親である雪野とした「佐名を雪野の代わりに主にする」という約束よりも優先させるはず。現に、雪野の死を告げることは約束を破ると言いながら、話してくれたのだから。

　考え続けているとお腹なかが鳴る。

　こんなときにも体は元気に空腹を主張するのかと、おかしくなって苦笑いした。

「お腹すいたな」

　呟つぶやくと、白い子狐がすっくと立ち上がり、突然部屋から出て行った。

　どうしたのだろうと思っていると、しばらくして再び襖の向こうに誰だれかの気配が立つ。

「佐名」

　青紀の声だった。

「外へ食事に行く。来い」

　折りが良すぎることに面めん食くらったが、すぐに納なつ得とくした。

（あの子だ）

　おそらく子狐が、青紀に伝えてくれたのだろう。佐名は腹をすかせているぞ、と。佐名が抱かかえるのは空腹以上のものだったが、真っ先に空腹に反応してくれたのだろう子狐の単純さは可愛らしくて、逆におかしな気遣いがない分だけ素す直なおに嬉うれしい。

「うん」と答えて立ち上がった。







[image: 五章 異形の者の正体]




　　　　一




　茶釜が恨うらみがましい目で、卓たく越ごしに青紀を見上げていた。

「どうした、茶釜。ほら。きつねうどんだ。食べろ」

　鰹かつお出汁だしと甘あま辛からくたきあげた油あぶら揚あげの香かおり。こしの強い、真っ白な打ち立てのうどんは、出汁の中でつるつるとした喉のどごしを想像させる輝かがやきを見せている。散らした葱ねぎの緑も鮮あざやか。

　家の近所にある、うどんやだった。そこそこの広さの店内の隅すみで、佐名は茶釜と並んで、青紀の前に座っていた。彼らの卓には、きつねうどんが三つ。

　人間の子どもに化けた茶釜は、ぷいと青紀から目をそらすと、注文を取るためにあちこち歩いている中年女性に声をかけた。

「すみません。たぬき蕎麦そばを一つ」

「うちは、うどんやだよ」

　ぶっきらぼうな声が返ってきて、茶釜はむくれて青紀を睨にらむ。青紀の口元には、勝ち誇ほこった笑えみがある。

「そういうことだ。他ほかに道はないぞ。きつねうどんを食べろ」

　佐名はただ、呆あきれていた。

（たぬき蕎麦の報復をしてやるって言ってたけど……これ）

　甚はなはだ、子どもっぽい。

「この腐くされ狐」

「回復直後のわたしに、たぬき蕎麦を食わせてくれた礼だ」

　すまして答えた青紀がうどんを食べ始めたので、佐名も手をつける。茶釜もしぶしぶ箸はしを手に取るが、「うぅ。屈くつ辱じよくだ。美味おいしい」と呻うめく。

　佐名は箸を止めて、くすくすと笑い出す。

「笑えるほど美味しいか」

　青紀が真しん剣けんに訊くので、それがまたおかしくて、佐名は笑いながら頷うなずく。

「うん」

「そうか。良かった」

　鰹節の風味が濃こい出汁に、甘辛い揚げの汁と油が溶とけ出してさらに旨うまみになっていた。うどんもつるりと喉を通るし、油揚げは肉厚で、一口噛かむと甘辛い汁が口に広がる。温かいそれらが体の中へと入っていくと、気分が随分ほぐれたのは確か。

　しかしそれ以上に、青紀と茶釜の二人のあやかしに、親しみがわいていた。

　それがことのほか嬉しくて笑えた。

「外に出て平気なのかな」

　熱いうどんを吹ふき冷ましながら問う。青紀は平然としたもの。

「純有のことか」

「見つかったらまた」

「これほど人目があるところで襲おそってくることはない。しかも茶釜が一いつ緒しよにいる。わたしが奴やつと対たい峙じしている間に、茶釜がおまえを連れて逃にげれば問題ない。そうなればわたしは、あれの息の根を充じゆう分ぶん止められる」

　息の根を止める。冷れい酷こくな言葉に、佐名はどきりとする。しかしそうしなければ、こちらの命が危あやうい。

「ご主人様。ご主人様は、ずっと家にいてくれるんですよね。もう逃げたりしないですよね」

　油揚げをもぐもぐしながら茶釜が問う。

「もう逃げたりしない。でも、あの家の主あるじになれるのか、わからない」

「ゆっくり考えればいいことだ」

　ぶっきらぼうな青紀の言葉には、そこはかとない配はい慮りよがある。しかし佐名には、のんびり構えてもいられない気がかりがあった。

「でも、急がなきゃいけないこともある。堂島家の異形の者。あれを放ほうっておけないし」

「放っておけば良いいんじゃないですか？」

　あっけらかんと茶釜は言う。

「わたしが逃げたことで、わたしの代わりに誰かが死ぬ。わたしはあそこに異形の者がいると知っているのに、それを黙だまって見過ごしていたら、それは異形の者が人を殺すのに協力したのと同じだもの。放っておけない。どうにかしたい」

「どうするつもりだ」

　食べ終わって箸を置いた青紀が、腕うで組ぐみした。

「あまり、うまくない方法だと思うけど。堂島琢磨に、屋や敷しきに異形の者がいると伝えて……」

「もし、おまえが望むなら。わたしがその異形の者を滅ほろぼしてもいい」

「え？」

「それで気が済むなら、簡単なことだ。わたしに勝てるあやかしも異形の者も、そうはいない」

　誇っているわけではなく、事実を淡たん々たんと告げる口調だった。

　そのとき三人が座る卓に影かげがさす。誰が来たのかと視線をあげて、佐名は目を丸くした。

「どうも。忽那先生とお嬢じようさん」

　卓の傍かたわらに立ったのは、ちびた紙巻き煙草たばこを咥くわえた桂川龍介だった。彼は鳥打ち帽のつば先を下げて礼をし、断りもなく青紀の隣となりの空席に座った。氷のように冷たい青紀の眼まな差ざしにも動じる様子はなく、彼はまじまじと青紀を見返してから、ふうんと息を吐はく。

「座って良いと許した覚えはないが？」

「固いこと言いっこなしさ。しかしあんな怪け我がをしたのに、もうピンシャンしてるな先生。やっぱりあんた、人じゃねぇな。捜さがしてたんだ、あんたをさ」

「純有に金でも掴つかまされたのか？　命が惜おしくないと見える」

「あの悪党は関係ねぇよ。俺自身の用事があるんだ、あんたに──正確に言えば、そっちのお嬢さんにだ」

「ご主人様になんの用だ」

　警けい戒かい心しんむき出しの茶釜が鼻の付け根に皺しわを寄せたが、龍介は肩かたをすくめた。

「そんな顔するな、坊ぼう主ず。別に悪さするつもりはねぇんだ。ただ、お嬢さんに協力できないもんかと思ってな」

「協力？　わたしに？」

　口の端はじにある紙巻き煙草を上下に揺ゆらすと、龍介は椅い子すの背もたれに肘ひじをかけた。

「堂島家のことだよ。知りたがってたろう、堂島琢磨の人となりを。堂島家のことをあれから色々と調べてみた。それを教えてやろうと思ってな。見返りは要求しねぇ」

「本当ですか」

「ああ。ただし、なぜ次々に嫁よめが死ぬのか、その原因を聞かせてくれ。べつに雑誌に売ろうってんじゃねぇ。俺の集めた情報の中で、どれが役に立つか取捨選せん択たくして教えてやれるってことさ。膨ぼう大だいな情報を全部話して聞かせるなんざ、非効率このうえねぇからな。俺が話を聞かずに不要と判断して喋しやべらなかったことが、必要な情報かもしれねぇし」

「いやに親切だな、桂川。何か下心か」

　卓に頬ほお杖づえを突つくと、青紀は薄うすら笑いで龍介に流し目をくれる。人をぞっとさせるような気配はあるが、同時に艶なまめかしくもあり、龍介はわずかに顔を強こわばらせたものの、青紀から目が離はなせないようだった。

「あるもんかよ。堂島のことを教えてやらねぇと、お嬢さんが真っ向から堂島に出向きそうで、おっかねぇと思ったんだ。俺だって人死にが出るのがわかってて知らん顔もしたくねぇからな」

　佐名は青紀と顔を見合わせた。話しても良いものだろうか。佐名の迷いを感じたらしく、青紀が問う。

「わたしたちのことを、恐おそれないな」

「俺はあんたにちゃんと報ほう酬しゆうもらったし、良い客だったからな。怖こわいとは思わねぇな。そっちのお嬢さんなんざ、どうやったら怖がれるよ」

「なるほどな。佐名」

　青紀は頷く。

「この男、利用する価値はある」

　佐名は苦笑いした。

「言い方が良くないよ。協力してもらうのに越こしたことはない、くらいにすれば良いのに」

　くくくっと、龍介が笑う。

「物書きが、言こと葉ば遣づかいがなってねぇと言われてるぞ」

「失礼ですね。青紀様は立派なへぼ物書きです」

　と茶釜が怒おこったように言うのは、庇かばったつもりだろうが、そうは聞こえない。

「桂川さん。協力をお願いします」

　佐名は頭を下げた。

　人の目も耳もあるので、うどんを食べ終わった佐名たちは、龍介を家に連れて行った。

　龍介を家に招いてわかったことは、この家は確かに浅草七區にあるのだが、佐名や茶釜、青紀が一緒にいないと、人間には見つけられないという不思議な現象が起こっていることだった。

　七區にある家の棟むね門もんを見た龍介は、ひどく驚おどろいていた。彼は青紀の家を知ろうとして、この界かい隈わいが怪あやしいと目ぼしをつけて何度も調べたらしい。それなのに今、棟門がある場所に門は見つけられず、行き止まりだったような気がする、と言った。記き憶おくが曖あい昧まいになっていることも、驚いていた。

　客間の一つに招き入れ、茶釜が子こ狸だぬきに戻もどって茶を出すと、龍介は面おも白しろがってげらげら笑った。しかし話が始まると、彼の表情は真しん剣けんそのものに変わった。

「堂島骨董商会の主、堂島琢磨の嫁が五人も立て続けに亡なくなってるのは、改めて調べてみたところ事実だ。どれも事故死、病死、事故死、事故死、病死で、それぞれの死には不ふ審しんな点はないが、まあ、死にすぎだな。で、あんたはその原因を知ってるんだな」

　端たん座ざした佐名は、背筋を伸のばして頷うなずく。

「はい。わたしは昔から幽ゆう霊れいやあやかしが見える質たちだったんですが、結けつ婚こん式の日に、とても怖い異形の者と会いました。あの家には邪じや悪あくな異形の者が取り憑ついていて、間ま違ちがいなくお嫁に来た女の人を食べてるんです。異形の者はわたしを喰くうと、言いました」

「囓かじられて死んだ奴は、いねぇが」

　龍介が不審げな表情になると、青紀が口を開く。

「あやかしや、異形の者が人を喰うときは喰う者の性質によって、実際に獣けものに喰われたようになる例もあれば、魂たましいが食い散らされることもある。魂が喰われる場合、人は病死したり事故死したり、ふいの死に見み舞まわれる。堂島の場合は後者だろう」

「ふぅん、なるほどな」

　顎あごに手を当てた龍介は、佐名と青紀の話を自分の中に吞のみ込むために、咀そ嚼しやくしているようだった。しばらくすると頷く。

「わかった。その異形の者が次々嫁を喰ってるわけだ。そしてそれを堂島琢磨は、知らないだろうと」

「はい。おそらく。次々妻が死ぬなんて、商売をしている者にとっては印象の良くない話です。商売を大切にしている人なら、絶対に見過ごすはずないと思うんです。堂島琢磨が商売に熱心なら、ですけど」

「熱心だぜ、そりゃもう。商売のために生きてるような奴やつだ」

　口の端に咥えた煙草を手に取り、龍介は茶釜に「火をくれよ」とねだる。茶釜は嫌いやそうな顔をしながらも、狸火を出して火をつけてやった。「こりゃ便利だな」と笑った龍介は、ちびた煙草を美味うまそうに一口すってから膝ひざを崩くずす。

「何せ商売をうまく回すために、恋こい人びとを因いん業ごう爺じじいに売り渡わたすくらいだからな」

「え……恋人を？」

「最初の結婚前、琢磨には恋人がいた。いっとき赤あか坂さかにあった、ローヤル館って劇場に出てたオペラ女優と恋こい仲なかだったらしいぜ。古いが写真も見つけた。大正六年のものさ。ローヤル館関係者の集合写真。その中の右端から二番目が、琢磨と恋仲になった女」

　龍介が懐ふところから出して佐名に渡したのは、劇場の舞ぶ台たいらしき場所に並ぶ二十人ほどの男女の集合写真。右端から二番目に、洋装を身につけた女性がいた。和服姿の多い中で、彼女の存在は目をひいた。ぴたりと体に沿うような丈たけの短い上着と踝くるぶしまでのタイトなスカート。髪かみはきっちりとまとめて、濃こい口紅とアイラインが、気の強さを物語るようだ。

「幼なじみだったようだぜ。とはいえ、女のほうは堂島家に出入りしていた職人の娘むすめさ。豊とよ田だ千ち代よって女だ。美び貌ぼうと声の良さを演出家に認められて、修しゆ業ぎようしてオペラ女優になった。琢磨は随ずい分ぶん援えん助じよして、そのうち恋仲にってことだ」

「その人を売った？」

「琢磨も二十五歳を過ぎて、そろそろ結婚するんじゃねぇかと周囲は噂うわさしてたようだが、堂島の両親が猛もう反はん対たいして、琢磨はそれを受け入れた。そのうえでだ。堂島家の上じよう顧こ客きやくだったさる華か族ぞくの爺じじいが千代を気に入ったとかで、愛人として差し出したようだな」

「差し出すって。人を物みたいに渡せるわけないです」

「それができたんだ。千代が女優になるために、琢磨は資金援助をしてた。まったくの厚こう意いだったらしいが、急に堂島家は『あれは金を貸したのだ。借金だ。貸した金を返せ』と迫せまったらしい。返せねぇと言うと、じゃあ、因業爺が借金の肩かた代がわりをしてくれるから、あの爺の言うことを聞けとなったらしい。で、千代は泣く泣く爺の愛人。だがその後、一ひと月つき経たたずに自殺。琢磨は翌月に最初の結婚をして、その妻が三カ月後に階段から落ちて事故死だ」

「ひどい」という佐名の呟つぶやきに同調し、茶釜もぷんぷく怒って足を踏ふみならす。

「堂島琢磨という奴は、最低の冷血漢ですね」

　龍介は肩かたをすくめた。

「琢磨自身は、もともとそれほど悪い奴じゃなさそうなんだがね。学校時代の友人たちに訊きいても、気の優やさしいお坊ぼつちゃんだったってのが共通の印象で。しかしだからこそ両親の意向にも逆らえなかったんじゃねぇかな。で、言われるままに恋人と別れ、言われるままに恋人を上客に差し出した。それで翌年喪もが明けるとすぐに、二番目の嫁を取り、これは半年で病死。それから次々と嫁をもらっては死なせた。喪が明けてもねぇのに嫁を取ったこともあったようだが、全員が全員、一年経たずに死んだ」

「じゃあ実際、堂島琢磨に関かかわって亡くなった女性は、豊田千代さんを含ふくめて六人。あの異形の者はいつから取り憑いてたの？　どこから来て、どうして堂島に？」

「堂島琢磨の代以前に、それに似たような、女が次々と死ぬことはあったのか」

　青紀の問いに、龍介は首を横に振ふる。

「ないね。それどころか堂島家は、不思議なほど何もかも、とんとん拍びよう子しに上手うまくいってたようだ。それが突とつ然ぜん、琢磨の結婚をきっかけに妙みようなことが起こり始めた」

「じゃあ、堂島琢磨を巡めぐって何かが……？」

　唇くちびるに指を当て、佐名は手にした写真を見下ろす。こちらを見つめる女性の瞳ひとみ。その眼まな差ざしがふいに数日前の記憶を刺し激げきし、ぞっとした。

「この人」




　　　　二




　この瞳には見覚えがある。随分と、何もかも変わってしまっているのだが、瞳の奥にある気の強そうな色。

「あの異形の者は……この人だ」

「そんなに美人な異形の者なんです？」

　写真を覗のぞき込む茶釜が嬉うれしそうに尻尾しつぽをぴくぴくさせるので、青紀が呆あきれ声で突つっ込む。

「それでは異形ではないだろう。どういう意味だ、佐名」

「わたしが見たのは、ぶよぶよした大きな顔をした異形の者だったの。襖ふすまの倍くらいの大きさで、膨ふくれあがってるから人相と呼べるようなものすら、ないような。ただ大きな目がわたしを見ていて。でもその目が……この人の目と同じ気がする」

　佐名は写真から視線を上げた。

「この人、豊田千代さんは自殺したって言いましたよね。まさかあの堂島邸ていで」

「いや。死んだのは愛人の家として爺から与あたえられてた、下した谷やの貸家だ。首をくくった」

「でも、間違いないと思うんだけど」

「呪のろいや執しゆう着ちやくは場所や時間を超ちよう越えつする。その女が死んだ場所が堂島邸ではなかったとしても、その怨おん念ねんゆえに霊れい魂こんが異形の者となり、屋や敷しきに憑くことは考えられる」

　青紀の言葉に、佐名ははっとする。

「そうか。だから、座敷童が」

　佐名は堂島に取り憑いている者を、あやかしではない、と思った。それを座敷童は、違ちがいがわかるのかと言っていた。それは堂島の異形の者が、あやかしとは呼べない者だったからだ。

「ねぇ、あやかしと、異形の者と幽霊と。全部違うのよね」

「あやかしは命ある者だ。妖よう力りよくを宿す人ならざる者だが、生きている。幽霊は死者。魂こん魄ぱくだ。異形の者は、生ある者と魂魄とどちらの場合もあるが、奇きっ怪かいな姿で、その力は妖力ではなく、怨念、執着、嫉しつ妬と。あるいは享きよう楽らく、愉ゆ悦えつ。その者が抱かかえる様々なものが力となり怪かい異いを引き起こす。自ら抱えるものが巨きよ大だいになりいびつになるが故ゆえに、異形の者は姿が歪ゆがむ。ことにこの異形の者は、人の命を取り込んでいる。それは穢けがれだ。穢れによってますます力は強まり、ますます姿は歪む」

　青紀の説明を聞いて、龍介が「へぇ」と感心した声を出す。

「じゃあ、堂島に取り憑いてるのは、捨てた女の悪あく霊りようってとこか。同情の余地はねぇな」

　確かに、堂島琢磨には同情の余地はない。しかし。

「でもこの千代さんには、同情の余地がある」

　再び写真の中の女性に目を落とす。美しい人だ。希望に満ちあふれ、胸を張って世間を強気に渡っていくのだと、そんな気き概がいを感じさせるこの人が、恋人に捨てられて無残な異形の者となっている。そして自分を捨てた恋人の妻たちを殺し続ける。哀あわれだ。

　しかし千代の怨念の犠ぎ牲せいになった、そしてこれからも犠牲になるだろう妻たちは、もっと哀れだろう。

「悲劇のヒロインってやつかもしれねえが、癇かん癪しやくが過ぎるぜ。次の嫁よめも殺されるんだろうし」

　そこで龍介が、何かを思い出したように佐名を見る。

「そういや、あんた。筒乃屋の奉ほう公こう人のタミって娘は親しいのか？」

「タミちゃんですか？　はい。大人しくてすごく良いい子で。タミちゃんが何か？」

「再来週には、あんたの代わりに堂島に嫁とつぐらしいぞ」

「えっ!?　なんでタミちゃんが」

　血の気が引く。

「あんたが逃にげだしたことで、堂島はかんかんだ。筒乃屋も面めん目ぼく丸つぶれで、堂島に責められ、あんたの代わりに、手て頃ごろな娘をすぐに琢磨と結けつ婚こんさせることにしたらしいぜ。それで堂島も手を打つと話が決まったと」

　タミは佐名の一つ年下で、秩ちち父ぶから親類の紹しよう介かいで筒乃屋に奉公に来た。貧しい農家の娘らしく、つらい奉公でも、ちゃんとご飯が食べられて、接つぎの当たっていない着物が着られるのだから我が慢まんすると言っていた、辛しん抱ぼう強づよい良い子だ。

（タミちゃんが、死んじゃう。わたしの代わりに）

　躊躇ためらっていられない。是ぜが非でも、今すぐにでも、堂島の異形の者をどうにかしなければ──タミが死ぬ。

　佐名は青紀のほうに膝ひざを乗り出す。

「うどんやで、堂島家の異形の者を滅ほろぼしても良いって言ってくれたけど。本当に、力を貸してもらえるの？」

「おまえがここの主あるじとしてあるならば、わたしたちはおまえに仕える者だ。なんでもする」

「ぽん」

　と、茶釜も頷うなずく。

　ゆっくり考えれば良いと言ってはいても、やはりあやかしたちは主として佐名が欲しいらしい。言葉の端はし々ばしにそれが漂ただよう。

（まよいがの主になる……）

　決心はつかない。あやかしたちは佐名を喰くう気もなく、家の主として心から佐名を求めてくれている。今はそれが理解できたし、この家にいれば、これからどうやって生きるかを迷わなくてすむ。

「主になる」と答えるのは簡単で、佐名にとっては有り難がたいことなのだ。

　ただやはり、考えたこともないのに簡単に引き受けていいのか迷う。彼らが心から欲し、十五年もの間捜さがしたその重みを、簡単に引き受ける覚かく悟ごもない。

　しかし青紀の力を借りなければ、異形の者など倒たおせない。

　主になる躊躇いと、堂島の異形の者をどうにかしなければという焦あせりが、一本の綱つなを左右から引き合う。

「……かりそめに」

　言葉が口を衝ついて出た。

「かりそめにでも、主になれば力を貸してくれる？　わたしはまだ決心がつかない。けれど、今かりそめになら、きちんと向き合って、ここの主になれるかも。そしたらわたしに力を貸して、堂島の異形の者を倒すのを手伝ってくれるの？　それなら、わたしはかりそめの主になる」

　青紀の瞳を見つめる。怖こわいくらいの綺き麗れいな瞳の奥にある心の動きを、佐名は読めない。彼はただじっとこちらを見つめた。

「かりそめの主か」

「そう」

　青紀は静かに頷く。

「いいだろう。かりそめの主。力を貸す」

　茶釜は無言で、くるりと嬉しげに宙返りした。

　龍介は彼らの会話の半分は理解できないらしく、首を傾かしげながら言った。
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「まあ、要するに。忽那先生が堂島家に乗り込んで、異形の者をやっつけるって寸法かい？」

「さすがにそれはできない」

　足を崩くずした青紀は憂ゆう鬱うつそうに、立て膝に頬ほお杖づえを突く。

「何年も巣くっている場所はその者の懐ふところと同じで、有利だ。あの程度の異形ならば、手こずっても倒せるとは思うが。そうなった場合、相手の懐である堂島の屋敷がどんな様になるかがわからない。異様なことが起これば妖狩寮の連中が、純有のみならず、他ほかで活動している連中も大挙してくる。その後はわたしを血ち眼まなこになって捜し始める。それは避さけたい」

「どこかにおびき出して、結界を張りましょうか」

　茶釜が髭ひげをそよがせながら提案するが、青紀は難しい顔だ。

「悪くはないが。邪じや魔まが入る可能性はある」

「この家に誘さそい込むのはどう？　堂島邸が異形の者の懐なら、ここはあなたの懐じゃないの？」

　佐名の言葉に、青紀は口の端はじに微かすかに笑えみを浮うかべる。

「どちらかと言えば、おまえの懐だ」

「そうなの？」

「そうだ。わたしたちは、まよいがの主の懐を借りて住んでいる。ただ、おまえが言うように、ここがわたしの懐に近い場所だ。しかも邪魔は入らない。おまえさえ良いならば、ここに誘い込むのが一番いい」

「いいわ。ここにおびき寄せればいい」

「それにしても、問題はある。どうやってここまでおびき寄せるかだ。堂島の異形の者は、屋敷に憑いている。屋敷に憑いている者は、簡単に離はなれまい」

　それはそうだが、何か方法はあるはずだと、佐名は思考を巡めぐらせる。

　幼い頃ころ見た光景を、ふと思い出す。近所の子どもたちが雀すずめを捕とろうと四苦八苦しながら、楽しそうに遊んでいた光景だ。幼い佐名は羨うらやましくて、水をくみながら、どんなふうに雀を捕るのか横目で見ていた。

　つっかえ棒をした笊ざるの下に雀を集めようと、子どもたちは虫を捕つかまえてきて置いてみたり、稗ひえを撒まいたり。時には米が良いだろうと、家からこっそり持ち出したり。熟練らしい子どもが、「やっぱり餌えさが一番大事だ」と得意げに語っていた。

（餌があればいい）

　餌のあてはあった。顔をあげる。

「囮おとり。餌を使えばいいわ」

「僕は嫌いやですよ！」

　何を勘かん違ちがいしたのか茶釜が飛び上がるが、佐名は苦く笑しようして手を振ふった。

「違う、違う。茶釜じゃない。囮は、わたしよ。座敷童が言ってたもの。異形の者はわたしを追って、屋や敷しきをすこしの間離れたって。ということは、わたしはきっと美味おいしい餌なんだわ」

「あれかい？　馬の鼻はな面づらに人にん参じんぶら下げて、それで走らせるようなもんか。さしずめ、お嬢じようさんは人参か」

「馬の足が存外速く、人参に食いつかれることもあると思うが」

　龍介の軽口に、青紀は苦い顔をする。

「そこをなんとかするのが、忽那先生じゃないのかい？」

「かりそめの主にしろ、主を囮にするのは気が進まない」

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　なんの根こん拠きよもなかったが、請うけ合った。青紀はますます顔をしかめた。

「わたしが、ここに堂島の異形の者を招き入れる。だからお願い。そいつを倒して」

「……わかった」

　不承不承の様子ながら、青紀は頷いた。

「じゃあ、あとは、わたしがどうやって堂島の異形の者の前に現れるか、考えなくちゃ。美味しい餌だよって見せびらかして、追いかけてもらわないと」
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（なんと異様な気配の屋敷だ）

　日本橋區濱町にある堂島邸ていの門前で、純有は足を止め、門の中を見つめていた。

　座敷童が口にした「堂島の異形の者はもう五人もお嫁よめさん殺しといて、これからもずっと殺し続けるんやから」という言葉が、純有は気になっていた。

　一いつ旦たん、京都にある妖狩寮に連れん絡らくを取り、浅草に焔一族に関かかわるあやかしの気配ありと知らせたついでに、東京市内に五人もの人を殺した異形がいるという情報がある、とも知らせた。

　返答は「焔一族に関わるあやかしを追うことに専念せよ」だった。「目的以外は無視せよ」との命令だ。

　ただ純有は、五人を殺し、さらに殺し続ける可能性がある異形の者を、本当にいるのなら放置してはならないと思った。あくまで個人的な行動として、「堂島」と「五人の嫁が死ぬ」という言葉を頼たよりに情報を集めると、簡単に堂島骨董商会にいきついた。あまりにも有名な話らしい。

　そして堂島邸に足を運んだのだが、屋敷を包む臭しゆう気きに顔をしかめた。普ふ通つうの人間が臭気に気づかないのは幸いだが、多少なりとも勘の良い人間ならば、屋敷に一歩でも入ると微かながら臭においを感じるだろう。それほどまでに屋敷の空気は濁にごっている。

（六人目の犠ぎ牲せい者しやになるはずだったあの娘むすめが、焔一族で幸いだったようだな）

　堂島琢磨の六度目の結けつ婚こん式の日、花嫁が逃にげ出して行方知れずになったことも、かなり噂うわさになっていた。娘は筒乃屋という大おお店だなの養女で、野村佐名と言ったらしい。それがあの焔一族の娘に間違いなかった。

　頭痛が起こりそうな臭気の中に、ふと甘い香かおりが流れてきた。それが何者かの気配と察した純有は、道路の向かい側の路地に身を隠かくす。路地から表通りを覗き見ると、黒い二重回しを身につけた美しい青年が、ゆっくりとこちらに向かって歩いてくる姿を認めた。

　忽那青紀だ。
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（いたか。純有）

　青紀は薄うつすら笑う。佐名の望みを叶かなえるために堂島邸を探さぐっていた彼は、周囲をうろつく純有の姿を発見したのだ。なんのつもりか知らないが、屋敷をつぶさに観察している様子から、彼が堂島邸の異形の者に興味を抱いだいているのは明らかだった。

　妖狩寮の者が異形の者に興味を示すということは、それを滅めつする用意をしているということ。どこかで堂島の噂を耳にして、放ほうっておけないと考えたのだろう。それは純有個人の判断に違いない。

（犬の分際で、随ずい分ぶん、生き真面目まじめだな）

　妖狩寮が、いくら人を喰くい殺そうが市し井せいの異形の者を滅せよと、犬どもに命じることはないと、青紀は経験的に知っている。彼らが犬に命じるのは、帝てい政せいを脅おびやかす存在に対して。あるいは──利用価値を見いだした存在に対して。恐おそれながらも欲ほつするものが、彼らにはある。それの最たるものが、焔一族だろう。

（どちらにしても、邪魔をされては困る）

　純有に気づかないふりをして近づいていくと、彼は身構えた。しかし周囲には幾いく人にんも通行人がいる。互たがいにここで、何もできはしないだろうと知ってはいるが、彼の緊きん張ちようの度は増す。

　青紀は堂島邸の門前で足を止め屋敷を見上げてから、また歩き始める。すると純有が距きよ離りをとってつけてくる。青紀は屋敷の周囲をゆっくりと歩き、中の様子を窺うかがっている様子を見せてやった。

　純有は、青紀は何をするつもりなのかと訝いぶかしむだろう。同時に、必ず何かを仕し掛かけてくると判断し、堂島邸に張り付くはず。それが狙ねらいだ。

　再び門前まで戻もどってきた青紀は、突とつ然ぜん、純有をふり返った。目が合ったので微笑してやり、早足で近寄る。相手は身構えようとしたが、周囲には多くの通行人がいた。純有が躊躇ためらっている間に目の前に迫せまり、錫しやく杖じようを握にぎる純有の手に、手を重ねた。

「貴君には、この前は大変世話になった」

　にこやかな表情とは裏腹に、重ねた手に力を込めた。指を折る寸前の力だ。

　痛みに顔を歪ゆがめた純有の額に、脂あぶら汗あせが吹ふき出す。

　青紀は、やろうと思えばこの瞬しゆん間かん、純有の指の骨など粉々に砕くだける。

「放しなさい」

　純有が呻うめくのみなのは、人目がある場所で大立ち回りなどできないから。

　妖狩寮の存在は公おおやけになってはならない。みだりに世の人に知らしめることがあれば、死をもって償つぐなえと教えられているはずだ。青紀はそれを熟知しているからこそ、こんな行動に出ている。

「あやかしめ」

　屈くつ辱じよくの声を微笑で受け止めて、青紀は純有の耳元に唇くちびるを寄せて囁ささやく。

「なんの目的でここに来たのか知らないが、わたしたちのやることを邪じや魔まするな」

「あやかしのやることを、承知すると思うのですか」

「承知などしなくて結構。黙だまって見ていろと言っている。人にとっても悪いことではない。邪魔するようなら、容よう赦しやしない」

　ぎっと音がするほど力を込めると、純有は苦痛の声を出した。それと同時に青紀は手を離したが、純有は錫杖を取り落とし、右手を庇かばってその場にうずくまり痛みを堪こらえる。

　しばらくすれば痛みは引くだろう。痛みに堪たえる純有を見下ろし、ふっと笑って青紀は身を翻ひるがえす。甘い、安あん息そく香こうの香りだけを残して。
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　堂島琢磨のもとに、桂川龍介という探たん偵ていから連絡が来たのは、六度目の結婚式を七日後に控ひかえたときだった。出しゆつ奔ぽんした花嫁、野村佐名の居所を掴つかんだという知らせで、相応の金を出せば居場所を教えるという。

　堂島家としては、今いま更さら野村佐名を嫁にする気はなかったが、体面を潰つぶした女を捕とらえて、筒乃屋に突つき返して恩を売るのは悪くないという意見にまとまった。それを伝えると桂川は、「そちらに伺うかがうので、屋敷の中に一つ座敷を用意してほしい。そこで堂島琢磨本人に、野村佐名の居所を知らせる」と返事をしてきた。

　堂島家は北の離はなれの一室を用意した。

　約束の日。桂川はいつ来るのかと待ちわびていた堂島家だったが、そのうち日が落ちた。堂島家の者たちは「騙だまされた」と憤ふん慨がいしたのだが。

　しかし、空気も凍こおるほど寒い夜よ更ふけ。

　桂川龍介は、人一人が入るほど大きな葛籠つづらを二人の運送屋に担かつがせて現れた。深夜近くに現れたのもさることながら、大きな葛籠を持参したことに戸と惑まどう堂島家の者たちに桂川は、「この時間になったのには理由がある。さらにこの葛籠は必要なもので、堂島琢磨に見せるのだ」と言って憚はばからず、結局、葛籠とともに離れの座ざ敷しきに通された。

「わたしが堂島琢磨です」

　和服姿で現れた落ち着いた様子の男に、探偵は、被かぶっていた鳥打ち帽をとるでもなく、つばに軽く触ふれただけで、「どうも」と頭を下げた。

　離れは二間続きの和室があるだけの小さな建物。裏庭に面して濡ぬれ縁えんがある。滅めつ多たに使われないため電気を通していないので、灯あかりは天てん井じように吊つるしたランプのみだった。

「野村佐名の居所を知っているとか」

「はい」

「どこにいる」

「まあ、まずは。ちょっと失礼します」

　おもむろに立ち上がった桂川は、濡れ縁に面した障子を開く。冷気が吹き込み、天井に吊されたランプが風に揺ゆれ、壁かべに映る彼らの影かげが大きく揺らぐ。

「どこにいるのだと聞いているのだがな」

　いましも床とこにつこうとしていた堂島は、常識外れの訪問者のためにわざわざ着き替がえをして出てきたのだ。一日の疲つかれもある。

　苛いら立だつ声に焦あせる様子もなく、桂川はゆっくりと葛籠に向かう。葛籠の傍かたわらに立った桂川の顔は強こわばっていた。彼が悠ゆう然ぜんとして見えたのは、その実、緊張のあまり動きがぎこちなくなっていたためだと知れる。

「ここに」

「何」

　細い堂島の目がさらに細くなり、不ふ審しんもあらわな表情になった。

「この葛籠の中にいます」

　桂川は葛籠の蓋ふたを開く。
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　狭せまい葛籠の中で、佐名は身を起こした。縁ふちに手をかけ身を乗り出すと、龍介の手を借りて外へ出る。堂島琢磨は驚おどろきのためにか、立ち上がっていた。

　龍介は、そろりそろりと濡れ縁のほうへと移動していた。驚きよう愕がくのあまり堂島の注意がそれているのをいいことに、濡れ縁へ出て裏庭に飛び降り、そのまま裏木戸へ駆かけだす。

（桂川さんは、手はず通り逃にげた）

　緊張のあまり喉のどはからからだったが、意識は鮮せん明めいでやるべきことは理解していたし、気力も充じゆう分ぶんだ。

（今度は、わたしだ）

　逃とう亡ぼうしたときと同じ掛かけ下した姿で、佐名はその場に座って三つ指を突く。

「堂島琢磨様。あなたの嫁よめとなる野村佐名、帰って参りました」

　ぞろりと、何かが畳たたみを這はう音とともに、強きよう烈れつな腐ふ敗はい臭しゆうが漂ただよう。

（来た）

　やはり、反応している。

　佐名がわざわざ「帰って」と口にしたのは、佐名がまだ、堂島琢磨の嫁となる者であると認にん識しきさせるためだ。異形の者の執しゆう着ちやく心を呼び起こすため。

　驚きに声もなく立ち尽つくす堂島を、顔をあげて佐名は見つめた。

「無礼を承知で来ました。どうしてもお話ししたくて」

「今更何を話すと」

　ようやく口を開いた堂島だったが、未いまだまともに思考は働いていないように見えた。

「堂島様の奥様が、五人も次々に亡なくなったのには理由があります。この家に異形の者が憑ついているからです。それが害をおよぼしています。わたしも、逃げ出した理由はそれです。異形の者に殺されるとわかったからです」

　徐じよ々じよに驚きから覚めた堂島は、口元に嘲ちよう笑しようを浮うかべる。

「何を莫迦ばかな言い訳をするのかね、君は」

「言い訳ではありません。恨うらみを飲んで死んだ豊田千代さんが異形の者となり、この家に憑いているんです」

「千代のことなど、どこで調べてきた。もっともらしいことを言うが、本当に千代が祟たたっているとするならば、なぜわたしの妻を殺す。殺すならば、恨んでいるわたしだろう」

「それは、異形の者にしかわからないです。でも……信じてもらえていませんね」

　落らく胆たんして視線を落とすが、すぐにまた顔をあげた。

「わかりました。長々と時間もかけられません」

　佐名は今一度三つ指を突く。

　意を決した。

「結けつ婚こん式の前にいなくなって、失礼しました。けじめもつけないままに逃げたので、わたしはまだ堂島様の結婚相手のままです。そうですね」

　この問いに堂島が「そうだ」と答えれば、異形の者は明確に佐名を妻となる者──獲え物ものと認識するはず。

「わたしは間もなく別の嫁を取る」

「存じ上げています。ただ、わたしとの結婚を反ほ故ごにするとは、決まってません。今はまだ、わたしは堂島様の嫁となるべき女です」

「……それは、そうだが」

　堂島が答えた瞬間、さらに腐ふ臭しゆうが濃こくなり、佐名の視線の先にある襖ふすまがすうっと音もなく開く。堂島は背を向けているので開いたことに気づかない。ふり返ったとしても、佐名の目に見えているものは見えないだろうが──そこには異形の者がいた。

　巨きよ大だいな顔の、異形。膨ふくれあがった顔に、ぶよぶよとふやけて潤うるんだ大きな瞳ひとみ。にたっと口が開くと、人の歯とまったく同じ小こ粒つぶな歯が並んでいた。大きな赤い舌が、巨大な生き物のように口こう腔こう内でぐうっと持ち上がり、べたっと畳の上へ出てくる。

『もう逃がさないよ』

　おぞましさが、背筋を駆け上がった。

『喰くってやるからねぇ。今』

　佐名の顔色が青ざめ、自分の背後を凝ぎよう視ししているのに気づいた堂島が、ふり返った。

（今だ）

　懐ふところに入れていた石を取り出し、天井に吊されたランプに向かって投げつけた。

　ランプが畳の上に落ちた。激しい音はしたもののランプは割れず、内部の密閉によって火が消えた。暗くら闇やみになると同時に、赤い舌がどっと佐名に向かってきた。跳はねるように立ち上がると、濡れ縁へ走り、裏庭に飛び降りる。

「どうした!?」

　何が起こったのか理解できないらしい堂島が、暗闇の座敷で声をあげていた。暗さで動けないのだろう。外のほうが微かすかな星明かりがあるぶん、仄ほのかにものの影がわかる。
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　離はなれの座敷をふり返ると、濡れ縁に、ぞろりと這い出るものがあった。

「茶釜、お願い！」

　佐名の一歩目の前にぽっと狸たぬき火びが灯ともる。

　茶釜は浅草の家にいるのだが、遠い場所から狸火を貸してくれていた。

　その狸火で見えてしまったのは、這い出てきた異形の者の姿。

　襖二枚分にもおよぶ、膨れあがったぶよぶよした顔。顔の後ろ側には、申し訳程度の髪かみがあった。まばらで、長く、ふやけた皮ひ膚ふに張り付いている。そして顔の背後には、顔の異様な巨大さに似合わない、普ふ通つうの人と同じような細い首と、肩かた、手足。粋いきな縞しまの着物を身につけた女の体が引きずられている。

　体には力も意思もなさそうで、巨大な顔に引きずられるお人形のようだった。しかしそれが、異形の者の体であるのは間ま違ちがいない。

『逃がさないよ』

　ひび割れた声。佐名は身を翻ひるがえし、駆けだす。裏庭を突つっ切り裏木戸をくぐり、街路に飛び出す。街路に人通りはなく、肺を刺さすほど冷たい空気が満ちている。一いつ旦たん足を止め、ふり返る。

『待て』

　声と腐臭が近づいてくる。それが裏木戸まで到とう達たつした気配を確認し、全力で北に向かって再び走り出した。

　先導するのは狸火。
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「何が起こった」

　純有は思わず口にした。

　忽那青紀が、堂島家を巡めぐって不ふ穏おんな動きをしているのを、黙だまって見ていられる純有ではなかった。あやかしたちは必ず何か仕し掛かけてくる。それを確信していたので、この数日間は昼夜、堂島邸ていの見える場所に身を潜ひそめて見張っていた。

　突とつ如じよ、夜よ更ふけに大きな葛籠つづらを持って桂川龍介が現れ、中に入った。しばらくすると裏口から龍介が飛び出して闇に消えた。それを追うか否いなか考えていると、すぐにまた同じ場所からもう一人が出てきた。

　野村佐名だった。彼女は小さな灯あかりを伴ともなって、走り出す。するとさらに今度は、異形の者が這い出してきたのだ。醜しゆう悪あくな姿の異形の者は、佐名を追う。

　あやかしたちが何を画策し、何が起こったのかは、わからない。

（しかしこれは絶好の機会だ）

　世の噂うわさになっているほどの邪じや悪あくな異形の者と、焔一族の娘むすめ、同時に滅めつすることができる。

　勇んで、身を潜めていた暗闇から躍おどり出た。

「動くなよ、坊ぼうさん」

　背中に固いものが当たった。

（何!?）

　いつの間にか背後に、桂川龍介がいた。さらに純有の背中に押し当てられているのは。

「下手なことをすると、あんたの体に風穴があくぜ、なんてな。活弁がよく言ってるじゃねぇか。言ってみたかったんだよな」

　純有の背中にあるのは、銃じゆう口こうに違いなかった。

　龍介が拳けん銃じゆうを手に入れているのも驚おどろきだったが、それ以上に、銃口を押し当てられるまで、彼の気配をまったく感じられなかったことが衝しよう撃げきだった。

「背後をとるとは。あやかしの業わざか」

「なんと、子狸の業だ。隠おん形ぎようだとさ。ちなみに拳銃は先生が手配してくれた。このくらいねぇと、俺はあんたを押さえ切れないだろうってな。亜あ米め利り加か製のコルトＳＡＡシビリアンというやつらしい。俺にはこれが有り難がたいのかなんなのか、わからないが、撃うち方だけは覚えた」

「あやかしの仲間となったのですか、あなたは」

「仲間になった覚えはないがね。寝ね覚ざめの悪い真似まねはしたくねぇなと思ってたら、行きがかり上こうなっちまった」

　隙すきを探して、背後の気配を探さぐりつつ、問う。

「それで、どうするつもりです」

「あんたが邪じや魔ましないように、こうしておくだけさ」

「いつまでです」

「さあ、いつまでか。忽那先生に確かく認にんしてなかったな、そういや」

　龍介は微かに笑った。

「まあ、夜明けまで頑がん張ばってりゃなんとかなるだろうさ。時間はたっぷりある、世間話でもするかい？」

「そうですね」

　と答えた純有は、内心では「あなたにつきあっていられるか」と冷えた声で答えていた。今は背中に銃口を突きつけられて、動くに動けない。しかしそのうち相手も気が緩ゆるみ、つけこむ隙が生じるはず。

（そのときを逃のがさず、この者をたたき伏ふせ、焔一族と異形の者を追う）

　錫しやく杖じようを軽く握にぎり直した。
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　冷たい夜風に吹ふかれ、青紀は日本橋區にある銀行の、四角い煉れん瓦が造りの建物の上にいた。そこからは日本橋區から浅草區までを見み渡わたせた。

（人のために、こんな真似をすることになるとは）

　人が何人異形の者に喰われようが、青紀は何も感じない。散々、自分たちの仲間を狩かり殺してきた連中なのだから、お互たがい様だと思う。そしてそれは彼が今まで仕えてきた、焔一族の者たちも同様だった。彼らは人でありながら人に疎うとまれ追われたのだから、根本的に人間に対して冷れい淡たんだった。

　しかし佐名は違う。奇くしくも彼女が口にしたように、彼女は焔一族というよりは、人間なのだ。人として育ったために、人のように考え行動する。だから人が喰われるのを黙って見ていられないのだろう。

「そんな主あるじは、いなかった」

　ぽつりと口にした。しかし彼女が焔一族であり、正しくまよいがを継つぐべき者なのは間違いなく、なおかつ、かりにでも主になるというのだから、従うのは当然だった。

　不満はない。ただ不安はある。佐名がもし、あやかしたちよりも人を選ぶようであれば、もはや焔一族とは言えないのではないか。

　このたびのことも、彼女は人間のために、異形の者を滅ほろぼしたいと思っているのだから、この不安は杞き憂ゆうとばかりは言えない。

　これは、見捨てられる不安か。

　妖よう力りよく強大なるあやかし。そのために同族は彼を恐おそれ、また人は彼を狩ろうとした。彼の周囲には生まれて百年、彼を恐れる者と憎にくむ者しかいなかったのだ。

　ずっと一人だった。

　自分がいられる場所はない。そう思っていたのに──彼を受け入れ、居場所をくれたのが菖蒲だった。だから彼女の望みを最も大切な約束として守ってきた。しかしそれは、青紀自身が自らの孤こ独どくを癒いやすためでもあったのだ。

　だから青紀は、まよいがを是ぜが非でも守りたい。新しい主が、人間くさい娘でも、彼女が主でいてくれるなら、まよいがはあり続ける。ならば彼女が主でいられるように、してやるのだ。

　彼女が主として、人を喰くう異形の者を滅したいと望むなら、叶かなえてやろう。

　それで彼女が主でいてくれるなら。

　腐ふ臭しゆうが風に混じる。

　青紀は街路に目をこらす。すると暗い道を駆かけてくる白い掛かけ下した姿の少女と、それを追う異形の者が見えた。

　佐名だ。彼女を先導するのは、狸たぬき火び。

　それ以外に人ひと影かげはない。

　龍介はうまくやったらしい。

「手はず通りだな」

　青紀は主の名を呼んだ。

「佐名！」
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　走り続けた。

　息があがって苦しいが、速度を落とすことも立ち止まることもできない。ほんのわずかでも均きん衡こうが崩くずれれば、瞬またたく間に追いつかれる。

「佐名！」

　前方、銀行の四角い煉瓦造りの建物の上に、青紀の姿があった。彼は佐名の進むべき方向を指さす。それに従い、走る。恐きよう怖ふに駆られた佐名が闇やみ雲くもに走って方向を見失わないように、異形の者に気づかれない距きよ離りを置いて、青紀は彼女を見守り先導してくれていた。

　何かがあれば、町中であろうと青紀は異形の者に襲おそいかかる。

　しかしそれは極力避さけたいとは言っていた。

　純有が何かを嗅かぎつけたらしいが、彼の足は龍介が止めてくれているはず。

　ただし、町中で異様な気配の闘とう争そうを繰くり広げれば、純有を足止めしていても、彼以外の妖狩寮の者に気づかれ、呼び寄せる。その場を切り抜ぬけたとしても、その後が危あやうい。

　町中で暴れる危険なあやかしとして、青紀を標的にした、組織的な狩りが開始される可能性があるという。

（そんなことは、させられない）

　堂島の異形の者を止めたいのは、佐名なのだ。見過ごしておけないのも、佐名。あやかしたちにとっては、自分たちを追い狩る人間など、一人死のうが二人死のうが関係ないことなのだ。ただ佐名が、かりの主として助力を願ったから力を貸してくれているだけ。

　そんな彼らが徹てつ底てい的に狩られるような事態は、絶対に避けるべきだ。

（走れ！）

　もつれそうになる自分の足を叱しつ咤たして、足裏に力を込める。

　異形の者は疲つかれを知らず、にたにたと笑いながらも速度を落とさず、『待て』『待て』と囁ささやきながら追ってくる。ずるずると這はっているのに、異様な速さだ。気を抜けば距離が縮まる。

　走りに、走った。

　もう限界だと思ったところで、周囲が見慣れた景色になってきた。

（帰ってきた！）

　狸火が照らす細い路地の奥に棟むね門もんが開いている。中へ飛び込んだ。

　一直線に玄げん関かんに向かい、格こう子し戸どを勢いよく開けた。二番目、三番目の格子戸も開いて、廊ろう下かへあがると最さい奥おうまで駆け、ふり返る。異形の者が腐臭とともに、衰おとろえない勢いで迫せまってきた。

「離はなれろ、佐名！」

　異形の者を追う青紀の声が玄関から響ひびく。姿は見えない。廊下は、異形の者の顔でいっぱいだ。廊下いっぱいいっぱいの顔が、瞬く間に迫ってくる。

（逃にげなきゃ）

　青紀が異形の者に挑いどむのに、佐名が近くにいては足手まといになる。なんとか自分が、異形の者と距離を取る必要がある。

　廊下の最奥を曲がって、蔵のほうへ駆けた。蔵には頑がん丈じような戸がある、そこに閉じこもれば良い。

　一気に廊下を駆け抜け、蔵に飛び込み、戸を引こうとした。しかし戸は、重い。渾こん身しんの力で引いても、わずかに隙すき間まが開くばかり。

「なんで!?」

　茶釜はちょいっと触ふれただけで開けていた。あれは彼の妖力のなせる業わざだったのかと知り、愕がく然ぜんとするが、どうにもならない。異形の者が迫る。目の前だ。間に合わない。

　必死に戸を引くと、なんとか通れるほどの隙間が開く。そこを通り抜け、蔵の中へ走った。衣い桁こうを回り込み、奥へ。

　異形の者が戸の隙間にぶつかり、戸は弾はじかれたように大きな音とともに開く。

　佐名は最奥の壁かべに背をつけて、立ちすくむ。

（これ以上、逃げ場がない）

　異形の者が衣桁を倒たおしながら、勢いよく迫る。倒された衣桁にかけられていた着物が舞まう。

「佐名！」

　焦あせった青紀の声。

　異形の者の上へ、何枚も、何枚も、着物が落ちかかる。異形の者はうるさそうに顔をしかめた。花はな車ぐるまの裾すそ模も様ようの友ゆう禅ぜんが、さらに大きな顔を遮さえぎるように覆おおう。

『鬱うつ陶とうしい！』

　悲鳴のように異形の者が叫さけんで、花車の友禅を振ふり落とそうと大きく顔を震ふるわせた。

　佐名と異形の者の距離は、ほとんどない。恐怖に体が痺しびれていた。

　喰われると思うと同時に、花車の裾模様が目に鮮あざやかに飛び込んでくる。微かすかな記き憶おくの中で、母親の雪野がよく身につけていたもの。

　助けを求めるように、思わず心の中で呼んでいた。

（お母さん！）







　ぱんと、目の前が真っ白に弾はじけた。







　佐名は何度か瞬まばたきした。

　恐怖のあまりに、自分の中の何かがぷっつりと途と切ぎれてしまったのだろうか。

　何が起こっているのか、わからない。

　おそるおそる、辺りを見回す。上も下も右も左も、真っ白だ。ただ佐名の前方、五歩ほど離れた場所だけぼんやりと丸く色が浮ういている。円の中にはある光景が見えた。

　町中にある小さいながら趣しゆ味みの良い、一いつ軒けん家やだ。座ざ敷しきに二人の女が座っている。一人は派手な着物の女で、もう一人は洒落しやれた縞しまの着物を身につけた、美しい女。豊田千代だ。彼女は煙管キセルで煙草たばこをふかしている。

「千代ちゃんが、こんな地味ななりをしているなんてねぇ」

　千代の前に座った女は、派手な化け粧しようや着物に似合わない、素そ朴ぼくそうな口調だった。声こわ音ねには心からの同情が滲にじむ。

「あの爺じじいは、洋服が嫌きらいなのだって。全部捨てられたわ」

「そう。千代ちゃん、つらくない？」

「どうでもいいわ」

　素っ気なく答えると、千代は煙管を煙草たばこ盆ぼんに打ち付けた。

「ありがとう、来てくれて。わざわざ呼んで悪かったね。急に会いたくなったもんだから。さあ、お帰りよ。仕事があるんでしょう」

「うん。でも大だい丈じよう夫ぶ？　元気ないけど。なんなら仕事帰りに寄ろうか」

　女は眉まゆをさげる。

「いいよ。心配ない。仕事が終わったら、真っ直すぐお帰りよ。いつもあんたは、仕事終わりはぐったりじゃない。わたしは大丈夫だから」

　微笑ほほえんだ千代の顔を見て、佐名はぞっとした。なんという生気のない笑え顔がおだろう。

　女が立って家を出ると、千代はふうっと息を吐はく。

「ほんと、もう。全部どうでもいい」

　立ち上がると箪たん笥すの中から腰こし紐ひもを取りだし、お勝手へと向かう。踏ふみ台がある。千代は踏み台に上がると、何度も練習したかのように迷いなく紐を梁はりにかけた。

（あっ！）

　何が起こるのかを察して、佐名は目をそらした。かんと踏み台を蹴ける音がして、梁がきしむ。

　震えが全身に来て、止まらない。

　自分はどうしてこんなものを見ているのだろう。







「可哀かわい相そう」







　再び千代の声が聞こえた。

　目を上げると、円の中心には千代が立っていた。彼女の着物は乱れ髪かみも乱れ、首には腰紐が巻き付いていた。紙のように白い顔色。あきらかに死者だ。彼女は誰だれかを見つめて、涙なみだを流していた。視線の先にいるのは、座敷に座った白しろ無む垢くの少女。

「可哀相。こんな家に嫁とつぐなんて。琢磨の妻になるなんて」

　千代は絶望的に呟つぶやく。

「この子、子どもができない体だわ。もし堂島がそれを知ったら、この子どんなひどいことになるの？　わたしみたいに、ひどいことをされる。きっと、そう」

　千代は少女に寄っていく。

「逃げなさい。逃げられるうちに、この家から出るの」

　少女が不安げに周囲を見回す。

「逃げなさい。駆かけ落ちしたって良いいわ。ただ飛び出すのでも良い」

　ふいに場面が変わった。

　少女は普ふ段だん着ぎの着物を身につけて、両手にいっぱいの箱を抱かかえて階段を上っている。千代はその後について上っていく。上っていきながら囁ささやき続けている。

「逃げなさい。こんなに使われて、まるで奉ほう公こう人よ」

　少女の顔色が変わる。明らかに怯おびえている。

「ここにいてはだめよ。ほら、今はそんなふうに使われているだけですむけど、そのうち、わたしみたいにあつかわれる。逃げて。逃げなさい」

「もう、嫌いや！　だれなのよ、あなた！」

　叫んだ拍ひよう子しに少女は体の均きん衡こうを崩くずした。そのままどっと階段を転げ落ち、うっと呻うめくと動きを止めた。千代はそれを足元に呆ぼう然ぜんと見下ろす。

「死んじゃった」

　子どものように呟くと、少女の体に手を触れる。

「ごめんね。こんなつもりじゃ……」

　ふうっと黒い靄もやが、少女の体から千代の手を通して彼女の体にまといつく。黒い靄は清せい浄じようなものではない。おそらく穢けがれだ。意図せぬ死によって生じた穢れか。

　穢れは彼女の身の内に吸収されるように消えた。ぐんと、千代の顔に張りが出て頬ほおが丸くなる。

「ごめんね」

　目には悼いたむ色がありながら、彼女の意識とは裏腹なように、口元は微かに笑う。







　また場面が変わる。暗い部屋の布ふ団とんの中に一人の少女が寝ねている。彼女は枕まくらに顔を押し当て、ぐすぐすと泣いている。頬に青い痣あざができていた。そこにも千代がいた。

「だから、この家から逃にげなさいって言ったのに。ねぇ、聞こえてる？」

　千代は布団に馬乗りになる。少女がひっと声をあげるが、かまわずに少女に顔を近づけた。

「ねぇ、逃げなさい。逃げて」

　少女はひくひくと喉のどから奇き妙みような音を立てていたが、そのうち息が止まる。少女の体から、黒い靄のような穢れがたちのぼる。

「ああ、また。逃げてほしかったのに……」

　切なげに呟いた後、千代はにやりと笑った。

「でも、死んだのなら。……食べてもいいわね』

　語ご尾びがひび割れていた。千代はくわっと口を開く。ばりばりと口の端はしが裂さけ顔が膨ふくれ、大きくなり少女の頭をひとのみにする。







　また場面が変わる。別の少女が現れ、千代は『逃げろ』と囁く。そのときの千代は、顔が体と同じほどの大きさに膨れあがり、体の均衡を保てないのか、ぐらぐらと左右に揺ゆれ続けている。少女は事切れる。『仕方ない。死んだ。美味おいしそう』千代は少女の体を丸まる吞のみにした。

　四度、場面が変わる。千代は顔ばかりの異形の者となっている。もはや体が用をなさないのか顔だけで動き、体を尻尾しつぽのように引きずっていた。そして気の毒そうな顔をしながらも少女に言うのだ。『美味しそう』。

　五度。異形の者は嬉うれしげに、にやにやしながら言うのだ。『逃がさないよ。喰くってやるから』。







　佐名は耐たえきれず目を閉じ、両手で頭を抱えた。

（これは千代さんの記き憶おくだ）




　　　　二




　まざまざと見せられるそれに、胸が締しめ付けられる。

（千代さんは、堂島の嫁よめになる人たちを助けようとしたんだ）

　裏切られ、絶望し、命を絶った千代は堂島邸ていに取り憑ついた。そのときはまだ人としての理性があり、堂島の嫁となる少女たちに同情し、彼女たちを堂島から遠ざけて助けようとしていた。

　それなのに。

　最初の少女が千代の存在に怯え、事故死した。それが穢れを生み、穢れに触ふれた千代はおかしくなっていった。穢れを喰い、それに力を得て異形の者となり、もはや当初の自分の望みも忘れ、穢ればかりを喰らい自分の力としたいと欲ほつする、化け物へと。

（なんてことなの）

　胸が破れそうなほど、その境きよう遇ぐうがたまらなく哀かなしい。

　裏切られて、仕打ちに絶望し、命を絶ち。それでも自分のようになるかもしれない少女たちを、救おうとしていたのに。

　人を呪のろい殺すだけの異形の者になり、正気を失い、荒あれくるっている。

　運命だと、佐名は片付けられない。こんなひどいことが運命で片付いてしまうなら、神も仏もあったものじゃない。

「……助けたい」

　自然と口を衝ついて出た。追い払はらいたいのでもなく、滅ほろぼしたいのでもなく、助けたい。

　五人も人を殺した異形の者だ。だが人間は簡単に気持ちが歪ゆがみ、取り返しがつかないほどいびつになって、自分ではどうしようもなくなってしまうこともあるから。恨うらみを飲んで死んだ者なら、なおのこと。

　もし自分が千代だったら、どうなるだろうか。

　自分は罪もない人を殺したいとは思わない。

　千代だってそうだった。

　だが恨みや執しゆう着ちやく心や絶望、さらに不幸な偶ぐう然ぜんが折り重なって、自分を支配してしまったら──千代のようにならないと、言い切れない。そうならないために誰もが、ぎりぎりのところで踏ふん張る。けれど限界がきてしまうこともある。それを責められはしない。

「自分はそうはならない」「それは踏ん張りが足りなかった」と言い切れる人間はおそらく、本当の絶望や憎ぞう悪おを知らない幸せな人なのだ。







　助けたい。







　強い思いとともに目を開くと、その場の光景が鮮せん明めいに見えた。

　自分の鼻先に巨きよ大だいな異形の者の顔。赤く爛ただれた舌。腐ふ敗はい臭しゆう。皮ひ膚ふ感すらも感じられるほど間近な位置にいる。

　その背後には青紀が爪つめを立てるように構え、今にも異形の者に躍おどりかかろうとする姿。爪は輝かがやき、白い顔は美しく目は鋭するどく、一いち撃げきのもとに醜しゆう怪かいな存在を切り裂く予感がした。

　思わず佐名は叫さけんだ。

「だめ!!」

　はっと青紀が表情を変えるのと同時に、佐名は目の前で口を開いた化け物を呼ぶ。

「千代さん！」

　異形の者の動きが止まった。

『……千代……？』

　不器用に首が傾かたむく。

　青紀は身構えたまま、低く、焦あせったように呼ぶ。

「佐名」

　目配せして、佐名は青紀に伝える。

（待って。お願い）

　再び目の前にある巨大な顔、ことに目に視線を向けて、佐名は震ふるえる声で言う。

「豊田千代さんですよね」

　異形の者は喉に痰たんが絡からんだような、ごろごろという音を口から吐はき出しながら、怯ひるんだようにわずかに後退した。周りをうるさい虫でも飛んでいるかのように頭を振ふり、振りながら切れ切れに答えた。

『そう？　……そう。わたしは、千代』

　わずかな希望が佐名の中に灯ともる。

（自分の名前がわかるなら、きっとまだ助けられる）

　この家はまよいがなのだと、青紀は言った。焔一族があやかしのために開いた、あやかしが休み憩いこうための場所だと。この家で休むことにより、あやかしたちは元気を取り戻もどし、本来の自分らしく生気に満ちる。疲つかれ切った座敷童が、一晩休んで身なりを変えたら、見み違ちがえるほど元気になったように。

　あやかしたちを癒いやし本来の姿に戻す力が、この家にはあるはずなのだ。

　目の前の異形の者の本来の姿は、これではない。打ちひしがれ死んだ、女性。穢けがれ疲れ荒れくるい、自分を見失っているとするならば、この家で休み癒やされ、本来の自分を取り戻させればいい。そうすることで、救える。あやかしが癒やされるなら、異形の者も同じはずだ。

　佐名は咄とつ嗟さにそう感じ、自分の直感を信じた。

　恐おそろしさと緊きん張ちようでろくに動かない体に命じて、筋肉をきしませながらその場に端たん座ざした。

『喰ってやる！』

　ゆらゆら頭を揺らしていた異形の者が、再び発ほつ作さのように襲おそいかかってきた。青紀が飛び出そうとする。

　ああ、だめだ。そう思った瞬しゆん間かん、目の前にひらりと桜の花びらの幻げん影えいを見た。この蔵の中で見た桜の森を思い出す。あれは遠い記憶。

　──お客様にご挨あい拶さつなさい。

　──よく言えたわね。

　雪野に褒ほめてもらえた。

　お客様をきちんと招く言葉を、言えたから。

　咄嗟に、佐名はぴたりと三つ指を突く。

「豊田千代様！　お招きいたします」

　異形の者の動きが、再び驚おどろいたように止まった。佐名は指を突いたまま異形の者を見上げる。

「この家に、お招きします。主あるじの佐名です」

『美味しそうねぇ。喰ってやるよぉ』

　口の端はじから異臭漂ただよう涎よだれをたらす異形の者。

　青紀はまだ身構えたまま、強こわばった表情で見守っている。彼の不安が手に取るようにわかる。今、彼が異形の者に一撃を加えれば事は終わる。それなのに佐名が、待てと言う。それに従っていては、取り返しのつかない事態になるかもしれない。

（でも、待って）

　ちらっと目配せして、動かないでと彼に願う。

「どのような色がお好みですか？」

『若くて、柔やわらかくて、血の温かい』

　震える指で、佐名は自分の前に散り敷しかれた着物の中から、友ゆう禅ぜんをつまんで引き寄せ、自分の膝ひざの上に広げてみせた。相手の思考を「喰くう」ことから離はなそうと、必死に問う。

「美しいでしょう？」

『美味おいしそうだ。……美味しそう……』

「裾すそ模も様ようの花はな籠かごの彩いろどり。よく見てください」

『若くて、柔らかくて……きれい……』

「綺き麗れいですよね。千代さんは、どんな色味のお召めし物が好みですか」

　呻うめいて、ずるずるっと異形の者が後ずさる。

『……緑……緑……青……』

　喰うことから異形の者の意識が逸それた。すかさずたたみかける。

「萌もえ葱ぎも若緑も、深緑も。白しろ縹はなだも青せい藍らんも。お召しになりますか？」

　巨大な顔が、床ゆかに額をこすりつけるように前まえ屈かがみになった。

『似合わない……柔らかそう、美味しそう……似合わない……綺麗な色』

　混乱している。しかし混乱しているということは、隙すきがあるということ。

　──自ら抱かかえるものが巨大になりいびつになるが故ゆえに、異形の者は姿が歪む。ことにこの異形の者は、人の命を取り込んでいる。それは穢れだ。穢れによってますます力は強まり、ますます姿は歪む。

　青紀はそう言っていた。

（歪みを元に戻さなきゃ。そうしなきゃ、この人は休めない。この人を歪ませているのは、穢れだ。それを落とさないと。どうする？）

　咄嗟に思いつくのは、単純なこと。

（けど、それしかない）

　意を決して佐名は立ち上がった。ごくゆっくりと異形の者に近づく。その目の前にしゃがみ込み、優やさしい声で言う。

「きっとお似合いです。わたしが千代さんにお似合いのお召し物を、選びます。でも、確かに今は少し体が汚よごれています。お召し物を着き替がえる前に、──湯を使ってください」

　どろりと濁にごった大きな目玉が、上うわ目め遣づかいに佐名を見る。

「こちらに湯ゆ殿どのがあります。ご案内します」

　穢れを落とす、すなわち汚れを落とすための単純な方法だ。それしかできることはないし、また同時に、それが正しいと思えた。

　立ち上がり異形の者の傍かたわらを抜ぬけた。

　青紀は「佐名」と囁ささやき、彼女の手を掴つかもうとしたが、それをやんわり押さえた。

「大だい丈じよう夫ぶ、今は」

「しかし」

「危あやうくなったらお願い。でも今はまだ、待って。それよりも茶釜にお願いして、湯殿を準備してほしい」

　囁き返すと、青紀は佐名と異形の者を交こう互ごに見て、蔵を出て行った。この家の湯殿やお勝手は茶釜の領域で、子こ狸だぬきは優ゆう秀しゆうだった。湯殿を準備してと頼たのめば、不思議なことにあっという間に湯船が湯で満たされるのだ。

　ぶるぶると顔全体を震わせている異形の者をふり返り、声をかけた。

「こちらです」

　佐名が蔵の出入り口を出ると、異形の者はぐるりと方向を変え、ずるり、ずるりと、緩かん慢まんに佐名を追ってくる。彼女の背中にぴたりとつくと、腐ふ臭しゆうを吐きながらついてくる。

『髪かみが、美味しそうねぇ。目玉が食べたい』

　ぶつぶつと呟つぶやく声。ぽつりと、襟えりに涎が垂れてくる。びくっと肩かたが震えたが、ふり返らないように努力した。

　行灯あんどんの、ぼんやりした光に照らされた長い廊ろう下かを、佐名は異形の者を連れて歩く。

　左右の襖ふすま絵えは、御ご所しよ車ぐるま、花籠、鶴つる亀かめ。山川、深山、野原。地じ獄ごく絵え、極ごく楽らく絵え、御所絵。様々。それらの絵の間を、巨きよ大だいな顔が、用をなさない女の体を引きずって這はう。

　悪夢のような光景だ。

　湯殿の戸には茅ちがやが描えがかれていた。開くと広い板間。その向こうに、一段掘ほり下げた部屋。板敷きで、中央に檜ひのきの大きな湯船。満々と湯が満たされて、天てん井じように吊つるされたいくつものランプの橙だいだい色いろの光を受け、湯面は光り揺ゆらいでいる。

　湯に香こう油ゆが混ぜてあるらしく、爽さわやかな香かおりが充じゆう満まんしていた。

　香りに酔よったように、異形の者はふらふらと体を揺らしながら、その場に止まる。

「お着物を脱ぬぎましょう。随ずい分ぶん汚れているので、わたしが、新しいお召し物を差し上げます」

　用をなさない、まるで人形のように横たわる女の体から着物を脱がせた。埃ほこりに黒ずみ、垢あかじみてはいたが、そこに現れたのは、ほっそりとした女性の体。

（千代さんの体）

　普ふ通つうの女性の体が異形の者に引きずられている様が哀あわれで、こみ上げてくるものがある。

（これで本人が、苦しくないわけはない）

　ぼんやりしている異形の者の先に立ち、掘り下げの床を踏ふむ。

「さあ、どうぞ」

　巨大な顔はのそのそと這い、掘り下げの床に下り、湯船にとりつく。大きな水みず飛沫しぶきを上げながら、湯の中へ飛び込んだ。

　激しい水音が立ち、異形の者の口からは悲鳴のような声が出る。

『熱いぃい、熱い！　おのれ、おまえは！』

　佐名は、湯船の傍らに膝を突つく。

「熱くはないはずです」

『苦しい、苦しい』

　暴れて湯を撥はね散らかす異形の者に、佐名は必死に声をかける。

「違ちがいます。温かくて、とても気持ちいいものです」

『いやだ、いやだ。力が抜ける』

「それは、穢けがれが落ちているんです」

『力がなくなる。いやだ』

「千代さんは力が欲しいんですか」

『欲しい！』

　今にも湯船から飛び上がりそうな勢いの相手に、佐名は声を高くして訊きいた。

「なんのためですか!?」

　言葉にならない何かを、叫さけんだ。お湯を叩たたき撥ね散らし、暴れ、徐じよ々じよに動きが緩慢になる。

　再び佐名は問う。

「なんのためですか、千代さん。教えてください、わたしに」

　動きを止めた巨大な顔が、ぶくぶくと湯の中に沈しずんでいく。沈ちん没ぼつした。荒あれくるった湯面はまだ、ゆらゆらと大きく揺れ動く。

　湯の中から、あぶくが浮うかんできた。次々と、大きなあぶくが浮かんでくると、表面に達して弾はじけた。弾けると同時に、それは女のすすり泣きの声になった。

　すすり泣きが、次々とあぶくになって浮かんで、弾ける。

『欲しい……欲しくない。そんなもの」

　あぶくの一つが声になった。あぶくがまた一つ。

「力が欲しい、わけじゃない」

　さらに、あぶく。

「ただ」

　すすり泣きが弾ける。

「助けたかった」

　いくつものあぶく。

「わたしみたいに」

「ならないように」

「琢磨が」

『憎にくい』

『でも」

「まだ」

「好き」

「優しい人だった」

「優しいから弱くて』

『言いなりの人』

『ひどい人』

『でも好き」

「そばにいたかった」

「あの子たち」

「助けたかった」

「琢磨はひどい」

「だから」

「だから」

「だから」

　千代の思いが、すすり泣きのあぶくの合間に弾け続ける。

　流れ出して、止まらないかのように、次々と千代の思いは浮き上がった。

　長い長い時間、あぶくは弾け続けた。佐名はじっと聞いていた。

（千代さんは、堂島琢磨をひどい人だと憎んだ。けれど同時に、ひどい仕打ちを受けてもまだ未練が断たち切れず、死して後に堂島家に憑ついたんだ）

　情けの深い女だったのだろう。かつての優やさしかった恋こい人びとのことを、憎いと言いながらも憎みきれずにいたのだろう。ただ愛着のみで琢磨のそばに憑く、亡ぼう霊れいだったはずが。

（堂島家に嫁とついだ人たちを、自分のようにしたくないと思って、護まもろうとしたから）

　不幸な連れん鎖さで、正気を失い、護ろうとした人たちを喰くい殺すことになった。

「ごめんなさい」

「あの子たち」

「すぐに」

「死んだ」

「殺した」

「ごめんなさい」

「ごめんなさい」

「ごめんなさい」

　あぶくが消えていく。しんと静まった。

　そして──凪いだ湯面にゆっくりと仰あお向むけに浮かび上がってきたのは、白い裸ら身しん。

　千代だった。

「千代さん」

　声をかけると、緩かん慢まんに首を巡めぐらせた千代の視線が佐名をとらえた。

「綺き麗れいになりました」

　手をさしのべる。湯をしたたらせた腕うでが上がり、佐名の手を握にぎった。

　佐名の手を握ったのは、助けを求めるような目をした、ただ哀かなしいばかりの亡霊だった。
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　純有は駆かけていた。

　暗くら闇やみの中に漂ただよう鱗りん粉ぷんのような金の輝かがやきは、焔一族の娘むすめから流れ出ていた。ふわふわと漂うそれは、昼間であれば人の往来や電車の巻き起こす風ですぐに霧む散さんしてしまっただろうが、真夜中だったのが幸いした。町が眠ねむりについているおかげで、金の輝きは散らされることなく漂い続けている。これを追っていけば異形の者の居場所も、もちろん焔一族の娘の居場所もつきとめられるはず。

（よけいな手間を取らされたが、追える）

　桂川龍介に拳けん銃じゆうを突きつけられて身動きのとれない状態が続いたのは、たかだか二時間程度だったろう。集中力が途と切ぎれがちになった龍介の隙すきを狙ねらって、後方へ肘ひじ打うちを食くらわせた。

　油断していた相手は突とつ然ぜんのことに慌あわて、せっかくの拳銃を一発も発はつ砲ぽうすることなく、錫しやく杖じようにしたたか打ち付けられて気を失った。物ぶつ騒そうな拳銃は純有が回収したが、龍介本人は路地に転がしてきた。おそらく大変な風邪かぜはひきこむだろうが、自じ業ごう自得だ。あやかしや焔一族に、人でありながら荷担するとはどうかしている。

（せめて醜しゆう悪あくきわまりない異形の者を滅さなければ）

　焔一族の娘と異形の者を比べたとき、早さつ急きゆうに手を打つべきは後者と判断した。

（焔一族の娘は確かに今まで、四歳で拾われ筒乃屋で奉ほう公こう人のように生きていた）

　情報を集めたものの、桂川龍介が口にした以上の事実はなかった。苦労して、ひっそりと生きていただけ。彼女の周囲で何ら怪かい異いの起こった話は聞かなかったのだ。

（焔一族の娘は、異形の者を滅めつして後に）

　走りつつ、彼らに遭そう遇ぐうして対たい峙じするための順序を自分の中で組み立てていると、ふと座敷童の言葉を思い出す。

　──ぼんさん。よう、知っとき。お天道様だって間違うことはあるんよ。

　ひどく不ふ愉ゆ快かいな、というよりは不安な気持ちになった。

（なぜ）

　知りたくないことを、知ってしまいそうな気がする。

　今ひとつ、思い出す声。

　──全部の人間が善人じゃないのと同じで、全部のあやかしが悪さするってわけじゃねぇだろ。

　さらに。

　──そこで思考を止めるなら頭は必要ない、と言ったんだ。間ま抜ぬけめ！

　突つき刺ささるような声は、美しいあやかしが投げつけた言葉。

　純有は軽く頭を振ふり、それらを追い払はらう。

（迷うな）

　そう教えられている。迷いは弱さだと。

　しかし彼の中では無意識に、もう一人の自分が囁ささやき続けている。おまえの頭は、なんのためについているのだ、と。
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　真っ白な湯ゆ帷子かたびらを身につけた千代の亡霊は、八畳じよう二間続きの豪ごう奢しやな座敷に座っていた。格ごう天てん井じようの花鳥画にも、襖ふすまに描えがかれた四季の景色にも目を向けることなく、ただ桜色の畳たたみの縁へりだけを、青白い顔で見つめている。

　佐名は彼女の前に端たん座ざし、困こん惑わくしていた。

「帰るんですか？」

　問うと、彼女はこくんと頷うなずく。

「堂島邸ていへ？」

　再び頷く。

　異形の者と化していた千代は、ただの亡霊に戻もどっていた。しかしそのことに安あん堵どする間もなく、佐名はさらなる問題に直面していた。

　湯ゆ殿どのから出た千代が、「帰る」と言い出したのだ。どこへと問うと「堂島琢磨のところ」と答えて家を出ていこうとする。慌てて引き留めて、彼女を客間に連れてきたのだ。

　茶釜が、彼女の前に恐おそる恐る茶を置くが、微び動どうだにしない。青紀は部屋の端はしに座り、彼女の後ろ姿を注視している。

　彼らの恐れも警けい戒かいも当然だ。

　異形ではなくなったものの、千代は堂島のもとに帰ろうとしているのだ。それは彼女が未いまだ堂島に未練があり、堂島に取り憑くつもりがあり、姿は変われど、異形の者であったときと根本的に変わっていない、ということ。この彼女を解き放てば再び堂島邸に舞まい戻り、憑く。しばらくはただの亡霊として憑くだけだろうが、そのうち同じようなことを繰くり返す。

「どうして帰りたいんですか」

「琢磨と一いつ緒しよにいたい」

「どうして一緒にいたいんですか」

「好きだから」

「あんな仕打ちをされて、どうして好きでいられるんですか」

　視線をあげた千代は、夢を見るような遠い目をした。

「あの人は優しい人なの。でも弱くて。家の者の言いなりになるしか、なかっただけ」

　佐名はむっとした。それは千代ではなく、千代にそんなふうに思い込ませている堂島に、腹が立ったからだ。

「本当に優しい人は、家の者の言いなりになっても、あんなひどい真似まねはできません。優しく見えたのは、ただただ弱かったからで、その弱さのしわ寄せを千代さんに押しつけた。そんなふうにしか思えません」

「違ちがうの。優しい人なの」

「でも」

「あなたの言う通りだったとしても、好きなの。ただ好きなの」

「なんで」

「好きなの。好きだから、帰るわ」

　頑かたくなだ。眉まゆをひそめた佐名に、青紀が目配せした。外へと促うながすように顎あごをしゃくり、先に立って部屋を出た。佐名もそれに続く。

　廊ろう下かに出ると、青紀がふいに佐名の頬ほおに手を当てた。

「穢けがれに触ふれた。大だい丈じよう夫ぶか」

　手つきは優やさしく、瞳ひとみには気き遣づかわしげな色があったので、佐名は少しばかりどきりとした。

「うん」

「異変はないのか？　この家はあやかしをもてなすための家だ。異形の者をもてなしたことは、かつてない」

「そうなの？　でも、あやかしも異形の者も、幽ゆう霊れいも人間も、さして違いはないと思うけど」

　幼い頃ころから、佐名は人ならぬ者を、当然の景色のように見ていた。そのせいか全部一緒に考えてしまいがちだ。

「そうかもしれないが。今までのまよいがの主あるじは、妖よう力りよくがそこまで甚じん大だいではない異形の者をもてなしたことがない。しかも異形の者は穢れが強い」

「別に妖力が欲しいわけじゃないもの。穢れは、幸い落ちてくれたみたいだし」

「はっきりと、無む茶ちやだった。ただおまえに異変がないなら」

　確かめるように、掌てのひらが頬から首、肩かたへと滑すべる。

「うん、大丈夫。特には何もないから平気。それよりも、千代さんをどうにかしなきゃ。あのままじゃ、また異形の者になってしまう」

　ふいにこみあげた恥はずかしさを誤ご魔ま化かすために、意識を別に向けた。

　青紀は襖のほうへ視線を向け、眉をひそめる。

「穢れが落ちて姿は変わったが、本質は変わっていない。あの女の中にある妄もう執しゆうを断たち切らなければ」

「妄執？」

「妄執は、その者が成じよう仏ぶつするのを妨さまたげている虚きよ妄もうの念だ。虚妄とはすなわち、嘘うそ、偽いつわり、事実ではないこと。あの女がとらわれている虚妄は『堂島琢磨を愛している』という自分の気持ち」

「自分の気持ちが、嘘？」

「おまえも言ったはずだ。あんな仕打ちをされて、愛し続けられるものか」

「それは、愛していると思い込んでるだけってこと？」

　どうして、そんな思い込みをしてしまうのか。

（きっと、堂島を愛することだけに自分を傾かたむけすぎたんだ）

　その結果、それがないと自分を保てなくなっているのか。堂島の他ほかにも、もっともっと心を傾ける存在が彼女の中にあれば、良かったのだろうか。彼女にはそれがなかったのだろうか。あったとしても、忘れてしまったのだろうか。

（あんなに意志の強そうな目をしていた人が）

　龍介に見せられた写真を思い出し、はっとした。

「……ないはず、ない」

　青紀が首を傾かしげる。

「なんだ？」

「写真を見たわ。あんな女性が、恋こい人びとの他に心を傾ける存在がないなんて、ありえない。堂島との恋にのめり込みすぎて忘れただけ。だったら、思い出してもらえばいい！」

　声を弾はずませ、身を翻ひるがえす。

「どこへ行く」

「蔵へ！　千代さんに、待ってもらっていて！」

　佐名は蔵へ走った。

　異形の者が暴れ狂くるって滅め茶ちや苦く茶ちやにしたはずの蔵の中は、驚おどろいたことにいつものように整せい頓とんされていた。茶釜がやってくれたのだろう。

　まず目についたのは、衣い桁こうにかけられた花はな車ぐるまの裾すそ模も様ようの友ゆう禅ぜん。それに触れた。

「お母さん」

　声に出して呼ぶ。

「ありがとう」

　この着物には、雪野の思いや力が残っているとしか思えなかった。それはほんのわずかでも、佐名の声に応こたえてくれたのだ、と。

　異形の者に追い詰つめられたとき、佐名は千代の記き憶おくを見た。そのときに確か、この着物が異形の者に覆おおい被かぶさっていたのだ。それはただの偶ぐう然ぜんで、千代の記憶を佐名に見せたのは、家にある別の力かもしれないし、佐名自身の感応力なのかもしれない。

　ただ佐名は、あれが雪野の手助けのような気がしてならない。

　咄とつ嗟さに「招く」と口に出せたのは、手助けがあってこそかもしれない、と。

「ありがとう」

　口に出す。

（ありがとう、お母さん。お母さんがさっき助けてくれたなら、今度はわたしが、自分の力で、自分のできることをしてみる。きっとそのために、お母さんが教えてくれたことだろうから）

　幼い頃、毎日可愛かわいらしい着物を雪野は佐名に着せてくれた。雪野の顔は忘れてしまったのに、そのことは覚えている。そして、

　──今日はこのお着物にしようね。素す敵てきなものを身につけるとね、楽しくて素敵な気分になるからね。

　という言葉も。それは佐名が唯ゆい一いつ覚えている、雪野からの教え。

　衣桁に吊つり下げられたとりどりの衣い装しようを、佐名は次々にかき分ける。これだと思える一枚を見つけて手に取ると、頷く。今度は箪たん笥すの抽斗ひきだしを開き、必要なものを選び出していく。さらに蔵の中から化け粧しよう道具一式や、櫛くしなども探し出した。

　一ひと揃そろいの衣服を選び、化粧道具類も抱かかえて座ざ敷しきに戻った。

　青紀と茶釜が、黙だまって座っている千代をもてあましたように待っていた。

「二人とも、外へ出てほしいの。でもその前に、姿見をここに運んで。お願い」

「何をする気だ」

　不ふ審しんそうに青紀が問う。

「ただ着き替がえてもらうだけよ」

「ただの着替えですか？　そんなものしなくても」

　茶釜が、びくびくと千代を気にしながら言う。彼女がいつまた、異形の者へと変化するのか恐おそろしいらしい。

「着替える必要があるから。姿見お願いね」

　もの問いたげな顔をしながらも、青紀と茶釜は部屋の外へ出た。茶釜はすぐに姿見を運んできて、また急いで出て行った。

　両りよう腕うでに抱えた荷物を、佐名は畳たたみの上に置く。

「千代さん。着替えましょう」

　のろのろと千代は顔をあげた。

「帰る」

「それは湯ゆ帷子かたびらです」

　言われて初めて気づいたように、千代は自分の腕を上げた。

「いいの。帰る」

「よくないです。必要です」

　強く言い切った。身なりに気遣いをできないときは、自分自身が見えていないとき。あるいは自分自身を見つめることが、億おつ劫くうなとき。そんなときには絶対、妄執を断ち切れない。

　自分自身に目を向けさせるのだ。無む理り矢や理りにでも。

　千代の手を取り、立たせた。

「これを着てください」

　千代の前に広げてみせたのは、柔やわらかなジョーゼットのモダンなワンピース。肩が露ろ出しゆつし、胸がＶ字に切れ込み、腰こしの少し下辺りから、細かなプリーツのスカートが広がっている。裾すそが右から左へ斜ななめに裁断されており、華はなやか。色は濃こい青。夏の空よりも濃い綺き麗れいな青だ。

「千代さんの好きな青色ですよ」

　言いながら湯帷子を脱ぬがせる。彼女はぼんやりと、されるがままだ。

「帰るから」

「その前にこれを着てください」

　ワンピースに頭を通させ、腕を通させ、背中のファスナーをあげる。上半身は体の線に沿う細身の作りだが、対照的に腰から下のプリーツはさらりとした広がりがあった。

　首に三連真しん珠じゆの、長い首くび飾かざりをかけた。

　櫛を手に取り、洗いっぱなしの髪かみを丹たん念ねんにとかし、まとめ髪にする。まとめた髪には小こ粒つぶの真珠がついたピンをいくつも飾る。髪に滴しずくをちりばめたようになった。

　白粉おしろいを薄うすくはたき、深しん紅くに近い鮮あざやかな紅をさす。眉まゆをきりりと形良く整える。アイラインもくっきりと、眦まなじりをあげて。

　まだ千代は空中に視線を据すえ、「帰るわ」と呟つぶやいていた。

　しかし──その様子は、佐名の目にはちぐはぐに映る。

　ちぐはぐと言えば、この客間もあまりに素っ気ない。一度だけ幼い佐名が挨あい拶さつした雪野のお客様は、美しい桜の森に座っていた。それがその人にふさわしい場所だったのだろう。

（千代さんにも、そうしてあげたい）

　千代の中にあるものをがらりと変えてしまえるほどに、彼女を包み込むものが欲しい。

　佐名は早足で出入り口に向かうと襖ふすまを開けて、廊ろう下かを覗のぞく。そこには茶釜と青紀が心配そうな顔をして待っていた。

「ごめんなさい。お願いがあるの」

　手招きで青紀を呼ぶ。

「何かあったのか」

「そうじゃなくて、あなたの術を使ってほしいの、千代さんに。千代さんは今、身なりを変えた。素敵なお洋服を身につけたの。それにふさわしい景色を見せてほしい」

　驚いたように、青紀は何度か瞬まばたきする。意味が通じなかったのかと思い、言葉を重ねた。

「お母さんがお客様をもてなしていたときに、あなたの術で客間が桜の森になっていたのを思い出したって、この前言ったよね。あれは、お客様のためにそうしていたはずだから、わたしもそうしたい。あなたの力を借りて、千代さんにしてあげられることを全部したい」

　どこか感かん慨がい深げに、青紀は佐名を見下ろすと彼女の頬ほおに手を添そえる。

「雪野の娘むすめだな、確かに」

「え？」

「わたしの術を、客のもてなしに使うと言い出したのは、雪野だ。それまでどの主人もそんなことは言わなかった」

　褒ほめられたのだろうか、それともただ驚かれたのか。どちらにしても嬉うれしくなって、佐名は青紀を見上げた。綺麗な瞳ひとみが頼たのもしく思えた。

「お願いできるの？」

「無論」

　佐名は青紀とともに中に戻もどろうとふり返ったが、すぐ近くまで、ふらふらと千代が近づいていた。襖を出て玄げん関かんへ行こうとしているのだろう。

「千代さん」

　慌あわてて佐名は、千代に駆かけ寄りその手を握にぎった。

「千代さん、着替えは終わりましたから」

「帰る」

「見てください」

　そのまま手を引いて、千代を姿見の前に導く。青紀が静かに従う。

　千代の視線がさまよい、目の前の姿見に焦しよう点てんを結ぶ。目が、徐じよ々じよに大きく見開かれる。

　姿見の中にはモダンな女性がいるのだ。清すが々すがしい青の柔らかなワンピース。さらりと揺ゆれる裾から見える膝ひざ下したが、溌はつ剌らつとした印象を強くする。大だい胆たんに開いた胸に、真珠の三連ネックレスが光る。女らしく髪をまとめながらも、媚こびのない清潔感。はっきりとした目元と鮮やかな紅も、当世のモダンガールらしい強さ。

　佐名は千代の肩かたに、レース編みのショールを掛かけた。

　ぐっと品が良くなる。

　そこで佐名は、青紀に目配せした。彼は心得たようにすっと千代の背後に立ち、囁ささやく。

「お客様、失礼いたします。この主あるじに仕える者です。お客様にふさわしい場所をご用意いたします」

　声の涼すずしげなことと、口調が丁てい寧ねいで優ゆう雅がなことに、佐名は瞠どう目もくした。もてなすこと、仕えることに慣れた者の品格漂ただよう物もの腰ごし。

（この人は、ずっとこうして、お客様をもてなすことをしていたの？）

　青紀の左手の人差し指が千代の肩に触ふれる。彼は目を細め、右手の人差し指で空中に文字を書く。




　──橙だいだい色いろの照明が舞ぶ台たいを正面から照らし、そのまばゆさで客席はほとんど見えない。




　彼の指先を見つめていると、そう書かれたと、なぜか分かった。

　次の瞬しゆん間かん、千代を中心にしてその場が橙色の光に照らされた。光源を求めて視線を空中に向けると、遠く高い位置に黒い巨きよ大だいな照明器具が並んでいるのが見えた。客間にありえない高さ、広さ。その空間だけが歪ゆがみ広がり、照明が輝かがやいている。




　──照明の灯あかりに照らされて、舞まい上がる埃ほこりが輝く。舞台の床ゆか板いたは、俳優たちの靴くつで黒く汚よごれ、傷がついている。それに温かみがあり、そこに染しみついた人の熱量を語る。




　足元が瞬時に床板に変化したかと思うと、数歩先が切り落とされて客席へと変わった。




　──緞どん帳ちようは緋ひ色いろの天鵞絨ビロード。埃っぽさと、白粉の香かおりが空気に混じる。




　ぐんと、空間が広がった。そこはどこかの劇場の舞台の上で、緋色の天鵞絨の緞帳が頭上に巻き上げられていた。埃っぽい空気に混じる甘い香りは白粉か。ふわふわと舞う埃が照明の光に輝き、美しい。

　青紀が千代の傍かたわらから退どき、優雅に腰を折る。

「お客様にふさわしい場所へ、ようこそ」

「帰る」という千代の呟きが、途と切ぎれていた。そんな言葉を口にするのは、鏡の中の女性に似つかわしくないと無意識に感じたのかもしれない。

　まばゆい照明に照らされて、なぜか舞台の上にぽつんと置かれた姿見の前に立っているのは、モダンな洋装を身につけた女性。その人はけして、自分を傷つけた男のもとへ「帰る」と、惨みじめに口にしたりはしないだろうと思わせた。

「よく似合います。千代さんらしいのじゃないかと、思います」

　古い写真の中で見た気の強そうなモダンガールは、オペラの舞台に立ち、観客を前に唄うたった女だった。自分の夢があり、情熱があり、希望があり。そのために道を拓ひらこうと、真っ直すぐ顔をあげて歩いていた女。

　それが本来の、彼女だったのではないだろうか。

　愛や、巡めぐり合わせや、詐さ術じゆつに傷つき、絶望し、自分を見失う前の彼女。

　この女性ならきっと、自分を捨てた男のもとへ「帰る」とは言わない。自分を捨てた男を「好き」と言って執しゆう着ちやくしない。こんな進歩的な溌剌とした女性が、未練がましいことを口にするのは──ちぐはぐだ。本来の彼女らしくない。

　身につけるもので、人の気分はがらりと変わる。

　身なりはその人の形を決める、大切な要素の一つ。

　姿を変えることで、人の心の形も変わるのだ。器うつわが変われば、満たされる水の形も変わるように。

　だからこそ儀ぎ式しきでは身につけるものを変える。古いにしえからそうして身なりを変えて儀式に挑いどんだ人たちは、姿を変えることの大切さを知っていたのだ。

　形を整えると、中身も整う。心も、形に沿って変わる。

　また人は、置かれた場によっても変化する。場が変われば気持ちも変わる。場に吞のまれる。

　あやかしが見せる幻げん影えいの中に立てば、それだけで人の中にある何かが変わる。

　まばゆい光に照らされれば、暗くら闇やみの中にいるのと同じ気持ちではいられない。

「見てください、これ」

　佐名は運び込んだ荷物の中から、ハイヒールの靴を手に取り、彼女の足元に置く。水色の靴の甲こうはガラスビーズが縫ぬい付けられて、きらきらしている。照明に照らされてダイヤモンドよりもなお美しいと思われるような光を放つ。

「この靴を履はいて行ってください」

　千代の瞳が佐名をとらえた。

「堂島に帰っても良いいんです、千代さん。でも、この靴を履いて、あなたが行きたいところへ自由に行っても良いんです」

　無言で佐名を見つめていた千代の目に、涙なみだが盛り上がった。瞳に意志と理性がよみがえる。

（この目は……この人は）

　古い写真の中にいた人が、目の前にいる。そう思った。

「千代さんの好きな場所へ、自分の足で行けます」

「……そうね」

　答えた声は、いままでの彼女とは違ちがう、はっきりとした意志がこもっていた。

「どこへ行かれますか。この靴を履いて、その服で」

　青紀が優やさしく、常の彼からは想像もできないほど労いたわりに満ちた声で問う。

　千代は客席の方向を見る。

「劇場へ、オペラを観みに行きたい。それから神谷バーで電気ブランを飲むの。そこで、気き炎えんをあげるのよ。男なんていらないわって」

「楽しそう」

　思わず、佐名は口にした。千代もそれに応じるように、笑った。

「ええ、そうよ。でも、莫迦ばかね。忘れてたなんて」

「思い出して、良かった」

　微笑ほほえんだ佐名に、千代が抱だきついた。抱きついた千代の体が震ふるえる。彼女の顔が押し当てられた着物の肩が熱く湿しめる。佐名は女の亡ぼう霊れいの背中を抱いた。

　静かに襖ふすまが開く。顔を見せたのは茶釜で、佐名に抱きつく千代に目を丸くする。

「茶釜。お客様はこれから、街へ出かけるわ」

　大きな満足感とともに、佐名は静かに告げた。
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　三層の格こう子し戸どが開かれた玄げん関かんは、香こうが焚たかれ、掃はき清められていた。開いた玄関から見通せば、青い靄もやに滲にじむ浅草の景色が、門の向こうに揺ゆらぐ。

　外は夜明け。薄うすい霧きりが町中に流れている。

　踵かかとをかつんと鳴らし、千代はヒールを履いた。すらりとした立ち姿に、佐名は感かん嘆たんの声をあげた。

「綺き麗れいです、千代さん」

　ふふっと、自じ慢まんげに千代は笑う。

　もともと千代の体形が洋服向きでもあるのだろうが、それにしても際きわだって美しい立ち姿だった。深い青のジョーゼットと真しん珠じゆと、レースのショール。女性らしい装よそおいではあるが、人に媚こびた感はなく、すっきり堂々としている。

「よく似合っています」

　佐名の隣となりに立った青紀が言うと、千代は悪戯いたずらそうな目で答えた。

「ええ、そう思うわ。あなたの見立ては素す敵てきよ、主様」

　褒ほめられて、さらに「主様」などと呼ばれて、佐名は嬉うれしいと同時に照れくさくなり、少し頬ほおが熱くなる。

「行くわ」

　身を翻ひるがえし颯さつ爽そうと歩き出す千代に、佐名と青紀は付き従う。門には茶釜が待っていて、千代が近づくと格子戸を開き頭を下げる。門を出た千代は、ふいに足を止める。

　佐名と青紀も門の外へ出て、そこで立ち止まった。

「べっぴんに戻もどったなぁ、姉ちゃん。いんや、前よりも、もっとべっぴんに見えるで」

　門の正面、薄い朝霧が流れる路地に赤い着物の座敷童がいた。

「あなた」

　千代は何度か瞬まばたきをする。

「うちのこと、覚えてへん？」

「覚えてるわ。ずっと一いつ緒しよにいたもの、堂島で」

「せや」

　座敷童は千代に近づいてくると、彼女を見上げた。

「綺麗になったなぁ。ほんま、綺麗や。堂島にいるときの姉ちゃんは、滅めつしてもらうんが一番幸せやろと思ってたんやけど。こんな綺麗になるんやったら、そないなことにならんで良かった」

　小さな手が、千代の手を握にぎる。

「姉ちゃん、行くんやろ。うちも堂島屋を出てん。あの家は、姉ちゃんを悲しませるようになった頃ころから、居い心地ごこちがようないんや。堂島の者らの気持ちが昔と変わってしもてな。せやから、うちは出てん。そんで、まだ落ち着くところも決めてへんから、途と中ちゆうまでなら姉ちゃんと行ってやってもええよ。どこへ行くんか、決めたん？」

「浅草でオペラを観て、それから神谷バーに行くのよ。それから……遠いところ。わたしは、極ごく楽らくなんかには行けないだろうけど。でも、もう、行く」

「やったら、遠い場所に行くまでは一緒に行ったる」

　千代の手に力がこもり、座敷童の手を握り返す。

「お願い」

　朝霧に朝あさ陽ひの輝かがやきが混じり、世界が明るく、それでいて白く染まる。

　しゃんと、錫しやく杖じようの音がした。

　青紀が身構えた。座敷童と千代も、路地の先をふり返る。

　白はく濁だくした路地の先に、黒い衣ころもの僧そう侶りよ、純有の姿があった。

「そこか。堂島の異形」

　錫杖の石いし突づきを構えたのを見て、佐名は咄とつ嗟さに飛び出す。純有の前に立ちふさがった。

「佐名！　莫迦。何をしてる」

　青紀が追ってきて、佐名の肩かたを背後から掴つかむ。引き戻されまいと足を踏ふん張り、佐名は純有を睨ねめつけた。

「あの人は、わたしのお客様です。手出しさせません」

「ならばおまえを先に滅するまで……」

　純有の声が途と切ぎれた。突然、座敷童が目の前に現れていたのだ。いつの間にか彼女は、石突きの先せん端たんの前に立ち、それを握り、自分の額に押し当てていた。

「ぼんさん。この姉ちゃん刺さすなら、うちを刺してみ」

「離はなしなさい。あなたを滅するつもりはありません」

「なんでや」

「あなたは無害だ。しかし堂島の異形の者や焔一族、その他のあやかしは」

「害があるて？　ほんまに、そう見えてるん？　ぼんさんの目に。そっちの姉ちゃんは、ぼんさんが言う堂島の異形の者や。せやけど、今、どないに見えるん？」

「……異形の者……のはず」

　純有の瞳ひとみが揺らぐ。

「なぜ」

　思わずだろう、こぼれた疑問。座敷童は答えた。

「あんたが殺そうとしてる、焔一族の姉ちゃんが、綺麗にしてくれたんや。ぼんさん、あんな綺麗になったもんを、わざわざ滅するんか。そんなん自慢になれへん。情けないことやわ」

　純有の目が、千代と佐名を交こう互ごに見る。

　彼の中で、葛かつ藤とうが生じている。

　目の前にいる千代はただの亡霊だ。未練を断たち切り、旅立とうとする存在だ。能力の高い者ほどその気配は顕けん著ちよにわかるはずで、そのために彼は戸と惑まどっている。堂島にいた異形の者であるのは確かなのに、思いも寄らない変へん貌ぼうをとげているのだから。

　しかしたたき込まれた彼の使命感が、異形の者は滅せよと命じているのだろう。

　佐名は座敷童の手に手を添そえて石突きから離し、背中を押す。

「ありがとう。行って」

「せやけど」

「いいのよ。わたしのお客様には、手を出させない」

　促うながされた座敷童は後ずさりでその場を離れ、千代の手を再び握る。

　佐名と純有は真正面に、ほとんど距きよ離りもなく対たい峙じしている。間合いがない。そのため青紀が動くに動けず、身構えながら、呻うめく。

「どのような妖よう力りよくを使って、わたしを止めるのですか」

「わたしには、そんなものありません」

「異形の者の穢けがれを落とした力がありながら」

「それはわたしの力ではなくて、まよいがの力です。わたしは、何もできない小こ娘むすめです。だから、あなたにお願いするしかないんです。わたしのお客様に手を出さないでください。せっかく、苦痛から解放されたのに」

「醜しゆう悪あくな異形の」

　口を開きかけた純有の声を、鋭するどく青紀の声が遮さえぎる。

「どちらが醜悪か！」

　青紀は、座敷童と手をつなぐ千代の姿を指さしていた。

「彼女らに襲おそいかかる者と、彼女らと、どちらが醜悪か！」

　それから佐名と純有を指さす。

「手を出すなと訴える丸ごしの娘と、武器を手に娘を殺そうとする者と、どちらが醜悪か！　その頭が役立たずなら、その目でただ見るがいい！」
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　言われるまでもなく、純有も目の前の光景は見ている。

（わたしは何を見せられているんだ）

　醜悪きわまりなかった異形の者が、ただの女おんな幽ゆう霊れいになり。そうさせたのが焔一族の娘だという。

（それは上級の退たい魔ま師しの業わざではないか）

　闇やみ雲くもに滅するのではなく、穢けがれを祓はらい無害化することは生半な術者では敵かなわない。純有にも当然、不可能な業だ。

　しかも娘は丸ごしで、ひとかけらの妖力も発せられていない。ただふわふわと金の鱗りん粉ぷんが舞まい散るだけで、哀あわれになるほど無力。

　純有が見ているのはそんな光景だ。

　そこから一歩でも思考を進めようとすると、自分の中の使命感と、目の前の光景から自分が感じるものがぶつかり合い、純有を竦すくませた。

　ぶつかった末に自分の中で、何が勝ち残るか。それを確かく認にんするのが不安だ。端たん的てきに言えば恐おそろしかった。彼を構成する確固たるものの一部が、崩くずれるような予感がした。

　だから躊躇ためらった。

　竦んだ。

　動けない。

（だめだ、思考を進めては）

　自分の頭で目の前の光景を判断してしまったら──負ける。そんな気がした。

（何に負けるのか。あやかしたちにか？　いや、違ちがう）

　厳しい修しゆ行ぎようの末に得た自分の中の固い部分が、生まれ持った、自然なものに負ける。それが嫌いやなのだ。努力を自分で打ち消すかのような、その行こう為いが。

　焔一族の娘と、美しいあやかし。異形の者であったはずの女幽霊へと視線を動かす。そして最後に、座敷童と目が合った。数日前に彼女に言われた言葉が耳の奥に響ひびく。

　──ぼんさんの、負けや。

　目の前にいる非力な娘が、純有の目を真っ直すぐ見つめて言う。

「千代さんを見てください」

「千代？」

「そこにおいでの、わたしのお客様の名前です。千代さんという方です。千代さんはどんなふうに見えますか？　見てください。お願い」

　必死の声。

　純有は異形の者──千代に改めて視線を向けた。

　そこにいるのは当世風の洋服を身につけた、程ほどなく成じよう仏ぶつしていく綺き麗れいな気配の、女幽霊。

（千代……千代さん、か。ただの亡霊だ）

　ふっと力が抜ぬけた。

　目の前に、純有の使命感とは相あい容いれないものを見せられているのだから、これを拒きよ絶ぜつすることのほうが愚おろかしいのだろうと思えた。

（そうか）

　構えを解く。

（わたしの負け、なのかもしれない。この場合は）
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　息を吐はき、純有が錫しやく杖じようを下ろす。

「わたしの勤めは天子様に害なすものたちを滅めつすることです」

　静かな目が佐名を見る。

「あなたは焔一族。そして彼はあやかしです。そこにいるのは異形の者ですが──害なすようには見えません」

　足の力が抜けそうになって、佐名は必死に踏ふん張った。

「ただこれは、今の判断です。明日、わたしはあなたたちを滅すべき者と判ずる可能性もあり、容よう赦しやはしません。ただ、今は……今だけ」

　純有自身も戸惑っているのか、言葉を濁にごす。苦痛を覚えたように眉まゆをひそめているのは、決断をした後でもまだ彼の中で、使命感と自分の判断が戦っているからなのか。
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「……ありがとうございます」

　掠かすれ声で頭を下げると、純有は錫杖をしゃんと鳴らす。そして千代に向かって胸の前で手を合わせる。

「迷わず往いかれよ」

　千代が軽く頭を下げたのを確認し、頷うなずき返すと、純有は身を翻ひるがえす。

「純有、桂川はどうした」

　青紀の問いに、彼はふり返る。

「路地で気持ちよく眠ねむっていますよ。迎むかえに行ってさしあげなさい。こちらはお返ししておきましょう」

　懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出し地面に置くと、再び歩き出す。その姿が朝あさ霧ぎりの向こうへ見えなくなる。

（見み逃のがしてくれた）

　人目がなければ、佐名はその場にへたり込みそうだった。正直、純有を前にしたときは生きた心地ここちがしなかった。一度は容赦なく襲われた身だ。よくも彼の前に飛び出したと、今いま更さらながら自分の無む謀ぼうさにぞっとする。今はただただ、安あん堵どが全身に広がる。

　純有は「今だけ」と言った。状じよう況きようが違えばまた命を狙ねらわれるのかもしれないが、それはまたそのときのことだ。

　ほっとした表情を見せた青紀が、それでも悪態を吐く。

「桂川の役立たずめ」

　座敷童が、にかっと笑って千代を見上げた。

「ほな、うちらもいこか」

　千代は佐名に向かって微笑ほほえむ。

「ありがとう、主様。さようなら」

　微笑み返し、佐名は深々と頭を下げる。

「よい旅路を」

　座敷童に手を引かれるようにして、千代は歩き出す。手をつなぐ二人の姿は、朝霧の輝かがやく向こう側へ消えた。

　二人の消えた方向をぼうっと見つめる。

「行っちゃった」

　隣となりに青紀が立つ。

「千代さんは、遠くへ行くって。そこはどこなんだろう」

「いずれ、人もあやかしもいきつく場所だろう」

「あの世ってこと？　極ごく楽らく？　地じ獄ごく？」

「そんなものがあるのかは、わたしは知らない。しかし千代は、極楽があったとしてもそこへは行けないし、自ら行くまい」

「じゃあ、どこへ」

「どこかで五人もの女を殺した罪を償つぐなうだろう」

「償うってことは、いつか許される？」

「おそらく、いつかは。百年後か、千年後か二千年後かわからないが、いつか」

　ぼんやりと、白く輝く浅草の光景。

　遠く朝の物音がする。路面電車のベルと、軌き道どうを走る車両の音。豆とう腐ふ屋のラッパ。

「わたしは少し出てくる」

　佐名は首を傾かしげた。

「どこへ？　あなたも昨夜ゆうべは眠ってないから、休まなきゃ」

「その前に、路地に転がってる桂川を拾ってくる」

「あっ！」

　飛び上がった。

「そうだ！　大変！　この師走しわすに一晩外で寝ねてたら、きっとすごい風邪かぜをひいてる、ていうか、まさか凍とう死し!?」

　すぐに行かなければと思ったが、同時に、堂島琢磨のことを思い出す。

（堂島琢磨は、何も知らないまま）

　不公平な気がした。せめて千代の苦しみや、自分の仕打ちが原因で千代が苦しみ抜いて、結局五人もの嫁よめが死んだことは、知っておくべきではないのだろうか。

「ごめんなさい。もう少しだけ、あと一つ、力を貸してもらってもいい？」

　青紀の着物の袖そでを掴つかむと、彼は「今更何を」と問いたげな顔をしたものの、頷く。

「わかった。主あるじ」
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　堂島邸ていは奇き妙みような静せい寂じやくの中にいた。

　昨夜、桂川龍介と名乗る探たん偵ていが真夜中に現れ、堂島琢磨と対面した。対面した堂島は家人に「なんの収しゆう穫かくもなかった」と告げて、「具合が悪い」と自室へ引っ込んだ。今朝からは体調不良を理由にして、一度も顔を見せない。仕事については部下に任せると伝えたきりだ。

　商売のためには躊躇ためらいもなく恋こい人びとを捨てるような、家業第一の男が珍めずらしいと手伝いの女たちは囁ささやき交かわしていた。

　さらに幾いく人にんかの勘かんの鋭するどい者が「今朝から屋や敷しきの空気が違ちがう」と口にした。

「今まで、なんだか重苦しくって、嫌いやな感じがつきまとってたけど。それがないの」

　一人が言うと、あっけらかんと答える者がいた。

「あら、良くなったのならいいじゃない」

「良くなったって言うよりは──空っぽになった感じがする」

　落ち着かない気分で過ごしていた彼女たちはさらに、朝一番の客で恐きよう慌こう状態に陥おちいった。黒の二重回しを身につけた美び貌ぼうの男が訪ねてきて、「忽那青紀」と名乗ったのだ。彼は「堂島琢磨と直接の面識はないが、知人を介かいして知っている。取り次ぎを願いたい」と申し出て、一通の封ふう書しよを渡わたした。「そこに紹しよう介かい者しやの名が書いてある」と。

　流行作家、しかも見つめられると目眩めまいを起こしそうな美男に、我われ先さきにと堂島に取り次ぎに走った。

　堂島は「会う」ということだった。

　忽那青紀は、堂島琢磨の私室に通された。
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　通された堂島琢磨の私室は、母おも屋やにあった。畳たたみに絨じゆう毯たんを敷しき詰つめてベッドやテーブル、椅い子すを置き、洋風に設しつらえた部屋だ。堂島は寝ね間ま着きの上に羽織を引っかけ、部屋の中央にある小さなテーブルに着いていた。

　部屋に入ると、堂島は椅子から立ち上がって青紀を迎える。

「はじめまして、忽那先生。ご高名はかねがね。しかし突とつ然ぜんのこと。いささか面めん食くらいました」

　わずかな批難を滲にじませながらも、堂島は手て振ぶりで椅子に座るように促うながす。

　青紀は首を横に振ふる。

「非礼はお詫わびする。ただ長居する気はない。具合が良くないと伺うかがった」

「たいしたことではありません。ただ、昨夜から少し怠だるくて熱っぽいというだけで」

　目の前に立つ男からは、覇は気きが感じられない。

　おそらく屋敷の中に充じゆう満まんしていた千代の力は、堂島にも影えい響きようを与あたえていたのだ。千代は異形の者となっても恋人に執しゆう着ちやくしていた。ということは彼女の力は堂島に向かい、彼は知らないうちに異形の者の力を甘受していたのだろう。

　常に与えられていたものが途と切ぎれれば、急激に弱るのは当然。

　テーブルに置いていた封書に目を向け、堂島は顔をしかめる。

「忽那先生がお持ちになったこの手紙には、紹介者『野村佐名』とありましたが。筒乃屋の養女の野村佐名で間違いないのですか」

「わたしは彼女に頼たのまれて、伝言を伝えに来た」

「いったい彼女はどこにいるのです。先生はどういった経けい緯いで、彼女と」

　すっと手をあげて、青紀は堂島のお喋しやべりを止めた。

「必要なこと以外喋る気はない。伝言だけ伝える。昨夜、佐名が伝えた通り、堂島家の嫁が五人も亡なくなったのは、豊田千代が死して後に異形の者に変化した結果だ。しかし千代は、すべての妄もう執しゆうを捨てて消えた。堂島家に取り憑つく者はいなくなった」

　堂島の目が見開かれる。

「そもそも千代が取り憑いていたというのも、信じがたくはあるのですが。とりあえず、良いい知らせと思って良いのですかな？」

「まだある。上方から堂島家に憑いてきていた座敷童も、千代と一いつ緒しよに出て行った。おそらく今後、堂島骨董商会は、今までのように幸運ではいられないだろう。全すべては、堂島琢磨。あなたの選せん択たくしたことに対する結果だ」

　しばし沈ちん黙もくした堂島は、困こん惑わく甚はなはだしい顔になった。

「それは、どういう意味で。なぜそんなことを、わたしに」

「意味は聞いての通り。なぜかと問われれば、そうだな。佐名はあなたに、堂島家にこれから何が起こっても、それはあなたの選択した結果なのだと伝えたかったのだろう。わたしはそれを、伝えるように頼まれただけ」

　青紀の言葉の意味がまだ腑ふに落ちていない様子の堂島を、青紀は哀あわれな男だと思った。

　彼が自分の失ったものが何かを悟さとるのは、全てが瓦が解かいした後だろう。そのときどれほど、後こう悔かいするだろうか。もしこの男が、愛した女をそのまま愛し続け、妻にしていれば、すくなくとも五人も別の女が死ぬことはなく、座敷童もぬくぬくとこの屋敷に住んでいただろうに。

「なぜ豊田千代を捨てた」

　思わず問う。堂島は不ふ愉ゆ快かいそうな声を出す。

「突然なんでしょうか。過去の恋れん愛あいで、わたしを糾きゆう弾だんするつもりですか」

「別に。ただ興味があった。愛していた人を、どういう理由があれば捨てられるものかと」

「興味。ああ、なるほど、作家先生ですね。珍しい理由はありません。両親に反対されました。名家の嫁にふさわしくないと。そんなものを嫁にしたら、看板に傷がついて商売に差し障さわると。しかもお客様が千代を気に入っていたものでね」

「それだけか？」

「最も大切なことです。この家に生まれたわたしは、家業を隆りゆう盛せいさせるのが使命です。何を犠ぎ牲せいにしても」

「最も大切なことが、それか。大切なものを間違えたな。それだけのことか」

　鼻先で笑った。

「長居しないとお約束した。失礼する」

　青紀はきびすを返す。堂島が何か言いたげに口を開くが、それを聞かないように背後でぴしゃりと襖ふすまを閉めた。

「これだから、人間は」

　思わず呟つぶやく。

　人間はなぜ、大切なものを間違えがちなのだろうか。あやかしの身で幸いだったと思うのは、こういうとき。

　青紀は間違えない。大切なものだけを二百年、護まもり続けている。そのことが誇ほこりだ。護り続けるには様々な困難や戸と惑まどいもつきものだ。

　堂島邸の門を出ると、道路を挟はさんだ所に佐名が待っていた。道路を横切り彼女のもとへ行く。

「ありがとう。ごめんなさい、嫌な役回りだったわよね。わたしは行けないから。でも、どうしても堂島琢磨は、知っておかないと不公平な気がして」

　目下、青紀の困こん惑わくの原因が小走りに駆かけ寄ってきた。焔一族の血をひいていることを除けば、ただの人間の小こ娘むすめだ。彼女の胸から金色の細かな光が鱗りん粉ぷんのようにふわっと舞まっているが、ただそれだけ。

（頼たよりないな）

　佐名を見ていると不安しか浮うかんでこない。焔一族の血が流れているとはいえ、こんな頼りないものを連れ戻もどしてきて、果たしてどうなるのか、と。

（しかし佐名は、千代をもてなした）

　当初は異形の者を滅ほろぼすことを目的としていたのに、彼女は千代の心に触ふれ、彼女を滅ぼすことを咄とつ嗟さに拒きよ否ひした。そしてそのかわりに彼女をもてなし労いたわり、彼女の本来の姿を取り戻させた。

　まよいがは、あやかしを癒いやし憩いこわせるための場所で、そのおかげで妖よう力りよくが家に凝こごる。あやかし以外の異形の者や幽ゆう霊れいや、人間でさえ、まよいがで憩い癒やされることは可能なのだろうが──それを試みた主あるじは今までいなかった。

　なぜならば、焔一族が欲ほつする妖力が、見返りとしてさして期待できないからだ。

　佐名は焔一族としての常識がないからこそ、ただ、自らの思いだけで異形の者を招きもてなした。ただ助けたいと、それだけで。

　焔一族らしくもなく、頼りなく、不安しか感じないのだが。異形の者のもてなしを偶ぐう然ぜんにしろやってのけたということは、彼女には不可解な、今までの主たちにはない可能性があるということだろうか。

「嫌いやでもない。人間が莫迦ばかだと再さい確かく認にんしただけだ。桂川は？」

「見つかった。茶釜が急いで、家まで運んでくれた。わりに元気そうよ」

「殺しても死にそうにない奴やつだからな。とにかく浅草へ帰る」

　青紀が歩き出すと、佐名も慌あわててついてくる。

「堂島家はどうなるかな」

　歩きながら、ぽつんと佐名が口にする。独り言のようだったが、青紀は答えて断言した。

「早晩、絶える。数日後に結けつ婚こんが予定されていると言っていたが、それも堂島琢磨の様子からすると、堂島家のほうから破談にするだろう」

　驚おどろいたらしく佐名がふり向く。

「どうして破談にするってわかるの」

「あの男の気力が萎なえていた。とても他人を家に入れる力はない」

「そうか。じゃあ、タミちゃんは安心なんだ」

　ほっと息を吐ついた佐名だったが、今度は不思議そうに首を傾かしげた。

「でもそれで、どうして堂島家が絶えると言えるの？　座敷童がいなくなったから？　座敷童がいない商家なんてごまんとあって、みんなそれなりにやってるわ」

「何十年も座敷童のもたらす幸運があれば、それが常になり、自然と頼るようになっている。致ち命めい的てきだ。埋うめ合わせるものが他ほかにあれば良いが、あの家は空っぽだ。もとは色々なものがあったのかもしれないが、おそらく千代に喰くい尽つくされている」

「うん。そうか」

　足元に視線を落とす佐名は、気分が沈しずんでいるように見えた。自じ業ごう自得とは言え、東京で一、二を争う商家が絶える端たん緒しよをひらいたことに、責任を感じているのかもしれない。

（まったく、あたりまえに人間らしい）

　人の世のことで心を痛める様子を見せる者は、今まで接した焔一族には一人もいなかった。そんなことでいちいち気を痛めていたら心がもたないだろう。だから人間はひどく弱々しく見えるのだろうか。

「それが、堂島琢磨の選んだことだ」

　佐名は突とつ然ぜん顔をあげ、上を見た。

　つられてあげた視線の先には、電線の向こうに冬の薄うすい青空。

「千代さん、浅草楽しんでいたらいいけど」

　何かを振ふり切るように言った。努めて出したらしい明るい声に、青紀はふと心ひかれる。

（弱々しくとも、立ち上がろうとする）

　石いし垣がきの合間から必死に顔を出し、雨に打たれて項うな垂だれた草花が、それでも翌日には太陽に向けて花弁はなびらを開こうとする。そんな様子を見る気持ちに似ていた。何気なく彼女の頭にぽんと手を置いた。佐名がこちらを見る。

「何？」

　青紀は首を傾げた。

「なんだろうか。触さわってみたくなった」

　触れたいと思った自分が、自分でも不思議だった。そうしてじっとしていると、彼女も首を傾げてじっと青紀を見つめる。

（可愛かわいい）

　ふとそう感じた自分に戸惑った。佐名が赤子のときにも可愛いと思っていたが、こんなに娘むすめらしくなった者を、可愛いと思うのは初めてだったのだ。

　焔一族の者はこのくらいの年ねん齢れいになれば主らしくなるはずで、可愛いなどと思える対象ではなくなる。

　しかし佐名は、主らしくない。とことん、らしくない。

　青紀は佐名がもし、あやかしたちよりも人を選ぶようであれば、もはや焔一族とは言えないのではないかと思っていた。彼女は人間のために、堂島の異形の者を滅ぼしたいと言い出したからだ。それが主の望みであり、それを叶かなえることで主となってくれるならと、協力はしたが。

　しかし、彼女は千代を救った。滅ぼすほうが簡単だったはずなのに、青紀を押しとどめ、救ったのだ。異形の者を体を張って救ってくれた。

　ただの人間の娘には怖こわかっただろうに。

（佐名は救った。闇やみ雲くもに滅ぼさなかった）

　それが嬉うれしかった。異形の者に心を砕くだくのは、焔一族の血のわざか。それともただ彼女の優やさしさか。

　ひどく困る。彼女のことが今ひとつ理解できない。だからこそ存在に、心がかき乱される。

　人間の娘というのは、ふわふわした気配をしている。焔一族の女たちは、確固としたものが精神の中心にあり、それが気配にも影えい響きようし、ひどく硬こう質しつな感じがあった。

　この娘のように不確かで、ふわふわした気配ではなかった。

　しかしその柔やわらかな感かん触しよくは、悪くない。
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　彼女が四つのときまで、常にそばにいた。そのときのまま、頼りない。しかし青紀が二百年間残念に思っていた大人になれば失われるものを、彼女は持ち続けている。不幸な出来事の結果ではあったが、それを絶望的とは思えなくなっていた。

　このふわふわした存在が、まよいがの主になるとしたら──おそらく菖蒲のように青紀を安心させる主にはならない。常に青紀を不安にさせ、ハラハラさせ、心配させるはずだった。ひどく心こころ許もとない。しかし同時に、心地ここちよいだろう。

　不安で、奇き妙みようではあるが、この娘には未知の可能性があるかもしれない。彼女の胸からこぼれる不思議な光は、それを示し唆さするものか。

（この娘が、新しいわたしの主となるならば）




　　　　三




「ああ、ひでぇなぁ。ひでぇなぁ。ひでぇ目に遭あったよな、まったく。ほぼ一晩、この寒空の下で地面に転がされるなんてな。ただ働きは割に合わねぇなぁ」

　桂川龍介は綿入れ半はん纏てんを三枚も着せかけられ、火ひ鉢ばちを抱かかえるようにして背を丸め、卵酒の入った湯飲みを両りよう掌てのひらで包んでいる。全身で「寒い」を表現しながら、ぶつぶつと恨うらみがましく呟つぶやいていた。

　傍かたわらに座る青紀が腕うで組ぐみして龍介を睨にらむ。

「その割には熱もないし、風邪かぜをひいている様子もないな。なんとかは風邪をひかぬと言うがその証明か、桂川」

「先生、重ねてひでぇな」

　けほんけほんと、わざとらしく咳せきをする。

「手を貸した俺を労いたわってやろうとか、褒ほめてやろうとかいう気はないのかい」

「先刻から褒めている。良くやった。助かった。盛せい大だいに感謝している」

　すりこ木も真っ青の棒読みだった。

「心がねぇなぁ。まあ、先生のお優しい言葉だけでは飯は食べられないんでね、そこは誠意ってもんを、形で」

　親指と人差し指で輪を作ってみせた龍介に、青紀はさらに冷たい視線をくれた。

「調子に乗ると殺すぞ、人間」

「わかった、わかった。じゃあ、あの拳けん銃じゆうをくださいよ。それで手を打ちますから」

「そんなもの持って行けば良いい」

　冷れい淡たんにあしらいながらも、青紀は龍介には恩義を感じていて、そしてそこそこ気に入っているのではないか。佐名がそう思ってしまうのは、青紀が龍介をこうやって家の中で休ませているからだ。放ほうっておくこともできたのに。

　あやかしは義ぎ理り堅がたいと、青紀はいつか口にした。確かにそうなのかもしれない。

「本当に、協力ありがとうございました。桂川さんがいなければ、堂島の異形の者をどうすることもできなかった」

「ま、いいってことさ」

　照れたように手を振って、龍介は卵酒に口をつける。感心するのは、彼の順応力の高さだ。青紀があやかしだと知り、信じたなら、普ふ通つうならば恐おそれおののいて近づきはしないだろうに。協力を申し出たうえに、こうやってあやかし一味のような顔をして、子こ狸だぬき特製の卵酒を躊躇ためらいなく飲んでいるのだから、尋じん常じようでなく、神経が太い。

　茶釜が、鍋なべ焼やきうどんを運んでくる。龍介は大喜びで小鍋を抱えた。

「これで堂島の異形の者もいなくなって、うちは新しいご主人様を迎むかえて、万ばん々ばん歳ざいですね！」

　盆ぼんを抱えてちょこんと座った茶釜の言葉に、佐名は、微び妙みような気持ちになる。

「茶釜。わたしは、まだここの主あるじになるとは決めてないんだけど」

「でも、主人になるから力を貸してくれと」

「えっと、かりに、ね。かりに。かりの主になると言っただけで」

　小首を傾げて、茶釜は言う。

「かりにでも主になれるなら、もう、本格的に主になっても良いのじゃないですか？」

「わたしは、主になる覚かく悟ごはないし。主が務まるかはわからないし」

「覚悟はわかりませんが、主は務まったでしょう。昨夜ゆうべ、お客様をお招きして」

「……え？」

　佐名は瞬まばたきした。

「確かに、招きますって言ったけど」

「しかもお客様は満足して帰られましたよ？」

　指し摘てきされて、佐名自身驚おどろいた。

「そうか。お客様を」

　成り行きとはいえ、佐名は主として、異形の客を迎えたのだ。今いま更さら気づく。

　千代は満足し帰って行った。そのことは心の底から嬉しかった。遠いどこかへ行くにしても、彼女は自分を取り戻もどし、苦痛から逃のがれられた。彼女自身の喜びは、佐名の喜びと重なっていた。

　お客様が喜べば、嬉しい。誰だれかを喜ばせたら、嬉しい。

（できる……かもしれない）

　千代の溌はつ剌らつと美しい立ち姿が、佐名に自信をくれる。

　あやかしや、異形の者や、亡ぼう霊れいを迎える家の主。それら人ならざる客人をもてなすことで、客人の喜びが、もしかしたら佐名の喜びになるのかもしれない。

　ふっと、心の中に光が射さす。

　夢や希望など贅ぜい沢たく品ひんで、そんなものを考えたこともなかったし、考えようとも思えなかったのに。

（主として、やってみたい）

　そんな気持ちが明確に浮うかんできた。

　ただ佐名は、あやかしたちのなんたるかも知らない、白紙の状態だ。こんな小こ娘むすめが堂々と、「まよいがの主になるわ！　よろしく！」と宣言するのもおこがましい。そもそも佐名一人では、何もできない。頼たよりないものだ。

　青紀と茶釜の協力は不可欠。

　表情を改め、佐名は背筋を伸のばす。

「茶釜」

　威い儀ぎを正して呼ぶと、茶釜も「はい」と座り直す。

　今度は青紀に目を移し、彼を呼ぼうとして戸と惑まどった。「あなた」としか呼んでいなかったので、こんな場でどう呼べば良いかわからない。

「その、あなた。忽那さん」

　青紀は嫌いやな顔をした。

「あれだけ色々とこき使っておいて、忽那さんもないものだ。青紀でいい」

「それじゃ、青紀。それに茶釜。わたしは、まよいがの主になれる自信はない。けれどやってみたいと思う。だから、かりの主ということで、いいかな？」

「おまえは、そうなると言っただろう」

「それはあの場限りのつもりで」

「わたしは、そんなつもりはなかった」

「そっか。ごめんなさい」

　苦笑いするしかない。

「かりの主になります。どうか二人の力を貸してください」

　指を突ついて頭を下げた。茶釜が「ぽんっ！」と嬉しそうな声をあげて、宙返りする。

「もちろんです！　なんでもしますとも」

「わたしはこの家を護まもるためにいる。主には当然力を貸す。かりの主でも変わらない」

　青紀の声もいつもよりは柔やわらかく、明るく、安あん堵どの色がある。

　鍋焼きうどんを食べつくした龍介は、爪つま楊よう枝じを使いながら横着そうな態度で言う。

「いいねぇ、お嬢じようさんがこの家の主か。それじゃ、今後ちょくちょくお邪じや魔まするかな。腹が減ったら、何か喰わしてもらおう」

「来るな」

　間かん髪はつをいれない青紀の拒きよ絶ぜつに、龍介は大げさに眉まゆを下げる。

「そんなぁ、お嬢さんの命の恩人の俺を邪じや険けんにしないでほしいな、先生」

「いつ命の恩人になった」

「あれ？　助けませんでしたか。まあ、なんにしてもめでたい……いや、めでたいのか？　人間のお嬢さんが子狸と化け物を従えて、変な家の主人になるのが？」

「言い方……」

　半笑いで突っ込む佐名には答えず、龍介は首を傾かしげて青紀にふり返る。

「そういや、忽那先生。あんたはあやかしって言うが、あやかしには見えないな。この狸は見るからに狸だけどな」

「むろん本ほん性しようは人ではない。人の形を得たからこの姿でいるだけだ。意識すればもとの本性、あやかしの姿に戻ることもできる。茶釜はまだ、人の形を得るほど力がないので、人に化けることしかできない。だから本性の姿でいる。それだけだ」

「へぇ。じゃあ、青紀はやっぱり、すごいあやかしなのかな？　三百歳って言ってたし」

　感心した佐名に、彼は心なし得意げに言う。

「当然だ。東京府下で、わたしと対等に向かい合えるあやかしはいない」

「で、忽那先生のあやかしとしての本性ってのは、なんだい？」

　龍介の問いに、青紀の顔が強こわばった。

　茶釜が目をくりくりさせる。

「あれ、みんな知らないんですか？　くそ青紀様の本性ってのは、あの九きゆう尾びの白ぎつ」

「茶釜！」

　いきなり青紀は、茶釜を捕つかまえ脇わきに抱かかえて口を塞ふさぐ。もがもがと暴れる茶釜は、口を塞いだ青紀の掌てのひらから逃れ、喚わめく。

「何するんですか、この鬼き畜ちく！　いくら本性が可愛かわいすぎて恥はずかし」

　むぐっと、また茶釜の口が塞がれた。

「あたらしい主のために、祝いの酒を持ってこい！」

　襖ふすまを開いて、青紀は茶釜を廊ろう下かの向こうへぶん投げた。「腐くされ外げ道どう！」という茶釜の悲鳴が遠ざかる。肩かたで息をしながら青紀は座ざ敷しきに戻ってきた。

　すらりと座り直すと咳せき払ばらいし、袂たもとを直す。

「祝いの酒が来る。桂川も飲んでいけ」

「いや、ありがたい！　よっ、忽那先生。太っ腹」

　現金な龍介を笑った佐名は、青紀に提案した。

「祝いの席なら、青紀が飼ってるあの子も呼ばない？」

「飼ってる？　わたしが、何を」

「白くて可愛い子こ狐ぎつねよ。毛皮から、青紀と同じ安あん息そく香こうの香かおりがするもの。一いつ緒しよに寝ね起おきしてるんでしょう。あの子も呼んであげましょう。あの子も、あやかしなんでしょう？　成長してないし、言葉が通じるみたいだったし。小さな頃ころ、わたしあの子が唯ゆい一いつの友だちだったの」

「……………………呼ばない」

　なぜか、青紀の顔色が優すぐれない。

「どうして？　可哀かわい相そうよ」

「あれは……わたしが飼っているわけではない。時々しか顔を出さない」

「そうなの？」

　ぎこちなく頷うなずく青紀の様子に違い和わ感かんを覚えたが、「まあ、いいか」と流してしまった。

　その後、お銚ちよう子しが運ばれてきて、茶釜の手による酒のあても並べられ、即そく席せきの宴えん会かいとなった。

　人とあやかしと、まよいがの主が、酒を酌くみ交かわす。

　佐名は甘酒を手にして、ぼんやりと、賑にぎやかな光景を眺ながめていた。ふわふわして良い気持ちだった。

（ここは、わたしの家だね。お母さん）

　心の中で呟つぶやいた。

　まよいがの、かりの主になった。そしていつか本物の主と胸を張れるようになりたい。それは明日よりももっと先の、未来への希望。

　なんという贅沢品を手に入れたのだろうか。

　触ふれたこともない宝物が、今、佐名の手の中にある。








あとがき









　皆みなさま、こんにちは。あるいは、はじめまして。三み川かわみりです。

『あやかしの家の仮かり主ぬしさま』を手にとっていただき、ありがとうございます。

　この物語は、大正時代を舞ぶ台たいにしたあやかしものです。狐きつねと子こ狸だぬきと、少女が出てきて。さらに美形青年が子狸に蹴けられ。探たん偵ていと僧そう侶りよも絡からんで、東京府の闇やみですったもんだいたします。

　大正時代は好きな時代で、学生時代は、意味もなくその辺りの資料を買いあさっていました。

　今回執しつ筆ぴつするに当たって過去の自分を褒ほめたいのは、東京の古地図と現代地図を比ひ較かくしたムックを手に入れていたこと。とても役に立ちました。いずれ世の中や自分の生活が落ち着いたら、ムック片手に東京散策をし、かつての東京府に思いをはせてみたいな……と、野望を抱いだいています。

　とはいえこちらは、大正時代ファンタジーなので時代考証にはさほどこだわらず、面おも白しろければ良し！　と、おおざっぱに雰ふん囲い気きを楽しんでもらえたら嬉うれしいです。

　今回の物語、一番のお気に入りは子狸です。子狸の活かつ躍やくだけでも読んでもらえたら、きっと子狸が喜びます。

　書き終わったとき、楽しかったなぁとしみじみ思えたので、それだけでこの物語を書かせてもらえたことが幸せでした。

　担当さま。大変な状じよう況きようが続く中、不安が多い作者のあれこれにご対応いただき、ありがとうございます。楽しいものを作れたのは、担当さまと沢たく山さんの打ち合わせをさせてもらえた結果なので、とても感謝しています。ありがとうございます。これからも色々とご迷めい惑わくをおかけするとは思いますが、よろしくお願いいたします。

　イラストをお引き受けいただいた、保ほ志しあかり先生。ありがとうございます。キャラクターデザインの、佐さ名なの可愛かわいらしさと青せい紀きの素す敵てきさに舞まい上がりました。そして茶ちや釜がまの愛くるしさといったら、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。読者さまに、早く茶釜を見てもらいたい！　重ねてになりますが、生き生きと素敵なキャラクターたちを、ありがとうございました。

　最後になりますが、読者の皆さま。

　物語は別として、保志先生の描えがかれる子狸だけでも癒いやされるかと思います。ほんの少しでもこの本を手にとって、楽しかった、面白かった、と思ってもらえたら幸いです。





三川みり


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「彼の特別な名」







　この場所がどこなのか、この神社の名が何なのかも、彼は知らない。ただ人目を避さけるために、彼は社やしろへ向かう参道をよろめきながら歩いていた。参道の左右に植えられている杉の木に、時々もたれて息を整え、少しするとまた歩き出す。

　黒い着物を身につけた美しい青年だった。肌は白く、形良い目元は涼すずやか。やや薄い唇くちびるは、今は青い。出血が酷ひどいのだ。彼は右手で左腕を庇かばっている。着物の袖そでが裂さけ、露ろ出しゆつした肌に深い傷。腕を伝って流れ出る血が、左手の指先からぽつりぽつりと地面に落ちていた。

　朽くちた社が見えてきた。随ずい分ぶん人の手が入っていないらしく、境けい内だいには雑草が生おい茂しげり鳥居も傾かたむいていたが、境内の左手にある小さな池の周囲には菖蒲あやめが一ひと群むれ咲いていた。

　五月。湿しめった暑さが暗くら闇やみに凝こごって、傷から発した熱で息苦しい彼を、一層息苦しくさせた。

　とにかく体を休めたかった。

　彼は齢よわい百才にならんとする、あやかしだ。受けた傷はかなり深いが、致ち命めい傷しようではない。どこかに身を潜ひそめ耐えていれば、傷は徐々に癒いえていくだろう。

　自分の身内にある妖よう力りよくを食い尽つくしてしまうだろうが、仕方がない。

　よろめきながら、社の階段を上って格こう子し戸どを開けた。肩かたで戸を押して転がり込むと、もはや限界だった。一歩も動けそうにない。這はいずるようにして、足で蹴けって戸を閉める。

　ようやく、ささくれの板にぐったりと顔を伏せた、その時。

「あやかしね」

　社の奥の暗闇から、女の声がした。

　顔を上げて暗闇を凝ぎよう視しする。あやかしの彼の目は暗闇を透すかし見て、最さい奥おうの祭さい壇だんの下に座っている女の姿を捉とらえた。彼女の体から漂ただよう匂においは、人間のもの。

　ただの人間ではない。

　まずこの真っ暗闇で、彼の姿を捉えることができる目を持つ人間はいない。しかも彼を一目見るなり「あやかし」と言うからには、なんらかの術者に違いない。

（しまった……。こんなところに）

　待ち伏せかと思った。彼に傷を負わせた術者たちは、徒党を組んで狩かりをする。

　間合いを計る。一気に跳ちよう躍やくして爪つめで女の喉のどを掻かき切れるだろうか。

　飛び出そうと身を起こしたが、がくりと膝ひざが折れた。

（無理だ）

　そのまま床に倒れ伏す。

　生を受けてから、百年。短くはないが、あやかしとしては、さほど長くもないのだろう。

　彼は生まれながらに飛び抜けて妖力が強かった。生を受けて一年足らずで、あやかしとして成せい熟じゆくした。

　そのため故こ郷きようで仲間から恐おそれられた。親おや兄きよう弟だいも彼を怖がった。

　──近寄らないで。

　──こちらに来ないで。

　──お願い、もうどこかへ行って。

　耳に残る親兄弟の声は拒きよ絶ぜつばかり。

　そのうち人間に追い回されて、故郷を離れた。

　流れ歩いていく場所で、常に恐れられ、狩られた。

　女が立ちあがった気配を感じる。

（これで終わりか）

　恐きよう怖ふも怒いかりもなかったが、かわりに胸むねに溢あふれるのは寂さびしさ。

　百年、誰も彼に触ふれる者はいなかった。こちらから触れても、恐れおののいて竦すくむ。竦む相手に触れても哀かなしいばかりで、彼は何者とも触れ合わないことにした。

　こうやって朽ちた社の暗闇で一人最後を迎えるのは、酷く虚むなしくやるせない。

　女は近寄ってくると、彼の傍かたわらにしゃがみ込む。

「怪け我がをしているのね」

　女の手が彼の頬に触れた。

（触れた……？）

　彼がかすむ目で見たのは、心配そうな女の顔。そこで意識が途切れた。







　次に目覚めたときには、社の床に仰あお向むけに寝ていた。筵むしろの上に寝かされた彼の上には、木も綿めんの着物がかけてある。夜が明けたらしく、板壁の隙すき間まから、ささくれた床に光が落ちていた。

「気がついた？」

　女の声が枕元でした。見ると昨夜の女が傍らに端たん座ざして微笑ほほえんでいる。

「傷の手当てをしたわ。わたし、あやかしの傷を癒やすのは得意なの」

　言うと掌てのひらを彼の額ひたいに当てた。

（触れた、また）

　掌は柔やわらかく、温かい。驚き見上げていると、彼女は頷うなずく。

「うん。熱は下がったわね。妖力も少し足しておいたから、起き上がれるはずよ」

　言われてみれば、昨夜逃にげるために大半使い果たしたと思っていた力が、かなり戻っている。

　身を起こすと、彼女は感かん嘆たんしたように言う。

「あれだけの傷を負おって、わたしが妖力を足したとはいえ、これほど回復するなんて大変な力があるのね。しかも美しいわ」

「おまえは、何者だ」

「焰ほむら一族」

「焰？　人ではないのか」

「人よ。でも、人から忌いみ嫌きらわれ追われるの。みんな焰一族を怖がる」

　不意に、耳に蘇よみがえる拒絶の声。

　──近寄らないで。

　──こちらに来ないで。

　──お願い、もうどこかへ行って。

　膝にわだかまっていた木綿の着物を思わず握にぎる。その手を見た女はぽつりと言う。

「あなたも、怖がられた？」

　ふいと彼は目をそらす。

「怖がられ、追われた？」

　目をそらしたまま頷うなずいたのは、彼女の声が縋すがるようにも聞こえたからだ。

　ふふっと、不意に女が笑った。

「偶ぐう然ぜんね。こんな出会いがあるなんて。はぐれ者同士よね、わたしたち」

　屋根にも穴が空いた社の中を見回した彼女は、言った。

「今、いいことを思いついたの。ねぇ、家を作らない？」

　そして楽しそうに微笑む。

「はぐれ者が、安心して眠れる家よ。どう？　わたしはその家を作ることができるの。この身に流れる血の呪のろいで」

「……家」

　家など考えたこともない。彼にとってそれは、夢よりも遠い場所。

　でも、もし。この女が自分と同じように、普通の人の世に住処すみかのない追われる者であり、そしてその力によって、そんな者が眠れる家を作れるというなら──見てみたい。

「……おまえの名は」

　問うと、彼女は躊躇ためらうふうに視線を逸そらす。そして割れた板壁の向こうに見える紫色の花に目を留めた。

「菖蒲」

「本当の名ではないだろう」

「ええ。本当の名なんて、捨てた。わたしはわたしに、新しい名をつけてあげるの。菖蒲。そう決めたわ」

「菖蒲か」

「ええ。あなたは？」

　問われて、本来の自分の名を口にしたくなかった。恐怖と嫌けん悪おでばかり呼ばれたその名を、自分の名として名乗りたくない。そこで目の前の女──菖蒲が、自分に自分で名をつけた気持ちが理解できる気がした。彼女も同じなのだろう、と。

「わたしも名など捨てた」

「じゃあ、わたしがつけてあげようか」

　菖蒲は嬉しそうに言い、暫しばらく考えた末に、一つの名を彼に与えた──。







　あれから二百年の時が過ぎ、菖蒲は死んだ。

　しかし菖蒲が彼に与えた名は彼と共に残り、生きている。彼をその名で呼ぶ者は、菖蒲のみだった。彼女は彼を自分の特別だと言って、その名は彼女だけが呼んでいた。

　彼もその名を、菖蒲以外の者に明かしたことはない。幾いく人にんもの主に仕つかえたが、彼らには「忽くつ那な青せい紀き」と名乗って、菖蒲のくれた名は呼ばせなかった。

　その名は特別なものだから。

　だから、特別な者にしか呼ばせないのだ。
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